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あい さ つ

，;:;野山大乍でI;UU初 52年より、ラダック地Jjrr.毎年学

術，J.'u't聞をモ[IIHζわたって送り、丙チベ yトの仏教文化

の現地J1:1'tと、学術研究1(.先機をつ妙、制かしい数多く

の成果を収めた。いまわが国の知滋人のmJで関心を呼び

つつある生企業活燃の発火点、のーっとして、本学の学術.tI'I

uがあったといってもけっして過f?たとはいえないであ

ろう。

ヒマラヤの111なみIr.かくされたチベット ，'i'~互に、密教

の叙!I'lを示す，1;いlil両や彫刻が銭(iし、 儀軌Iζのっと司

たTもt教儀礼がírわれているζ とは、 flrÇ;;~徒だ砂ではは

く、見17ジ了の文化1(.1民l心をもっ人々の篤きでもあっfニ。

われわれの 1カII・にわたるラダック)11!Jjの学術調伐に

よ勺て、いままで争界Ir.知られていなかった発見がいく

つもあ勺たけれどむ、予術的なbx!l!oの〉工吸を期すために

は、ラダ yク地Jjのみではぷ充分である ζとが痛感され

た。凶チベ y ト全般にわたる仏教文化の解明のためには、

ラダッヲ地方と1司ー文化問に属するスピティ他方と、ラ

ホール地方の!~j.i.が不可欠である.ラホール地Jîは小規

，:':j!l'f山大学学長総長有慶

t量fi;在行?1・のfEtaiから、それほどすぐれた仏教文化が銭

むしていない乙とは、すで』ζ知られていた.

-Jj'，スピティI也んil.l中旬開境地，:;ilr.I'Lirlするため、

いまだ外国人Ir.tよ1I:JIJJcされていない。その人i或はわれ

われに不可能かとむ思えたが、当l.jとのねliり強い析衡

と、過去=O{f.にわたるお野山大乍':¥"Ud、1H1と、現f也の)j

々との人間1191J:の中で、不可能が"H患となった。早.i卓司I

I''l例の学術凋代l引が結成され、氏支教慢をl吋長とする五

%のJiUi閉がスピ十ィJt!!}jlr.派遺された.

準備期間Ir..¥!.iまれす、またわずか卜IIr.Uの入校詳ilJで

あ勺たため、光分な!戊見3をあげえたとI:H、いえない。し

かし戦後はじめて外ItiI人としてhlを納み人れ、タボJiの

Z，Htを.fi点{y.JIr. ii・t，'C.とは、内j.fベ y トの仏教文化の

角曜日月と、$教の~伝の足跡を縫かめるためにも、少なか

らず乍界をIq'~主 Fるむのがある。今後ともさらIr.乙うい

った凋主主活動が継続(~，)lr.illiめられてはしいむのである。

スピティ地1il!¥台紙の文化ないしアジγの仏教史、 JlUi

~にとってまだまだ無尽の定織とい勺てよいであろう
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第四国の調査を終えて

-経過と総括一

昨年八月河野111大学よりインド ・ヒマチゃJレプラデー

シュ州のラホール ・スピティ地区に派iL!されたifll自問チ

ベ y 卜仏教文化凋椅聞は.いろいろなむ味で期待と同時

にo1I!:siの多い使命令帯ひ'ていた。乙のJt!J(実のチベット仏

教の重要性は.1930年代のイタリアのツッチ時土の，，t'Jl'i

報告以米充分認殺されていたのであるが.国t.i!地識であ

るため外国人11::対する一般の人以は今だに然lb.されてい

る(とくにスピティ地}J)。

ジャムカシミ由ル州のラダ yク地方も長年人以が然11:さ

れていたが.ゃいζ ちらの方は197H[;頃からMt~ とな

り"布外凶からも旅行省ーや研究liが訪れて，チベット仏

教文化の'iUoJHI::魅せられた感動の;己主品がfroられ，かっ学

術的な研究報告もつぎつき(11::山版されている。

I~'与野山大学は 1977 "10から=慌にわたり乙の地方rc，i靖子t

隊を派.iùして多くの・，!:碍:il~栄を収めたが，とくに第三副

の 1979"I'K総l毛布l袋防士が総問上止になられた調査では.

リンチェンサンポl時代の仏教文化Iζ!対する盈婆な研究成

以がまとめられたζ とが，ì~W. II:: 'í し L 、{高野山大学チペノ

ト仏教文化研究会総『第二(ol;:;j野"，大γチベ yト仏教文

化川代fJj報公，fU . 加In事t故写~.!， ・ 品，\Jk手Jf.!l!解ぬ r... ンダ

ラJI也多数の諭文参照}。俗民~.~士は . アルチ寺その他の

" 11十紀のリンチェンサンポIζ似せられる.渚;'i'の仏教美術

の特色を列併され.とくにとれをリンチA ンサンポ機式

氏 家 党 勝

として他のl時代のJ:!術線式と災なるy設を強調された。 ζ

の後れた研究と独自の見解は他の学者によっても支持さ

れ. 定説化されている。また乙のときのl1illな'弓f~fi斜

が点京の阿武;美術館や大阪のナンパ ・シティーでー般公

|泊され，大変好評を降した。

チベット仏教文化研究会でも，とくにとの研究成淡を

屯視し. r.，i己研究を書聖域し発燥させるために.怠非とも

タポ寺などのリンチュンサンポのill立寺院が銭されてい

るスピティ地I実のiJ，~任が不可欠であると判断されるに至っ

た。そして三年前から同地方の入減，苛:"J申初、'1をインド

政府fI::出して発行を待ったが.結集は安全を保隙できな

いとの1'1181で却下されたため. ~1 同は1l:むなく中断され

ていた。と乙ろが 1981{ドから 1982"1'の冬季1ζラダ γク

地点へ仏教儀礼の研究11::出かけていた縁本佳道院生よ

りスピティ入域の司能性ありとの.i!l!絡が入ったため. ~

拠またその，1Ii函が再検討され始めた。

Eま本院生は， ラダックの友人からインド政府の役人

をしておられるラマ ・口プサン附(Lamaしobzang)を

紹介され，1982iド初頭デリーにて舗に会ったねi!J!:，人域

ピザ先行の隊約がえられた。そζ でその旨が手紙とiEJR

により1i1f.らまされた時点から第凶向調査隊の人選とJI'iilij ~I~ 

の作J戊』ζ入り ..fLがそのf:f.にあたることにはった。弘は

まずインド政再fll::総出する111，1母子?のなかに減資の円時，
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人口，目的むどをくわしく書いて，それを三月初旬ICラ セント可能で町あるとの返、J$をいただいた。そして翌日内

7 ・ロプサン師宛送付した。 務省のオフィスへ来るようにいわれ.1長惜してホテルへ

しかしロプサン師からはー皮写点の不備をいって乙ら 刈った。

れただりで.なかなか経過が分る返.2?をもらえなかった。 潔日ロプサン師の甥のムトウプ君 (Mr.Mutup)の案

その後六月下旬に世界旅行からの対途.lIU誌に立寄られた 内で内務省のオフィスを訪れると，ロプサン師は早ili省

パルダン日曜にロプサン飾宛手紙を託し，申j1h~~のぷ否を 内の内閣ピザ(InnerlandPermi 1)の位当官と園紛省の

尋ねた。しかし当時ロプサン品ijiはデリーをE量れていたた 係官に~Uおをして下さ勺た。その給来菌防i'îの係gはノド

め.t島{!F氏より七月始め断り状が届いたが，その内容は 在であるが，内務省のH!当符は問怠したのでJ'l可の発行

中J自の件についてきわめて悲観的なものであった。そこ は問巡いないといわれ.f'lく本しをJって必ぴ力んで帰つ

で払は研究会委口の先生方と再三相談した結束，第四厄i た。

J，'J査隊の派巡時期のタイムリミットが迫っているととも 宿合へ紛勺て委只会の総u任者である点数{畳ICQij/iし

あり ，ζのままでは勾があかないので.ともかく一人で て交渉の進展をお伝えし.協力を依頼した。来教綬ICIま

でもデリーIC行き，中級の結果を見定めたいと思った。 入駿についてインド政府の確約がえられたことと，調査

幸い夜、ICは弘学娠興会の淘外調査研究にたいする援助 隊派mlCともなう公fl.の支出，常多 ・西森両院生への山

が内定していたので..Jf可のいらないラホールまで・行っ 発準紛.それとカメラ7 ンの加藤敏氏の参加決定をお願

て一人で調査をし，その前後Iζデリーのロプサン師そ訪 した。ただし国防省の紘約がとれないうちは街守隊のtlt

ねて結集を1mきたいと思った。 ζの3十回を知った塚本位 発11:一抹の不安があった。幸いその方も三日後の9日11:

辺助手 (1町内157年度密数学研究家非常切'I)が当事fJJからの ロプサン飾を通じてインド政府の泊:可内定のi語知1があり .

バ何!ーを感じて白ï~で同行をゆしIl:lられたので，私も大い 再びm認で以教綬11:乙の旨を伝え，治ー多隊員他I1:GOサ

11:心強く思い，デリーでの交捗11:一役nってもらうとと インを出した。

にした。後で知ったζ とであるが.線本助手は交渉次第 インド政府の乙のたびの決定は.ひとえにロプサン!lili

ではまだ.狩可のiliる余地はあると思っていたらしい。そ の御尽力によるものである。師によれば，政府もはじめ

の思惑が伝わったのかどうか，隊員として派遣が決って はイ'~IIJの決定を Fしたとのζ とであったが. FJj野11 1大

いた?it多 ・西森の両大学院生も.万ーのときには1直ちに 学の鴻査隊は余人はらず全員が仏教徒であり I {:y;'侭も合

後続隊として111るべく心情えをしていたようだ。七月中 まれている。彼方は純粋に宗教的 ・午術的見1由からスピ

はHt発の1¥1¥備と儲守の依頼.それとデリーでの交診を予 ティの仏教寺院を訪れたいと倣っているのであるから，

Eむして.外務省アジ710陶磁アジア誕の総地法純'fi務官 必)1，とも，i'FIIJを:1~してほしいと私たちに代って政府fCJ;i

IC巡絡をとり.在インド円本|吋大使館の武級友m参。J$官 願された。そのお陰で泊予工事の内定をみたわけであるが.

1ζ紹介状を3いていただいたりした。 けっきょくは弘たちの然はが政附、当川おに通じたものと

8)] 3 EIIC私たちは成日1;を発ち.I司日夜デリーlf。報 思う。また外務省の弱地氏Iζ車fl介していただいた口本文

4 BIζロプサン師を訪ねてJ;!iを伺ったとζろ.n本での 化WliIlセンターの所長である氏綴参。Ji官もロプサン師宛

予怨とは打ってカ吋ヲってスピチィ地区の入校，if.nJは99パー 籾.I}をfIJなして.n本大{史的の.~I句として、I~々ならぬ|刻
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心と協力~勢を示されたととも大いに効果があ勺た。乙

うした多くの方々の符なと御支援に支えられて私たちの

計画は軌道に乗ったといえる。

持J多 ・酋獄両隊L"1と力日必氏は.131:Jの深夜〈正確には

14日〉デリー空港11:写真機材，食料品などの大きな4毒物

を待って主主w。ホテルで一時間ほどお互いの苦労をねぎ

らった後.ラホール・スピティ調夜の成功を聖書い合った。

翌141:JIC出発の準備をし.15口〈臼)11:1古多隊員とガ

イドのムトウプ.Bを残して，刷、と塚本 ・1当縦隊只と加藤

氏は，先ICデリーを発ちマナリ』ζ[ulった。全日が行動を

ともにしなかったのは.政府の入校持可.lAがまたi発行さ

れていなかったためである。それを俄えて.'，'市多隊員と

ムトウプ.B11: t，をから合総してもらう手筈にしていた。と

乙ろが幸か不幸か . いったんデリー空港を11~び立った飛

行機が怒天候のためマナリ 1C..(jけず.途中のチャンディ

ガルからデリーに引き返してしまった。

しかし乙れが給史的11:は相、した。二日後の17日にやっ

と lifL~=Ú:がえられたので . 今度は全日織って18日lζデリー

を発ち.午後 111寺頃クル・マナリ Iζ到11。そζ でパス11:

乗りj換えて3時過ぎ?ナリ1C1Vjμ、た。そしてこの臼のう

ちに政附のツーリスト ・オフィスでジープ二台を他り.

その tlζ例人科営のジープを一台炎捗して.三台仕立て

で食料品その他を満載して税ロラホールに向った。

ラホールのキ一口ンIζは.20日(金)の午後}時頃泊l

11した。22討にはスピティへ入らなけれは'ならないので.

払は21口を体護日にあてたが，他の人たちはトリローカ

ナートへ然りを見iζ出かけた。トリローカナー トは観音

を犯っているが. ヒンズー教のJI'~地でもあり . 今では事11

仏語4治化しているそうである。しかしラホール11:は.ま

だ純粋のチベット;.1;:院がかなり伐されている。それら各

与はスピティ.i~ftの後一地r:日かけて曲るζ とにして . 'PL

221-1 (IJ)にいよいよスピティのカザIqolけ出発した。

私たちの許・可説11:は.スピティ滞在は22日から10日間

というきびしい制約がつけられていたので，一日の猶予

も持されなかったのである。

カザまでは泣い道t!fであった。途中にけわしいクンサ'ン

峠があり.その巡を塁まっていた私の乗ったジープが頂上

( 4.552メートル)-iJ'手前でエンジン ・トラプルを起し

た。しかし間もなく故防も抗ったのでーと安心している

と，二時間ほど点ったとζ ろで今度はYJIJの一台が欽併し

てしまった。そ乙でまた二時mJほど減税11:時間扮幼功〉り.

夕方碍スタートして夜道をAって八自料£頃カサ，11:11いた。

籾9時lζ出発して以来101時間以上経過していた。さすが

に全員が絞れとお山病からくる不調を訴えていた。

空~23日に意外な乙とが判明した。それはム ト ウプおが

カザの役人IζIlHいてきたとして，ここでは'.ff.ι'H峨彩が一

切然J1ニされているという。そのような紛線はキーロンに

もあって，夜、たちは地方長官のネギ氏 (5.C. Negi)か

らカサ・の友人宛の幼~Jをもらってきていたが . あいに く

その人は不正Eでどうする乙ともできないとのζと。 ζれ

は不慣れな土地での大変なショックで.考える乙ともt立

[;[JIc:なってしまった。しかし他の人たちは級後まであき

らめるべきでないとの意見にまとまり ，デリーのロプサン

飾宛m穏を打ち.メッセンジψーを走らせて鍛影汗可を

えようと動き出した。'，[l報は'A24日iζ打つζとにし，メ ッ

センジャーにはマナリから準ガイドとして参加していた

ムトウプ忍の友人のナムカ-.ft(Mr. Nam Ka =Nam 

mkhah)があたり，彼は24日のぷ明何人ジープで出発し

ていった。

241:Jはじっとしていても仕方がないので.目玉UI属高の然

をrUしている縁本隊員を残してカザより 10キロメー トル

声量れたキイ守 (dkyil Or skyed)へ見'下1ζ行った。ゲル

ク派 (dGe-Iugs-pa)にぞくし.ミ予約も多くスピティ

五立大の寺であるが.寺蛍は，Iiillのため新しい感じがした。
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そのため与全体が活動的な雰閤気を持勺ている.高台IC

illゥているので昆張しがよく.古風で淋しいチベット、?

というr:w訟は受けなかった。

)，~25日 Iζ ， やは り t~~チが反らない塚本隊uを怨して .

スピナィ川をコ1年間ほど下ゥた地点にあるタポ，'y(Ch. 

os -~khor Da -pho)lC/fいた.すぐに11:幼Iζ炊修Hc伺

うと.ダライラ7法王の政庁から派.i1lされているで人の

へッドラ?にお会いできた.そ乙で弘たちはタポ与を紡

れたII(l(Jを告げ.リンチェンサンボの自IJiJ!とされるIJ1絡

のめるζの々の文化および控室史を凋合させて((1いて.日

本IcMり惚f与したいと申 し出ると，お二人は心よく協力

して Fさるζとになった。ただタポ.. Ijtは今'olインド政府

f)' tlJ'llJの'i'1fl!の下にあり.チョキダル (CauklclarIfi人)

h: "，人いて常時Q~llをしているため . な内のすべての也、

伶やk術品I .lQるだけであればよいが . り l'~f$ どの微量3

や:t!Wi般かされているといわれた.そζでその日は本

:;~内IC入 qて礼tfさせていただいたたけで. 出合のゲス

トハウスヘ'jJd，tげたが，智今n比した附IfriI'4f.j;のIl!.雌

泌ml倣とか阿弥.Jle=.t~ . それに~rrriーはいICta，られてい

るな休日~7 ンダラの兎 しさにすっかり総せられていた。

2611は側から，riJ.l!:本営の大日常や合情はどの;自.:止をμ

?礼れさせて町lいて.改めてζの守のもつ仏像k術の栄

町しさに心をtrたれた 写14l1li影か駄[1はらばとi立って

堂内の実測とか仏像のスケッチを自治めると.チnキダル

1(;がそれを符めてζとι'とくH16された.モ4で11:むな

くーυJの.咋1[1(りをあきらめて.常内をくまなくiiIllJiする

だけでtÎ'i~へ悦守た 2

27f1 になって'Ji態は怠外IC明るい}jlCjjlJl!lした.イVポ

午へ主て_'，111:11.λくしてJ!りのないU.';IiHi-過していた#、

たらのもとへカザIC絞っていた!'J[，j>;隊I!が制がiれして.

インド政仰の縦彩lfuIという大ニ A ースを1"1たらした.

それによると .24 [1の1，1.朝デリ -IC(.，わた ~U閣のナムカー

怠が26日深夜IC，ロプサン師からの政府による写真を詩

可する旨の手紙を杓って九}勺てきたという。手紙はムト

ウプ'，g先になっていて.はると25日付で.:<')1111輯iを受け

取ったがしばらくしてナムカーれも歪IJねしてf聴き.早泌

ヒマチャルプラデーシa州政府と折衝して.私たちのた

めに録影許可を与えるよう源治した。"j局は持ロIを約束

してm報を打つζ とになったので.間もなくそちらに届

く完.カサ'の役人4ζ会勺てIIHくように.というものであゥ

-'_0 
乙れを読んで.払はわがlfを縫うほどの感激をおぼえ

た。苦fiJ~でも起乙らないかsり不e可能と思っていたζ と

が腎現実Iζ可能となったためである。午後になってカザ

へ紛っていたムトウプイ!がJムカ-，gと19:人を一人とも

紅って到li'し.今制'1'火政再fから'，l!切かきたので.カザ

の役人もタポ寺h車内にかS1て正式に歯止雄三を認めるζと

をiええにきたという ζとであ司た.'a;iiH托でlioiよりむ

いっそう日後けした感じのするナムカ-tIIC，私はか!と

御礼をいったらよいか.17(;:<;が見つからなかった。彼は

弘たちが飛行織とパスとジ プヰ采り綜いで片足2九三rI

かかった行料金.ジー/とぬijパスを*り総いでわずか

に三H強で往復してくれたわけである。払はt、まだにあ

のナムカ-flの込.i.:t県政な行動がf，1じ緩く .m吸の念を

ztじえない.

それからの在、たちは . 事~~Jlまた緊~Jlの.i1!*をであ ゥた.

なにしろ十日日の31111ζ11-fl/)'かりで音ホールまでj，J

らなければならI，!いため，，，'1"1111れたらのの，三円1:日し

か臼IIrがリえられていIJ.い}そのf!(ltlt:くまでかかって

係自の分jl lを決めた。 よ'~ IJl I称l~の I I:'Jfを全l倒的lζ刻要

する悠勿をとり .その I"(: 1lJJをはつけて行吹のJ!iWI.

k術品や~世史的itl備のJr.!fA . 文献や俳文のよU1:はどをír

うべく Jj全の魚川.1をした.

その三日 mJの :t~:7iU.とくに岨l除氏には過爺としかい
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いようがなかった。なに..$<ん宅な堂だけでも八笠あって.

その各笠には四万のE章一I街.天)1'.柱.仮i茄から却tなど

の装飾品にいたるまで， 1手点家でなくても織りたい対象

は山ほどある。もしぶ人の私たちにζ の{上併を任された

としたら.たとえ一カ月かかってもf必定な記録写!lを織っ

て帰れなかったに逃いない。加勝氏は.八常内の被写体

の乙と ζ'とくをともかく三HI:¥JでカメラIC収めてしまっ

た。その熱なと然主11さIζ.ただ!院側するのみである。

大路以上のような経過をへて.今回の凋伐の眼目であ

るヂボ寺の記録がなされたわけである。 J号えてみれば.

今回の調査行はb、わぱ-ji)]の¥l険であり.かけのような

ものであった。それにもかかわらず.今までどおり万・li

スムーズIc'llが:.illiぶと考えていたから，予忽Hζ反するき

びしい条件を見たときの幅{氏がなく.そζで受けた紛糾i的

なショックもまた大きかった。なにぶんスピティ地方は

u、たちにはまったく未知lの上地であるため，そこがどの

ような紛勢にあり.寺院や文化財がどのull度保:(jイ云i訴さ

れているかもま吋たく知らされていなかった。

もちろん.Jiい記録(フランケ..:;ッチ氏のもの}もあ

り.品t近ではコースラ氏のもの(19791ド〉もあるにはあっ

たが.fIIj者は今の状態を伝え俗いし，コースラ氏のもの

にはスピティ lζl刻するかぎり写J'iによる生の記録が一切

ないので. ζれまた現実の1F.liTtな匁1織がえられない。そ

ういう乙とで私たちは手絞りの状態で111かけたわけであ

るが.幸いにもー泌総fりする価Itf!のあるt.'i緩や資料を持

たらす乙とができた。とくに Ijíj述の.iE~1l0折の後. タボ

tjの汚点資料がえられた己とは特芯してよい乙とである。

夜、たちが今回持たらした鮮明なカラー主主!'l'よ.おそらく

l!tWで始めてのJ己録であり.きわめて1'1''Iiなものである。

しかし嫌をいえば.tJI'JIJJ，.;.!い機会を勺えられながら，

わずか十rllf¥1のスピティ入減とタポJi以外の'与点氾録が

J乃されなか勺たζ とである。 ζの.~;l払たちiζ と っては .

はなはだ不本:c!.な結泉に終ってしまった。しかしζのつ

ぎ問機な計jiIijが納まれるとしたら.私たちの行動記録を

1高t障にして.たとえ1;;1じ条件下でもより良い成果をあげ

られるにi!1いなも、。その~味では ，私たちは先遣隊とし

ての役;~IIをとト分 IC~たした ， といえるであろう。

スピティの品代はタポ与を'1'心ICして.それ以外はl時

聞が:J~紛もなかったが. 合1::1 1'10分けしてラルン寺(Lha.

lun.ゲルク派).ダンカル与(Bran-mkhar. Gra白-

mkhar ゲルク派〉と，joj述のキイ与を，WIHJし.託子の知

ぷや資料をえるζ とができた。 8)1の31 円κお 11t.~~~c:なっ

た.'j:f{ilその他多くの}j々 iζお礼を述べて..tl.たちはヲボ

奇ーを後にした"そして途"，でカサIC弘司tって役所の)i々

に侠拶し.その1Iの佼ラホールの牛ーロンにがった。

その後公務のためκ塚本r~i 1/:け9J 1 J 111ζ対途κ.ri
いたか， f也のおば一泊mllJiけてラホール0)れ与をn念iζ

見て刷った。そのii:JIJJ，l己主主と収集したtiN>r'知IWi.す

べて)JIIの隊U必氏のf，:~IC反り fこ L‘と，1.11う，

対関して1mもはく.大阪fJi11新IHHtfLfこらの今1"1の凋

併をよ:;01'価し.I!jち紛った，~ðl;J;.!..~と新知%を1t'j，lrIO

月 4 r1付の夕刊と同 5 日付の~JIfllの全iιl阪で大々的に報

道した。(さらに向紙は11R25Uの夕刊紙でも f)c采と

総数の二重機治ーヲボ与大日常のJ{;j:~Jと題する私の解

説議文をとりあげた。)そこにm載されたタポキ人ー口岱

の内面肉体の胤ほi虚脱像およひやI弥陀でさ):H~はきわめて

珍しく口市な資料として令医lの滋者の[1を符い，大きな

反符を昭んだ。乙れを知勺fこ{也の報道機関i誌も新ti'i織や

コメントをro~~ したいと LJI し :U られ，中外日報が同il，11

J J 12円付および同月17mιtで. fタボ寺を'1"心とする

チベット仏教の調査1:-..下jを特集号の鍛いで大きく報

泊した。また~fiJ新潮1;1.本年 I JJ 13日号ICrニッポン学

詰j隊I也の~てを行く J のなかで私たちの品目伐をまH介した。

さらに大法輪でも記'11と巧wを給制され.同諸の本年2
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月号fCr絡演のチベット年続jをm載すると.タポ寺の ねぎらいたい.無能な私がともかく3主任者としてその任

仏像.x!術が持つ:!iH監を分かり易〈解説したとして読者ifC を令うできたのは.ひとえに隊U:I:氏のm滋f，'JfIJなJl-ji!ij

喜ばれた(後で聞いた訴によると， ζの1.}には f主主言僚 と采貫主な行動によるものである.私はたんに行隊Ubl作

教とマンダラ jの特!l.:がなされていたζ ともあって.発 成した予定去にしたがって.ロポットのようにたた身体

完とJ"Jfl，';IC，'eり切れとなるほど好3平を閉したという〉。 を動かしたにす5ない。辺続l1l!械の凋i'tは ，Jレートを6i

乙の{自にもまた)jIJの111飯幼から. 紀'Jf と主主点を~せた かめて万虫歯のJfJ.(，tをして行oでが愛媛のわざであって.

いとのお'{lが寄せられている.ιのようえ正大きな反割1， 目的胞にi草すれば実際のAfiはノートと鉛唱があれIi'Ji

まったく予想もしなか勺た ζとで.今(，，)の凋台が持たら JJlりる. .fl‘は肝心のがI者の~:ヰIJをほとんど製していない

したlIlt集と怠義はけっして小さくはなかったといわさる のである。

をえない.ιれもひとえに仮初から弘たちのa資を支授 岡崎IC弘11，(，jJ行された績1'"氏fCも感謝したい.同氏

し.多大の協力を惜しまれなかった大'ア吋ねのお絵であ はカメラ7 ンとして優れている乙とは諭外であるが.隊

るととは~):詣であるが. 初めにも犯したように，スピティ uのなかではlbI:年長者であり， ~~の指導者として災に頼

地方の仏教文化の重要性に早くから自をつけていたチベッ もしい人であ勺た。学外おの"加により.他のnが自分

卜仏教文化研究会のスタ ッ 7の事完によると ζ ろカ<M~ の責任をI骨量産するような考えぞ怜っととがあ勺ではなら

に大きも、。 なb、。しかし..f[，は欲をいえば，;rr， 1 (Jや辺町誕の刈伐には

また資企画で多額のj型助をされた河野山il言EE，高野 氏師の同行む必:ll!であると思う.今回はとくにその感を

山(1，般会のjj々 にも.ζの紛を借りてYl<御礼申し上げ 深くした。

たい。多くのβ々の吸かい激励と援助金幼勺たれば乙そ， 以上.今1")の訓告の続要を tlCスピティ地阪の行動臼

今回の鰭・)1の凋査も成し遂げられたのである。もし見る 胞を織り込んでF割合した。文のなかでとくに名を心した

ベき1Ilt~/)t-つでもあれば. それはすべて総神的.物質 鈎人や団体のみ身の他にも.内外の多くの人々に助3と

がJな俊助をされた陰の人々に対すべきである。 術却をいただいている。それらの}j々 にも合せて以く御

故後fC今回の~'i!t行fC~1.切された隊μd氏の労をl事く 礼を申し上げる次第である。 (以上〉
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西チベット小史 一一古代前一一

はじめに

1 )地更型的厩似

2 )西チベγ 卜小火

7)1Ij;務時代 (7C-9C)

イ)ガーリ政砲の成立とリンチ "ンサンポの時代

(lOC-llC) 

はじめに

ζ の小論でとりあっかう西チベットの犯聞は行政上の

憎ーの地区をぷ一寸ものではなt、。.!lUlの中I司自民チベット

臼治区E'fi邸、判明I也|ぎを~4ltの内チベットと呼ぶ乙とが

できょうが.それより凶のラダッタやサンスカールなど

-1 ;/ド領のI世1>(、および印パ鞍争以米パキスヲン側IC

入ったパルチスタン地区を含めて病チベ y トとしてあえ

て-j舌したい。それは、乙れらのI由民泊匂UEもなおチベ y

ト文化悶IC臨し軒Pi.に僚級な凶i!l!を保勺てきたからであ

り、吐務時代ICIJ.，I;餅』也ないし属鎖として一つの呼惨で

呼ばれていたからである. チベット人がζのt也駿を呼.$~

.l!.lfi、現在もガ由リ(占領l1l!) Mnah risの~，をも勺て

t古代の記憶を呼ひ'さましている。それは r1~"!jl1l!( =凶の}

ガーリ Mnah-risstod とか ftf-リ主1111Mnah-ris 

~khor (skor)宮制m lとも使われ、後l'iの場合そのさ

1111の各々 のl1l!T<は的代によって異なって;;L!ksされるが今

7古多 界

のチベ y トf可書草地1'<(阿'[りよりは広い筏i刷を示してい

たようである。現(Fも、ラダックやザンスカ ルのいくつ

かのゲルヲ派の..... jl院は名U的にはガーリ ・リYポチ£

(fJi.ダライ ・:;7のiXiにあたるが還俗した.)に属す乙と

そJlても、中央チベットからは自のu:火f，i.t也減f)iガー・リ

として:C.{，:gtされていたζとがわかる

実際11:'立、 11j:I<<II!m，;I;別にしてIOIIUt!以怖の尚チベ y

トは、時には巾 4 の HIIの支配下11:入ったが.中央チ

ベットからはおおむね独立していた主うである ラダッ

?のill向についてはふIリlの点が多いか1811伶己にその王朝

が完全に終.l:~する1で』むの独立川としてふるまってい

たら尚子ベ y トの政治的中心ははじめはグゲの吐務系E

制lから(XICラダックへと移勺たようである 強力紅政継

が失なわれると側々の地紙花小s.II:I'.か支tr.1する状態で

あ勺た。さらにいえば、乙のl1l!吸はf，';l.i:型ω丹I_!<Iからたびた

びの悦略を受けながらも厳しい自然と風 1:11:守られてか

ろうじてその独臼Itを保持してきたといえよう.文化的

には明向にチベット文化問IC属するヒ77ヤの辺境mf;?

の後史を以下Il: mfll\IC*~1介するζ とにする。地域的11:は

先1C，iAべたよう11:、チベット自治区内郎のグゲ・プラン

t由民、およびインド舗のスピティ ・ラホール地以fヒ7 ー

ルチ十ル ・プラデーシA 州)、ラダァク ・ザンスカール地

lポ(ジャム ・ カシミール州)そしてパキ ;:(9 ン ~I{のパル
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チス'7ンJ1!!18:(一号sはインド側)などであり、J1!!図ヒで

言言えば東経751J[から82度、:lt.m30f!l:から361変ぐらいまで

の範閉内である。

1 )地理的機観

点はアッサムやブータンからはじまるヒマラヤ山脈は

西11:行くにしたがって、ちょうど蛇がかま ~iをあけ'るよ

う11:弓なりにそり返って西北へ向かう。耳、パールの西部

I3'iIt.l:!の北側には資名な?ナサロワル湖(チベット名 ・マ

バム Maゅham)があり、 ζζからヒマラヤ山脈1ζ沿っ

てJヒi!!i11:広がるのが孜々の丙チベットの範閣である。気

候的11:1;1:ヒマラヤIiJ脈にさえぎられて、モンスーンの彩

符をあまり受けずI~iが少なも、。人の住む.11主成は川や谷筋

11:沿っており標高 2500m から 4500mぐらいまでであ

る。

まずマナサロワル湖のI旬IC:プラン Spu-ra白s地lズがあ

る。ネパールおよびイ Yドへの.iill路であり、J.l!11:は.mネ

パール傾のふスタン王l叫(Tib. Glo Smon-than )が

ある。 7 ナサロワルio¥llの西からサトレジ河がはじまり吐

終lζ服属したシャンシa ン Shari-shunの放地キュンル

ン Khyuil-Iunをi泊り北西11:行くとグゲ Gu-ge地区の

中心地トザン Tho-gliil.Mtho-Idiil 守およびγァラン

Rtsa-brari. Tsa・pa・ranがある。現住乙の地峻の中心

J1!! 1;t ~tのガノレ ト ク Sgar-~brog 1ζ移っているようであ

る。トリンからさらにサトレジ刈を下ると、必への流れが

やがて南へ曲がるあたりでlt丙から}支泌が合流する。

との北西の1i:.谷がスピティ Spiti.Spyi-ti地区でありイン

ドf，JiI1:入る。サトレジ河の本統的いにクナヴγルKunawa.r

( Ti b. Khu-nu ).I1!!1ぎがあり酋のシムラ Simla11:.iiliじ

ている。スピティから北凶κクンザム Kun-zam峠を経

えるとラホール La.hul(Tib.Gar-sha)地区がある。

チャンドラ Chandra川とパガ BhagaJlliOいのこつの

谷を合わせる。ラ ホールのl'f.iは-Q IJJ.lJ.I1!!で~ï名なマナリ

のあるクル Kulu(Tib. Nyuri・ti).11!!区であるがζζ は

ヒンズー文化問である。しかしマナリ尚方のレワルサル

Rewarsar (Tib. Padma-can ?)湖はパドマサンパヴァ

の伝i誌と結びつけられチベット与院もillてられている。

ラホールの北西はサ'ンスカール Zaris-dkar.I1!!fきであ

る。現在、シンゴ Sin-go綜を終えてザンスカーノレへ去

るトレッキングルートが開設されているが、古代にはパラ

ラチャ Baralacha峠を鋭て北へ向うノレートがより多

く利則されたかも知れなも、。とのルートをやIJIlしてすナ

リからレーまでの滋路か工事中である。

ザンスカールの11'1心.11!!'マダム Padam(Tib. Dpaト

gtum. Dpal-!)dulT、， 1コpal・bdunctc. )で北西と前東

からの二つの川が合流し北へ旅れザンスカール戸!となっ

てアルチ AlciのlR20kmのニェモ Nye-mo(現Nimmu}

付近くでインダスと合総する。冬JtlliC:は川が氷結するの

でザンスカールMl1:i'rt勺て旅行できるというが、ぷのト

レッキングルートは ν ンヰ~ Singi、シルゾノレ Sirsir品i

*~!を越えてラマユルしamayul (たた}し正式にはユン

ドゥン gYuri-druil)寺へ抜ける。また丙のベンシ

Pensi (Tib. Dpon・rtse)峠を結え、スル SUI'U~谷を

.iiliりカルギル Kargir(Tib. Dkar-skyil)まで道路が

i必じている。

I耳び東のインダス河I源流I戒に|守を転じると 、グゲのlt

O刊には現存乙の地方の中心地ガルトクがある。この地4f?

はチaムノレティ Chu-mur-liとiFf.ばれたようである。乙

乙からさらにインダス河は北西Ic:mfれ，;ltlC:はニャヲツォ

Nyag tso i<VI~ilの Jレトク Ru-lhog 地区、備にはツォモ

ラリ Tsomorari(Tib. Tso・molむ・ri?)減jをqlJ心と

したJレ7"シ"Rupshu (Tib.Ru-bcu. Ru-shod， Rub-

sho etc. )地阪がある。 J:.:!lJれとは不適な遊牧民のt1t界で

ある。 ζの-..11主区のうちルプ・ン...It!!fえはインド由1)が6'(f保

しているらしいが、ルトク地区とその:ltの7クサイチン
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11中国側が支配している. 1ζ司巨る。スリナガルへの道路はζとから縫をわたり、ラ

インダス河はやがてラダックLadakh ( Tib. La- -7ユルの償を絞りてフすト Photo(1'ib. Pho.tho?) t:; 

dvags)の首府レ Lch (Tib. Slc. gle， slcs ctc，)の田I へ0る。カルシイ村からさらにインダ p̂'llC沿って凶J七

IC.止する。この間JI.I.交坊の中継恐It!!止しt大いIC'dl'iえた。 へI;'JかうとパルFλタン Baltistan('I'lb. SbuJ-ti)地区

カシミールからの商品IH.C.で航み燃えられコーヲンや は入る.スカルド Sknrdoが中心地である」スプラから

ヤル力ンドへ述ばれた i韮の道筋で巾聞の軍司品か鎗入さ のシャヨク川が点みからインダスにtimtする.も勺とT・

れた。西のギルポットや7ンサ'から)I.!:;r.u.ども入った。，i可でカルギルからも立;怖が合流しているが、そ ζからは

そしてインダスIciHりてがルトクへも火さな隊衡が組織 パキスタンのす干PI!ドIC心かれている。ついでに，C.!，ておく

された.チベ y トの下むやソーダもζζへJ]!{1れインド と、レー ・スリナカ勺レill絡の中間点カルギルは、プリク

へi墨られた。あるいは近年の多くのr;;検家たちもとの町 Pu-rig. Bu-rig trflまれu!のナミカ Namlka時より

からチベットへ向かい、中央アジ7を11さした。そして ムルベク Mulbek(Tlb.Mul・bhe.Mul・hhyc)をii!iるワ

¥H'乙の町はカシミ ールやジ十ンムからの似略j!，'の門限 カ¥Vllkl袖)11の流峨と似のスル川mi減、州のドラス Dras

でむあった"たびたびの侵入Iζ耐えたレ の町Iもインド 村からとの三つの沌谷の合流する地点はあり、乙れらの

と中国あるいはパキ λ タンとか岡崎を'(.勺て~易路IJ'断 t也1ILl{1今日ではパルチスタ Y地区と1もに住民のほとんと

rれた現イf.、その役割を終えてし t、t.かにみえる。 tま がイスラム教徒である.

とんど盛物らしい物を持たないζのIt!!の人身は現在はあ 以 ts.!.て来たようにヒマラヤ山脈の北側のζれらの地

らゆる物をインドIcftIらざるを得ないーしかし ζζから 総(ラホールはむしろ市側}はチベ y ト文化の彫轡を強

ぬち:Uされる術品はその代価には全くイ、充分である. <受け、その荷い Fとはってきた 住民のu必はチベッ

1974年Ulζレの田fが外同人旅行r，lclJll欲されてから トゐ系のJi;]であるがパルチスタンおよひ'ラダックのカ

iよ‘1'1，'/はL、ささか変化した。観光ICJ;.ってt揺らる収入の ヲシィ以西では))11の ， r~誌を保存する人々、ダルド Dard

ほとんどはインドの旅行lt1cすいあげられてしまうが、 人がいるという報化かあり 、 ラホール地1ベの l~'~ も異質

それでもなお以前のfl~，I{ζ かわってζの地の一大産業と は~Aiをt旨舗できるらしいo iX~ではζれらの地繊の僚

はヲている。 史を時代をお勺て順』ζ~.!，ていく ζ とにしよう.

レーからJヒヘカルゾン lくhar-7，on併を蝕えたと乙ろが

1プラ Nub-ruCl({j， Ldum.ra ) J也lベである。東のル 2 )酉チベット小史

トク地(xのニ令?'/ t請書およびその丙のパンゴ;/ Pan. ア}吐審時代 (7C-9C)

gong(Tib. Pnri kori?) 1甥からの流れICアクサイチンか 7tI!紀のはじめに・ノ;.r;匂ンガム:r.Sron・btsan-sgam-

らの水流が北からの減したシャヨタ 50gyog川と 、そ po tがチベットを統ーし、中国人からl似|を1吐訴と名付

のJth・の支流Xプ./111の流峨である。 Jtヘカラコルム1.11 けられる強大な情l同ぞ~きあげるとととな吋た。 u士容は

械を主主えヤルカンドへ泌じ、東北へ1;1.'yクサイチ Yを鐙 モの丙Kあ勺たシーンシa ン Shañ.shuri 疋I母をも股~

えてコーヂンへのルトもある させた。数録文献に11シャンシュン花関する記'1'がいく

レ四から例へfjくとカルシイ Kalsi.l<ha.la・rtse村 っか妓勺ている。モζではシャンシュンの上としてリク
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ニャシュルLig-snya-surの名が見え、(1)その王峻はマ

ナサロワル湖の西、サトレジ向上甑のキ品目レン Khyun

lunにあ勺たととがわかる。 (2】シ十ンシュンは服編後

もたびたび反乱をおζ し、吐~のfi:.医IJ!派遣された.{3)

一方、中l副文献には}jIJの形で西チベット諸国の名/Js:ft

られる.7 tt~紀に'Í;/ドを旅行した x:.焚三蔵li 、 645 fJ! 

iζ帰闘し有名な『大庖信綬ZeJをJ干した。その巻の第刊

の' IJ、聖書l鑓吸1収怖m~正1 (4 )の条ICヒマラヤ山中の反|叫に

ついての記述がある.〈S}

此国境iじ火Hf山中。有量主伐剃事担唄Jl闘。(原注:倍

き金氏。)tll土i賞金。故以名J!;.JUI!!i及。街北狭。即京

女同也.I!~以/;(祢図。夫亦Z:~ E.不知政事。丈夫同HiF.

t!t. m，電 Ifó己.土1i:宿Jl..多様手A~. 気候~烈。人

性線li.i.Illl吐奮闘。:ltt重 1二関凶.I!!i後三被阿保

乙の京女肉ないしはスヴァルナゴ トラ Suvar~agotra

l翌の位低については多くの学名・が比:ii:を試みている(6 ) 

が西チベ・ノトのどζかICあったζとはまちがいない。

女闘Kついて多くの労作を発ぷしている山口篇鳳氏li、

ζの r西紙記』の」耳女闘を別の文献 (7】で示される f大

羊同国Jと!.J.て、シャンシュンの町地郎地方Shai1-shui1

stod 、現在のヲダッ夕方面IC位I~づける。 (8)山口氏li

ζの*女囚{ 大学同国〉と rl8f.1r:;!1Jけ}などに見える

)jIJの*女国を例川省の金)11方而IC移住した同系の女系伽l

氏1Iiと見、後{'jの移動の遣すじを明しているJ10}しか

し『西紙記』のm女国をラダy夕方的，j(ただしiS地部ラダッ

ク.Jレドク地区まで含むとする.)だけIC限定するのはい

ささか無限な比mと思える.氏も引用する{也の文献(JJ ) 

ではネパールのJtlc:W:女国を示しているから、むしろシャ

ンシ.，， ;/01地問!Shan-shun smad地島去を含めて考えたJi

が適当ではないかと忽う。もっとも8世紀はじめの人竺

僧 ・忽起の『往五天竺国伝』では、 11II画面i量Jl(12) (現パ

ンジャブ州、 Jullundur)から咋111(ヒマラヤ}を結え

てーと月ほど行令た来ICスグァルナゴートラ自があり.

チベット IciIIしていると銀告している E日〉 ζ ちらの記

速をとればラダ yク京総ないしシャンシュ;/7，司地部峨IC

より近いともJ~える。 ζの問題を解くにはインド ・ チベット

間の金の交易ルートなどが解明されなければならない。

次tζ中間文献にはまた、1!I:1Iの丙にあ勺た固として.1'.

同(ないし大 ・小下同)が示される。乙の闘の位illにつ

いては、先ICJ己たlU口氏の説と4主総u氏の説がまっ ζ う

から対立しているE 佐E藤氏li羊向を-6urのツァンGtsan

地方のニャン NyaIl)1日夜域とし、ギ令ン・"/_，_ Rgyan-tse 

付近に大羊悶、シガツェ Shi-ga-tsc以I!!iを小学問とす

る(14)から我々の附チベットの範聞とI.I.I{!ならなも、。と

ζろが山口氏はシャンシュン潟地都内のラダックJU苦s地

区を大羊向とし、小学問はシャンシA ン低地部の中に

あったと見る。(15) 

「学問jはOJ:-m Icll日以して迎合して引を11¥した部脹とし

て『新 ・ |臼庇~IH ICその名が見えるo ~~紐はそれをrJ品

向J の名で示しカシミール東北のさ凶、 fi:.勃~I!函(16) 

(パ，レチスタンt也}j).~I書慈肉および乙の錫問自が共応

。tAt'iの支配下にあったζとをえEベる。【 17)さらにはζの同

々ICは寺と{怖があって三宝を倣っているが.その束の吐

務では寺もなく仏法をよ麗らf~いとも，t う.ζのZ己主Eをは

期すれば、パルチスタンおよびp悶{ 紛向〉などの

闘に仏教がおζ伝われ、それが叫;絡の州、カシミールの

東北であるから丙チベットの自民織内であったζとになる。

挙向が大 .IJ、のt也織に分かれ.その位il'(が具体的にど

ζかという.:lzaIC 11ζ乙では立ちいらはも、.その函につ

いての情報が少なすぎるからである.x:.うEと忽超の伝え

る{也の閣については千腿はコータン、大幼iTlはパJレチス

タンとして問題はない。三波珂国と聖~Il:悠閣については

これ以上に知るζとはできない.たた rl'!i峨JeJ巻四、

制i'&多国(l<ulQl!l則lちクル KuluJtl!}i)の条IC、(18) 
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此北路千八九百盟。道路危険。愉山総谷。を浴2量級 といわれている。t甜 '-}jフランケ氏のいうダルド人，~

凶。此北二千余虫。緩途鍛問。海底飛雪。司i!t車通安 ラダック西線のカルシイ村北丙の住民を指す。彼はダル

[1110 (原主主:亦1司三波河同o) ド人については仏教と関連づけておっていないが彼等ζ

とあり浴漫経国は現ラホール Lahulである乙とは明ら そもとは仏教徒であ今たかも知れない。彼等は目月らかに

かだが、脈注では稼連I~関の別名を三量産珂国と示してい 白からやゥて来たorl1!i減配J(29'の「逮庫銀Jおよび桧

る。 11IL1氏は己れを Mar・saとする7ランケの鋭{抽}を 顕(30，の rP1?:~J が彼万の故地であろう。そのltl!ICIま大

.*:1与し、ラダ yクの占名{ただlしその東邸)マルユル 伽継があり、木俊の弥革1)仏があ勺た。パルチスタンおよ

Mar-yul!J! r宗史』吐~伝IC r illi IJIIJ倫国Jと出る ζ びギルギットカOnlCも仏教が盛えていたJ31}吐訴以仰

とをも示してt奪還妥はそのー郎、ラダックのレーのii!サ のラダック地区IC仏教が伝えられていたとすると何側の

プ8a・bu村かともいう.山口氏はさらに、三波長iをその ζれらの閑々からと雨丙のカシミールとの両方とつはが

サプの斜面を8a・bu-khaと.守司たむのか、あるいはレー りがあったと考えられる.しかしながらζ れ以上J干しくは

の凶のサスポ甲山Saspol村付近を Sa-spo・khaと称し との地の仏教のd抵抗iを.mるζとができなも、。

たのかも知れぬと縫家し、安婦主主は明らかにサスポール 吐~もやがて 8世紀の後、I~IC:'~仏教を受け入れ、(32) 

Sa-spo-rtseの対音だとしているJZ@〉 泊納との悶"事1を結』、9jlt*己はじめ【33'IC はチベ yト人

ot審傍カの恋西鎗がパルチスタンを鐙えそのJ!Ijのトゥ m侶!J;J!Ijチベットへも派:.aされていた乙とであろう.サ

シャ Bru-aa (ギルギット小勃11りまで逮した乙とは キャ派の一史料によると 問地の法の主宰者uと呼ばれ

『新 ・旧UfmICも見え、(21)，放純文献からも確認できる るWltJ旬、たととがわかるJ34}附チベ y 卜はチベット本上

t22i4被阿国や樹荷主主因を-!JUf.のラダッ夕方面"求める からは沼地と呼ばれ、 Itjくはシャンシs ンという|叫が

ζ とは、位置的には向怠できても~古学的発錨謁谷や占 あ勺た乙ともすでに見たo 0土訴支配下"入今た後は、

代の交g，レ甲トの解明がより初級"行なわれない限り2見 シャンシA ンをお地帯11.低地調iの二地滋"分けて"l(制!J'

l:}力を持ち得ないo '7 Jレユルがラダックの古名だとして 敏かれた.f持}高地郎(;lラダ y クW$(36)および点Jt地

も、チベット ;Eの Mar をf!遍~の妹週』ζあてはめる乙 区からグゲとの.Ifi界あたりまでをmし、低地宮111まサトレ

ともまた|司怠しがたい。(23)そのJt担械は枇務とは風俗や ジ河源流地続のグゲ地)]'を合み、そのW側ICも広が勺て

rtoaも14なり、人種も進勺ていたからであるJH} いたようである。シャンシュンの名はやがてガーリある

7ランケ氏の設によればラダァクの先住民族はモン いはお地ガーリ Mnah-risst.odという呼弥陀と勺てか

Mon人とダルド Oard人であ勺たJ2S}彼のいうそン わられるが14t世紀には勺てもtf司リの王をシャンシa ン

人{師、はインド系の人々で仏教を洛じていたという. のEと呼びかける例が見られる。〈抑}しかしシャンシA

彼はヲダック各地ICモン人の仏教ill跡があると指摘する ンの~，はむしろポン教徒"よってififflされた。ポン教の

( 27)がζ れらが吐務時代IC!でさかのほ'れるものかどう 』恩典，~シャンシュンおやトゥシャ Bru-sa :吾から制収容

か従しも、しかしスリナガル ・レー滋iIlの途中にあるド れたとするからであるJ甜〉カイラーサ山やマナサロワ

ラス Drasやムルベク Mulbekの石仏は7-8世紀ごろ ル湖(;lポン教徒と仏教徒がともに翌織としていた いず

あるいはそれより少しおそく行なわれたグプタ朔のjJtM， れICせよ1!9チベット全体IC強力な仏教化iJ!J十られるには
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次の時代を待fこなければならない。 史料ではニ7 グンの三子とその所側主次のようであるi削

イ)ガーリ政績の成立とリンチェンサンポの時代 。長兄ペルキグン Dpal-gyi・mgon-?)レユル Mar-

(10C -11 C) yul (マルルンおlar-luns)

日t~王朝lま有名なランダルマ Glan Dar-ma王の般 ①次兄タシグン Bkra-sis・mgonーシャンシュン内外

仏Iζよ勺てliii厳したものと一般に言われるが、 ζれは後 Shan-shun phyi-nanとプラン及びヤツェ Ya-rlse

mの史:1?が彼IC破仏の氏を負わせる偏見Iζもとづくものてあ ③末弟デックグン Lde(Sde)-glslIg-mgon ークプ

り、実際には1I:l:務術伽lの弱体化と仏教持入rcよる負開地・ iくhu-bu(Khuヤbu)はどのモン Mon-yul抗菌。

などがi必側となり、有力民政l:l]lC争いがおζ勺たζとが ζの三チの所符1およびその後の雌チベットのJ:統iζつ

t山岳の.f1~rhであったらしい。乙のliíH去の'JJtI1については いては既IC トゥッチが細〈倹J.t~加えている。(43)1也の史

やはり山口総鳳氏がー辿のA高文〈拍〉を発表しているので、 nでは①は7)レユルで町ほIil.'1日lじJ44}③のタシグンの所sj'j

それによって統一政権瓦解後の主総をIr~すと下の』えのよ 11:プランだけを認すもの (45)プラン ICロウ*010・bo

うになる。(現ネパール傾ムスヂン地方}とトゥルポ Dol・po(その

山口氏の依処するサキャ派史料によると、ベルコル t時点のJ也厳}を加えるもの (46)それにさらにグゲGu-ge

/"ンの死後、 929fl'.IC反乱がおこり、 937年 ICは王家 およびヤツぷ Ya-lぷeを加えるもの、(47)グゲとプラン

のsJ;地が荒らされた。(40)彼の二子はおItl!郎へ逃れ、ニ? と/.L rlse (ーヤツェ? )を示すもの (46) がある。

グンはガーリ IC新 政権を樹立した。@のデックグンの所領をほとんどの51:!，'1はシャンシュン

エ?グン以t後走のカガ砂一リの壬統の4句I

健断1骨}片{的}下均剛(J切，)1κC~~記己i減政があるのみで、 乙のカガ，一リ移1:1:1κとついても Jルレ(サンカJレけ)の三I耐凶Za白凶s-d似k惜a訂r-s勾go-官g剖叩JmICロスヒ、守テイ

f年ド次が不f明1呪月だが lω0世紀【中t乙ご，ろと見てH.問i口mリl違いなbか‘ろう。(ピテイ) Sp仰i-liとピチヨク Spト lcogsなどを加えたItl!

rプトン仏教史Jなどによるとニマグ刈立プラン Pu-rans 減とするJ却}

Spu-ransのニスン Nyi-g7.uns械に鎚勺たJ41〉 多くの史のではAミ弟のデックグンの所長[j!1:シャンシA

彼には三子があって、各々ガーリの三l1!!岐をjE配した ンをあてるが、すでに見たよう 11:シャンシA ンは占く ζ

と伝えられ、史:日ICよりその範聞が異なる。サキャ派の の地域一体をmすζ とばであった。サキャ#F<史料では1:)(

ランダルマ ・ヴドゥムツェン (809-842) 

Olall-dar-ma Hu-dum-btsar】

ティ ・ナムデ ・オ£スン (843-905) 

I<hri Gnam-Jdc lIod-sruil 

ティ .ペJレコルツェン (893-923)

iくhri Dpal-りkhol・brtsan

ティ ・キデ ・ニマグン

Khri Skyid-Ide Nyi-ma・mgon

(I<hri Skyid・ldiIl)
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兄のタシグンの所領ICシャンシA ン内外つまり全土の支 彼(ソンゲ)の御兄弟{ コルデ)/){王位を保持し

配継があったζとを示している。プラン11ニマグンが王 て、(プランの}カチi')レ(57)Kha・char与を危う

峨と定めた局所であゥた つ正りタシグン乙そがプラン た。その子ラデ{甜)Lha-sde. 1;も多くの翻訳のIII~を

の王械から1:1:を支配したのである。そのζと1;1111口氏 おとなっTーその Fツンパ ・チャンチaプオェ Btsun.pn 

が紹介する ・7x~r，1文lTからもIìlíi!!!.できるJM}ヤツ ι(現ネ Byail-chub hodもアティーシャ Misn(5的;Dlpnm・

パール側、シ，ムラ近郊}のれを示すのはサ守ャ派の史 kara srijnilnnなどをmき、{云デEのー子、 Fャン

~1b~~IJかれた 12 ttt紀後、ドbら13tttl己はじめまでにはヲ チaプオェの兄必)オェデ ηod・Idetが王位~r.:1寺

シグンの系統の-I$/)$ヤツ忌11:移っていたからである。 してジュニャーナシa リー{伺)J白品nasrifj，どを

長5Lの-.nレユルがラダツタノ'.ilωであることはfHJ!舗がな 仰いた。その:(-ツ五デ'rsc・IdcEの時』ζ、プンヤシ

ぃ.サキ守派史科/)$示すデツヲグyのクプKhu・buがク A リー{副)PuIlyasriとシワサン:r.(田 )Sh1・bn-

ナヴァル Kunnwar.Khu・nu科目2)のζとであれば、 ー bzan-po (SlIntibhadra)などを1m、たJ回》

:111の史}flC!.!.られるスピティ号含めてζれもインドとの ζのl時代のガーリの Eたちはインド'1'央総やカシミー

同級沿いである.つまりて子Ilカシミールへの通路とサ ルから多くのとi'?iや給自画をmき、 WI!の御訴を命じた.

トレジ河丙い、のインド回総へと派.iQされ、 EI世1.1.ヲシゴ さらに主族のう%から{円となるものも似て、実際κZl!~

ンが保持したのである。 れとして名をillらねたり、内・併についても吟味した{刷弘

サキ守派のー史事専のぶすとζろによると (53) れJt!Hζ与院がぬられ、多くの仰がf{l出した。 チベッ

ヂシグンのflまティベル・ソンゲKhridpal Sro白-ne トの斜地から附が!t!まり、観沢町やインドの学r.をPIIん

とティベル ・コルデ(5叫 I<hridpal H khor-sdeで でぶ.iliを伏した。〈崎}

あゥて、ソンゲは出家してイsシェオェ Yc~cs-hod rリンチェンサンポの伝記』によるとJ柿〉ラデ王1.1.ガー

と1"，の司た.~支は{グゲIC) トリン f詰) Tho-Iin リ全土IC108カ.';のu!立を決怠し、リンチ三ンサンポIζ

与を込り 、 (後IC大観a沢r~と呼ばれる)リンチ￡ンサ 命じてプランのカ.，.ャル Kha-char与、グケ'のトディン

ン:f.などの少W21人各(インドIζi墨り〉サンスク Mtho・Idinミ号、そしてマルユル{ラダック)のユャ

リット必の勉強をさせ、 h ヲyダーカラヴァJIrT(揖〉 ル-.， (61) Nyar-ma守の透営をiiわせたという;団〉 ζの

Sra<ldhakaravarma f.iどのインドの教師をmい 伝1ft.のfoびょう怜はともかく、.三つの継続に各;， ，'j~i.1l 

てnø4の制I~と校訂などをさせた。(以 上人:1J.のみ) 似したとする脱1;1.興味深い。グゲ、プラン、7 ルユルの

イェシa オ忠の仏教援助について.id!べないずベ γ ト史 弓J也Ii{/)lζのζろのガーリの::J也氏Iζ相当すると!J!える

.Jfはないとい，てもよいほど{i1うは人物であるが、各史 からである.r伝1ω の~r.防とζろではリンチェンサンポ

，'1の聞で彼をソンゲとするか、.11レデ{コルレ}と見る が』与をill立した21の幼所を示し(それにはスピティのタ

かあるいは兄か!xiかで弘:なっているまた、彼("兄弟) ポTa・bofJども代まれる〉、 108カ:...1):のill立も完成した

そデツヲグンの系統とするらのもあるが、 ζζで1;1-1fi (.とそ.ifべるが今IH'i略する。 ζの 『伝:e.Jl;t~択も111

I liいサキ i'IJ~())史料のいうと ζ ろにしたが勺ておきたい。I'hされ、{也IC研究品文もあるので、.;下しくはそれを診ft<<

(69) 
つ-iIJて4た、 して欲しい。
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$デーヴァラ m ジャ

サキ守派の史料11:111 るl'~円以外にも、他の!と，'lIC:1:1.1、

〈人かの王族の名/)1見える.それを加えてガーリの E統

迎を作ると上のようになる.ttr6は一番古いサキャ派の

;見Iζもとづいている.・印は繍った部分である

組I~ 、検証はすべてt~JclC: 'J~ したのでそちらを毒~ß(! して

欲しい。Ji)J二の主総のw代!とついては不明の点が多いが、

l湖i1!する人物や事件から対応させて次の年ぷをi!}る.

923(年}ベルコルツ a ン没

ニマグン ・ガーリiζ途れ政権樹也

三子のうちタシグンが王位を継ぐ。

タシグンの F、コルレが王位を継ぎ、ソンゲ

は出家してイ sシぷオェと名のる.

77  

Lha-sde ( * Lha-Ido> 

→ 
オェデ

Ilod-Jde 

Y デ(73)
.1 I 

Tse-Ide (Rtse-Jde) 

・ヮンヂ (74) 

Dba白-sde(明ban-Idc)

チャン r:>.プオェの7ティーシャ例昨日。{オュ

ヂ王のと企?)(77) 

ゆ42'3 7ティーシゃ ・ガーリ .j'1.3旬Z泌0・.t司》

1055 1) ン，.~ンサンボ耳元 f市》

1057 オ£デ E.))')のモ(肢}をIIIく。{帥】

1059 ゴク，J<T:ロデンシェラプ生。(8') 

1076 γzず Eのとき友会を俄喧，コ '1，~Ï'. 18-tで

参加.その後ツぶデの俊助でカ Yミールへffl

'~. (健》シワオ...1>ζのE員会IC:OJ，:W;'? (田F

コク;氏ï~カシミールからワンデ(-.Ic:I担助を乞

ぅ:'?を~る。【制】

185) 
ゆ92 シワオ込の，'J(I:員、プランで作成。

ワンデ五以降'*代の五銭そ史~がありているが、その

958 リンチ孟ンサンポ生J7S〉 Eたちの否Imllまま 司たく知られていなt、.そのあと紋付

1016 -1ふシ£オ A 父Fパガムの修業処Ic:ii<.コ て示されるヤツ三の・E統はトゥツチ氏によ，てネバル

(76) 

ルレ(コルデ)E C::くなる ? で発見された5JI!.*:の |・総長と照合され、そのfl:代につい

ラデ￡周Ii，~.イ z シ品オェ少年2 1 (27)人格

インド 1C: ~iil.

ラデJ:の.(.シワオェとチャンチュプオ ι出

家。オ五デ 1ml(，也

ても.id)べているが、 14 111:*C以防J成立の3L:1?が，~.t系;出IC:

は疑問とすべき点がはいわけではない.~会を改めて12

悦紀以降の丙チベット‘去についても諭じてみたいと忽っ

(86) 
ている。
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の yダッデ五が Glo(現才、パ四JいムスデンltIlJi)

の Monを打ち破ったζとか伝えられる。 Ib，d.

p. 2:{O. 

an ドronckc:λ.1. '1'.. vol. 1 . pp. 54. 56.ω. 
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(TOXI. rlru-5hulのliij而の k地、Slb-pcCog・10・
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287)。また)]11のJFぬ(361ft)では 1339'Q!(己911Sa-

mo・yos) IC Mnaり-r，s・ぉlodの Bsod-nams 
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ルマ五のでチcoUI'iのう}従jr駒沢大'下仏教学郊
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(41) B. C. S. p. 894. 1. 6. P. K. G. f. 141 b九

L. G. p. 35. 1. ll. S. G. S. p. 197.1. 24-25 

1仰 P.B. G. r. 361. b2_b九G.B. G. f. 199bs_ 

b6 

(4~ Tucci; P. R. pp. 51-75. [ndo・Tibetica

vo1. n. pp. 14 -25。史型?の記載ベ四ジはζ れを

重喜日目。

{ω P.B.G.のMar-Iunsは他の史符にもなく主主

~か? プトンは B.C.Sでは Mar-yul(Man 

-yul)とのみ示すが B.N.G.ではそれにザンス

カールとインダス河地方Sinduを加える(f. 71 

a3). P. K. G は:n説としてデックゴンがMar-

yulを支配したとも{云える。(r.142b2). L. G 

は鉾綿花その境界について述べる。(p.35 1.14_ 

17) 

~ P.K.G..S.G.S..B.C.S..S.D.N..なとf。

品目 B. N. G p. 141. 1. 3 

側 Nor史(Tucciの前向轡による、 m者未見)

{仰 L.G. p. 35. 1. 17. 

H骨前注 (45)の史mlC悶じ、ただしS.D.N.はシャ

ンシa ン即ちグゲのζととする。 B.N.G.liシャ

ンシa ン11:Si・ti-sil・chogとIcog・[aを加える。

側 L.G. p. 351. 17-18. Francke は Spi・[cog

をLahullCあてる K.Marxの鋭を紹介し、あわ

せて Spyi-[cogのつつ'りを指摘している。Francke

A.I.T. vol. 1. pp.95-96。前注 (4!Dの B.N.G

の鋭と比較すると Spトtiはスピティ地方として間

勉はないが他の地名は不明。
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ω ペリオ ・チベ y ト活文献849(前剣山口「ダル

マ玉の二子と"1務の分裂Jp.222) ICはニ7グン

王を Khri-sa・khri-linとして示し、三子をPal-

byin-mgon. Bkra-sis -mgon. Leg-gtsug-

mgonとしたうちタシグYを Btsan-poBkra-

sls-mgon-poとして王として丙示する。

悶 Khu-nuがKunawar1<::対応するととは認め

られているが、 一方昨年度の!¥'Jl'tではrI<innorJ 

という呼称も周いられていた。乙れはプトンが示

すリンチェンサンポの錦子の一人ICSkyi・norの

Jnana があるのでこの地区のζとであろう。 B.

N.G. p.158.1.7。

lS3I S.C.J. f.314a2_bs 

ci4l 多くの史tl}は Hkhor-reのつづりを示す。B.C.

S.の Sata-pitaka版は Hkor-reだが、 Ober-

millerの蕊いたテキストは Hkhor・Ideであっ

たらしも、。 (E. Obermiller; History of 

Buddhism by Bu-ston. part 1I. Heiderberg. 

1932 repr. 1964. p.200)また ζのS.C.J.の 別

の紀1)W::はLha-srasGcun-Iha・hkhorの名が見

え彼の乙ととすると弟の方だ勺たこと11:なる。

~ Ye・ses-hodのトリン寺建立の絡は各史容IC見

えるが Mtho-Idin.Mthon-Iin. Mthon-mthio 

などのj診がある。

fi6) B.C.S.では Sraddhakaravarma.Padma-

karagupta. Buddha主rï~五 nti . Buddhapala. 

Kamalaguptaなどと示す。 (p.905.1.3-4)

関プラン地区の Kojarnath寺である。 Tucci;

P.R. p.54. 61. I:IKhor・1・eのKha-char寺銭

立については、 S.G.S..P.K.G IC述べるだけで

あるが、彼が王統を継いだとする史，'r由'111::乙の記

事があり、 Sron・ncIJ縫いだとする史担?に見えな



いのは興味深b、。 Hkhor-re(-sde)を Ye-ses-

hodと宛てしまうと.Ye-ses・hodのトリン寺怨

立説は有名だからニ寺とも彼の悠3L1としてしまわ

ない限り、 Kha-char寺の記事を絞り込む余絡が

なかったのであろう。 Hkhor-re(sde) 1.18:位を

継いで、その王械があった地11:寺をill立したと見

たい。 R.N.はKha-char寺の総立を次の Lha-

Jde王の命1(帰す。(p. 106. 1.3 ) 

ci8l またはしha・1de。乙の主IJf!召いた人物として

Subhasita. Rme・ru.Subhutii;ri昔antiなどの

名が各史WIC出る(B.C.S.. P.K.G.. S.G.S.. S. 

D.N. )。 彼が4つの伽獲を巡り、Smrib等を

仰いたとするもの (D.T.H.)があるがSmritlが

Smritijnanak irti の乙とを指すなら彼がガー

リへ来たという説はあたっていない。 cf.B.A. p. 

205.372.395 etc.. B.C.S. p. 9σ71. 2-5。

E冒 チャンチュプオェのアティーシャf百滑は各支!曾

1(詳しく述べられる。 cf.羽間野{白猷「カーダム

派史Hw北大学 ・文学部研究年報J5. 1954年、

pp.286-182.同 fアティーシャおぼえ智一年代

考ーJr金念古総記念 ・印1史学仏教学論mJ1966 

年、pp.439-460

側この Hod-lde王が招いたという J百Ana品ri1( 

ついては不明。東北ぬ 2913.2914，2919-2924K 

Rab-s削 除es-gnyenと共11:出る人物か。彼を

fカシミーJレのJとする、T.HD. P.K.G，はま

た疑問。カシミールの J凸亙nasribhadra(= Y e-

ses-dpaJ bzaIl-po)むら東北No.4218 IC Rma訳

e." Dge-bahi bJo-grosとJl<1(見え、輿t!?には Shi-

ba・hodとRtse-Jde王の名がある。ま たザンス

カール沢官 Hphags-pa品es・rabと共釈{束:lt;No.

1634 )なともあるから後の時代 (J1C後半ーJ2
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C 前半}の人物。 B.C.S.Iζ I-Iod・Jde王1;1. Su-

naya品川をmき Rtse-Jde王がカシミールのJ百五-

nasri をmいたとするが後注側参照。またζ の

ζろ!i:lかれずK来た Jnanasriがおり (B.A.p. 

70)，同じ人物か不明だがカシミールの J百五na品ri

がスピティのタボ寺Chos-hkhorTa-bo IC 3年

住み、 Onyal-pa Nyi・mases-rab (サ・ンスカー

ル沢官の弟子〉が彼IC学んだ。(B.A.p.355)また

5]11のJiiana五riから学んだ Shan-shunの待作者

Rgyal-baJ:ti卓es・rabのde!取得 (B.A.pp. 84-

87 )診照。

事]) I也の史轡に ζの名なし。jI!北No.3967の Pun-

yasrimitra か。 Dar-ma-gragsと共IC訳。 cf.

東北No.1879. 1885， 3063 

ow プトンはツェデ王はカシミールのJ百五nas討を

招いたとする。前注側多照。 Santibhadra1;1. 

Nag-tsho次官や Khug-pa~gos Lhas-btsas 

が師事したことが B.A.p.261， 360 11::見え、彼ら

と共11:多くの観釈があゐ。

~ この{也IC 乙の当時ガーリ1(*たζ とが磁~なの

はガー リ の王11ßと共iζ捌iìf~された経典の奥t!?に見

える人々である。それは、Mantrakala主a(点北No.

488，3335.トリン寺でShi-ba・I)odと共IC獄。?R)

Sujana孟rijiiana(京北No.445，トザン寺でShi-

ba-hodと。) Gun亘karasribhadra(J.I!北No.

4266.グゲの修業処、 Ro-weでShi・ba-hodと)

Vikrama sila寺の Dipamkararak宇ita(jI!:lt 

No. 4222，トリ ン寺でShi-ba-hodとRtse-lde王の

御前で)などである。 Jniinasribhadraについ

ては注側診照。

さらに東北No.4221の奥付ICよると、 Shi-ba-

hodとTse-lde王の時、 Vikramasila 寺の



Pa~~ila Sunayasrimittra eカシミールの

Kumara~げをf郎、たととがわかる

li4) S.G.Karmay; An Opcn LNlcr by Pho 

brang Zhi・bu-hodto thc suddhist in Tibct. 

TibcレJournal.vol. V 3.1980. pp.3-28 

駒 liill 先U:あげたlJ!Jヒ4221の'".!11C 1草、 Su

nayasnmitra と Kumllra~， i を紹いた{也、チ

ベットのワ ・γァンの内総eカム中l同(向境)11: 

至るまでから、すべての教帥とガーリの{曽令郎が

!t!まり、トワン寺の多数のn典をほめたたえたと

伝えている。 ζれを 1076{rの 内反の宗会 Mc-

pho-~hrug-gi chos・hkhorJ (8. D.N. p. 64. 

1.4-6. B.A. p.70-71) Karmay氏の見解li

妥当だろう.しかしサキャ派の史純IC見える幻6

年(内氏〉の Chos・kyi・blo官ros~事が Br・u-sha

(Sa)の近くで催した会4語、およひr1016年{内

長)IC YC・Ses-りod父子が Pa-sgamの修業処

1C!t! -，たという:2'11( S.C.J. f. 3160'， 316bリ

はとれとやIらかの符合を示すのだろうか。

関 R.N.p.1061.2-4 

聞 ラダ y クのレーの~Uiイ ンダス河，(j~告にある.

テ~ ? -t! ~1も近郷o ~見~はほとんど廃寺となゥてい

るが仏大な必勝が存夜する.総kWIl'ラダック

J1l!Jjにおけるリンチェンサン。j:のilI跡の剥代初予iJ 

n信教文化J 129， 1979. pp.9-13. Snellgrovc: 

1'h" Cullural Heritagc or I.udakh yol. 1. p.19 

m テキストでは、 Iラデ主がカ F令ル寺のmgをリ

ンチ£ンサンポIζ命じ、リン J-ぶンサンポはi:Xlζ

グゲIc1;勺て、イェシェオ..fJ!トディン寺を冶1:t

〈を命じnn後IC'?ルユルのうダックでニャルマ

ミ干の治下fの，gi書を行な勺t-ζの三つが一日ICなさ

れたけと・CI~める。 Snel l 官rovc1主総後を fザンス
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カールのスムダSurrトmdtl~、?とニ令ルマ寺とが一

日で1と袋む(p.91. nOle 21 )ζ とを示している

が疑問である.i:Xの洛成の紀・Ifでも二ケ寺の液成

が悶じ111C行むわれたように人々が受けとってい

たと伝えられるからである

m Sncllgrove; C.H.L. vol.日.pp.83-99. 111 

総9.Hi Rin-cher、bzan-po{丘研究l問JIJ!争仏

教学研究J30 -1 

1司rHin chcn bzan-poの'I.d[とその活動JL'l! 

北大学 ・文化J46 -1・2.1982， pp. 79-50 

!ilI Dcva rt1JuとNagarajal.t Y c-!;cs-~od の 111

2まl前の Fとされる。プトンl.tr仏教史J(B.C.8.) 

では乙のて人のれを示さないが、 B.N.G では

Bkra-!hs・mgonの長'1{ζζ でliKhor-reと

見なしている '0の二千として ζの名をtllし (p

141. 1.5)別の例所で、 (p. 144， 1，5) 

イ) NugarujaのrB家名 Pho・branShi-btl-

l)od， Devurãja の:lr~れしhtl-btsun-pa

Byan.chub-l.lOd 

ロ)牙'JSron・dcの子しha・Ido.そのさチ Hod-

Idc， ßyañ-chub-~od ， Shトba-りod

ハ}必おron-deの出家伝 Yc-s時・hod、兄

I<hor-reの子 LhaIdc，その子が Byari-

chub-hod (などのさf)

というてぬ4をあげ.判断を Fさはい。

また r，{シ~J Sba-bsh<，d (テキスト、R.A. 

Stein; Urll' chronique ancicnnc de bsam・y恥九

Pans， 1961， p.89. 1.1 けには、ガーリの王SrOr1

Ileの feして Byan-chubhod をIJ~ しているd

思うに、 ・みで Ye・生時ーりodの .' (- DevarllJII 

とNligardjnfJ{共u::tLnましたという伝ポと、他方で

『パシ芯』のようは泌とが事:ll~びついて1イ}の説とれつ



たのだろう。

J)，、Vlげ晶)8とNlig川・lijaのすW，'lI;l.{丘えられてい

ない. 'ruc引が不パールで発見した僻文([ヤγ昆

F統のはしめに :>:iigo，・'njaの朽がある.(Tucc，; 

1'.H.p.47.5U.66)そして1¥:I;t.乙れそド統ぷの

HI< 1'11 els.ldc. Lhll・Id"(01' Bhll・Idc，Ilha-re. 

Rhl"". Hhll-ne)~ :-:，;glldevlI V':Il.gll-ldce!c.) 

にボ占れる1211t紀以降の u先にSJ，びつけている.

11:.が例文0)Nã宮山 11) ，・を :-:iig(lù~vn IC対応させ

た乙とはその後の王絞れがほぼチベγ ト史料1<:適

合.rるから正u、.L.b.L.氏のいう'しhu-.deva・

の行え (p.64) i;-})IIの形で償問させてもら うと

Idc，sde -. sde-pa/dev8の変後もありi詰るので

はないか つまりチベ y ト史料の Nliglldevllは

NI1-gu・ldcともJ己されるから Na.gu sdelt、Jo-

gu-sde-paの迎怨む斤される乙とになる.

1':11宮内<lc¥'ot.MuJきIY-W Nagaraja ( Naga-sde-

plI) l'たどりつくならば、その，jijの Lha-lde 

(lIhll・I<leelc.)がJ)pvuroja11:変f慢で占ること

もよ立めてよいた守ろう.つまりその前の代の BKra.

品目・ldeEの'J.!伐を、 ?シグンがBI<ra-sls-ldc-

rn~口n ともぷされるζ とによってl:.t .，ているので

ある.ガi-') E統1J.1!， '1にぷされる時休でli~迂が

っか行いが、 RKrll 品凶の名を暗kfl~としてある時

10ltで必ず合んでおり‘!UJt4221.4222 1.たHの

Tse・ Id(~ I二の名およひ r~()官 1J~n/l' 1】ban.

phyuI! nam-mkh‘代1l' (向1ちワンヂJ)buri.lde

Ilh"" Idl' [) 1ζ辺町た，作紛 (B.C.S.p. 288.1 

:l)~心忙 Tucci の小暗l\o)arnnlh 1梨内.;己のブ

. .， l' (Tuぽ，:ド.H. p.63) むどを~ftQすれば、

Ill¥"， ~ ， s-Idc だけで U"，をぷすのb旬、!ぷ泌IC思

える 乙乙では;品!ilのl!t誌かないが.りI<hor・sdc
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の子しha.sdeを Devarii仰とも呼ぴ、その兄郊

の Nagnrujuの系統がヤツ 1 へ移ったと 行える

乙と t)'c~ょう。(ただし初期の E統~， Iま必ちてし

ま『た.)ワ /'rEの子とされる BKra・品目・lde

Eとそのあと 2代の巨の'1IfMI、まったく{ムえられ

J‘，to'}にただ ζ れらの1Il[:1;1グゲ、プソン ・

マルユル{あるいほガーり全土)1こ広'-'C_，た l止

ことさら"J~'tの b納得で占はも、.い廿れに U よ、

グゲE統I.lIf，J折をヤツ ..IC移したという史JIの;己

主Eをうのみにする態度ではガーリの政治的勢を，E

Ii(tI1::leNでdt.iいと弓えよう.チベァト史 '，'Jの

ガーリ E統N.は不完全なものであると認J前寸べき

である

側 Shi・bo.旬。dの:健在1;11理κ示したチベットH典

奥 ;，~ <lU.ltNn445.488. 2512， 3335. 4218. 4221. 

4222. 4266 )以外IC見i:ltNo.1広:19.2250. 4284の拠

-.'11' も施æできる。また l<armay 前ru~文 <t1:

61)の払(j介するShi-bo-hodの.昨繍を見ると、こ

れが 1092I1 <壬巾)l'ブァンでδかれたζとが

わかる.

問点.Jt¥a1696の1足付IC彼b'校側したζ とb'， I~/)) 

れている。'1'0・boキ俳文にもその名が11¥る.

rr.P彼のず;1.1先 ICjJ~ した'-li JtNo. 4221. 4222むよび

1218の智H・fが..j;cr. Sh，.ha.hodと彼がおじお

いの関係である乙とも乙 ζで町泌できる。

nt ワンヂ 1:1;1 IIbail-lde. 111)111・Ide.Bhll・".• 
Ilbar引'.-t，iど織々 K吐:;りに，，)，されるが、 Hnog

:以i?BI().I<lul1生es-rab11; ， I~\ 、た!UJtNo. 4221の

喫~}に Sh ， hu hodと?同-I<lc1ーの次IC DbaI1・

sde Eのおがぶされている.r7トン弘微t!J江

どのIe， '~ (B.C.S・.P.f).(;.. I'.K.G.)II:IlHI1og 

cVfF1がッ，ヂ EKよってカ νi日ルへ派.ill.:<~ 1た



記事f)!見え、ツェデゴEの亡くなった後、その子の

ワンデr主がm助を続けた。 (H.C.S.p.907 1.7-

p.908 1.1) Roog波宮は 17iFWJのカシミ-)レ滞

在中11:ワンデ主11:学費を訪う:昨織を送勺た。(13 

C.S. p.1050. 1.4. P.D.G. p.お81.3 )その題名

は fティ ・タシワンチュク ・ナムカツ£ン(..E)

IC送る件、カシミール(へ)金をJ古うi'l'J Khri 

bkra-生isDban-phyug nam-mkhal、-btsan -

la spriil・paI<a-chc gscl' slooとあり彼の fuJl

nameが示されている。

(19 B.A. p.68. 328 

閥 S.C.J.f.316b I 

mI B.A. p.70， pp.244-247 

mo B.A. p.61. pp.247-251 

(19) B.A. p.69. 2以上 328

側 S.C.J. f.316日。日地の王 Mrial)-bdagオェ

デツェン Hod-lde-btsar、が王(?) Btsarトpo

タシティデツェン Bkra-合同1<hri-Ide-btsanを

おmきした時の乙とが述べられるが、乙の名からは

彼の1!J?;~の名が見出せないよう 11:思える。あるい
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はユムテン Yum-brtan系の王か。

sl) B.A. p.325， 328ただし S.C.J.[，316ν はζ

のfl'J1:亡くなったように示す。ただ彼の死亡fT'は

B.Aの 1109fFとすれば、乙のJ己・Jlf)(続けてIIl0

{f.の集会の乙とを示すので rc:くなるjの前に

あった F支の記事が滋ちたか、あるいは Sa-mo-

phag (1059年〉は Sa-mo-glan( 1109年)

の写誤か。

ωB.A. p. 70. 325， 328， 

GG 前注側主~p'(\。

lB4l 前徒側参照。

関西ijtt(11)および側関参照。

砲事. l41tt*己以際Il:~~かれたチベット火 ì1~ にはワンデ

ヱ以後の正統をぷすが、その￡統のがïï\j[は縦J~J

が多い。ワンデモの fとされるタシデJ:以 F数代

の王は、むしろタシデグン£以降のガーリ初期の

王統各を恒復して示しているのではないかと思え

る。あるいはヤツェの_f統ぶから写して、それま

でのガーりのモ統名につけ加えたのかも知れない。

rt:(70)参照。



タボ寺大 日堂の仏像構成と 問題点

氏家 j1 勝

序 CllIζ.東西Iζ10体づっ， ~崎北{入IJの左右と後.~を1 1:1;1) 

タボ(Da-pho)守は11t!t紀の~名な捌沢口として知ら る/正Gのs!)JC六1+づっの合社32体の憎むの仏像(等身

れるリンチふンサンポ(Rin-chcn・bzan-po958-1055) λ; ・ 5佐倣)が同定されている。 ζれらと [IJ~の泥沼.i!ltJJ!I

( 1 ) 
の創建とされている~..!M丙ICヒ方ラヤ山械の験峨な山並 仏とを合せて33tYを数える仏像tm.金帥j界37c/'-."ンダ

がそびえるスピティのタポ8・IICillf!i 84.7メートル以上. ラから回放amf守6曜を除いた形の立体マンダラを情bXし

i翁Jt74メートル強の寺績をもち.そのなかに大小合せて ている。{写点2)その一々の時的の比定はlJlJ縞のr~本み

_( 2) 
九つの守没で~~主されてい.:; そのなかでもヲとも古く 文IC譲り，そζでくわしく誼じることにして，以ドその

中心となる-.';常は大白1lで.正式名はツグラグカンIT- 情成上の問o点と11!.i1道路仏の印刷はらびに毘a量UI!の

sug lag khau法会堂または4>:な)という。大n-;:，(とい ~剛W-7 ンダラと阿弥陀仏との関係カを若干考察する己

う名称はHl.i!.iiSJJfl(Vairocanaλ;日)をztの級中央IC本 とにしたい。

"として宏氏しているので寺僧もチベット応でナムパル 1. 金剛界7γダラの原初形態

ナンゼ CrNnmpar snan mdzad. vairocann)のst ます311ーに . <è剛界の3n!事のうちから何ゆえ内被J'a~賢

と呼んでいるものを，われわれがf大日笠jと4片付けたわ 汚雌を欠くのかという間組がある。乙れについてもと37

11である.本常にあたるζの常で.-If;若合わせて30名の寺 尊あ今たものがのちの修復時IC修正の予が加えられて数

1('1が朝夕のま~frはもちろんのζと . 月行事の法要むどすべ が減じたのではないかとも考えられるようであるが.m
ての行'JI・行総合営んでいる。岱内は償制(1匂Jヒ)7.3メ 状をはるかぎり .のちに修正 ・修復のFが加えられた縦

一トル.奥行 (l紅白)10メートルの広さをもち.JiJ行を 跡は必められない m在の33tYでX~~ならびに!l~lIå全体

符む道場としての大ホールと阿弥陀仏を犯る後・'<<とに分 のお路がパランスよくA拘を保，ているように見受付ら

れている。 れる。

大ホールのiEulIIC毘ra:巡郊の唱を像(塑像.7Zょ:(1)が 3~事のうちはっきりそれと比}i;される倣は阿関. ~I体

安i刊されていて.乙の像と入!Iと聞の中悶rcニ列にー定 陀.室生.不笠成紙の四仏で. ζれに関しては印納およ

のmJ耐をおいて働行の*!hと{何たちのE主席が投けられて び身色が儀軌.it!iりである。乙の例仏それぞれK間持政づ

いる。それ告l収りl附むようにしてJ，¥umの慢の11の上の位 つ.凶親近としてi丘{与する16大汚併も.おおよそ比定さ
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1. I叫iloP4/'本のmf，!!}.!ltnl/軍(勾H型・可:lt)に}
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広大伺泌ICして堅例経利.決定して耳、il!である忌々 といれる.その外側1ζ内の四供Jiと外の['q供袋?で儲かぬ:され

われている。 ζれによれば.l'/t'l; It{交の(1lI持u守鋭は事i他

の精神にもとづいて骨IlfítO)l~'l;.を敏成すると lüJ U.'iIC . そ

の愛が陣]強燥化の衆'j:lc x;14.~tlJ.'i坦にむちと似ってきぴ

ているむのと思われる。そうすると人口定おの 1体と後

呪への1111Iの明の先IζI~ij~ 、合っている.体がPtlHU守的Iζ

あたるのでめろうか。乙の凶菩磁のJ~j必点li . やや:tt~

しく衆生を打ちt追わさせる.それl :tl E吹をも:I~Jするほど~~Iζ近いJ"j-手FをしているJ3〉もともと四ffi'JIとは汚~の

~l姐イ、illの心(兵fl足心}にむとづくものである.乙のよをのt.~神 .つまり1'/t'L!c財や法を絡し . やさしいお.låをか

うに強聞な(ã合、を内IC絡めている内側~，生であってみれけ.W~し. R:iT l\をともにするという布施.理t![~ . "f.1J 

tZ . むしろ~Jß形こそふさわい、といえる一面会もってjj. r.，J引をll1す.その四仮事を銀本続伸とする例I!!1';.ω 

いる.タポ寺の鈎 ・会.m.f，)の例担1t守政もζのようなであれば.とくに急電1:'0~をとってぷ現されずともよいため

年えにもとづいて作られたむのかもしれないか.じゥさいの作例でも他の諸筈践とI;，J機..tlnfi }，(j内

大口 1~:の立体マンダラ It . 以上の32仰と ' Et~のI主ぼ遮をしているド}

JßI(ムを加えて33~でl，'Il成されている.ζのなかに凶波級それではV可燃汚雌が:怠悠!惨をとるのは終軌ICI.反してい

慾i'i~産(凶イ長剛虫:>を欠く1'1'IIIIilnlかをJEえると . 乙のるかといえば.そうともいえないたとえば小笠続のfぬ

ぜmr初会金凶IJTMUでli命剛{符).'i!.法.m煙車(符〉伽時ili ミ・ i・じ将心・'~J【引によると.関係~とはさきのl何

の三al<聞1形で授かれるのみで.いまど人t齢化されていなつの"'，神をも巧てよく無Iilの衆生を速度すると1.抑制C.

ぃieFこの与がE手形として儲かれるようκはったのはジまた惣測のI'/tIUがあればそれもよく潟伏し.主た従軍足1-

ぶスチャーの筒I(mudrn 1がi主には勺て人絡化されたか

2 

大
日
常
の
-U体
内
リ
マ
ン
ダ
ラ
〈
匁
分
〉
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らであるiりそうすると ， 四銭綴E置を欠〈 ζの33~の金 人でも五人でもかまわないし.無数でもありえる。しか

閥抗l立体γ ンダラは，初期の段絡の金剛界マンダラのj杉 し箆血道部は例行?'，%oJであり .人総仏であるため.lll数

I!!l~伝えていると Jすえる乙とができる。もしζの~Ujが 形では次現できない‘

11'.しいとすると，乙の立体マンダラのbx.i)'.)OIl1:.阿波泌 このような.Pft[11で r.t;lJJjlζ聞を[oJけるI路線遮郎を

彼汚併を!4える噌I百lや立体マンダラをもっγルチ，Ijの;晶 表現するために内Ifli・'.¥'1(-1本}のl旦E堂進}JfIが'¥1J描し

I~ι占より 8~'1 lcぞくするという JEえらbx. りなっ. たのである.しかも刊If'I'.仰のl¥!.!.lH喜朗iを彫刻でlA現し

2. I"llfn肉体の毘..遂君事仏 ょうとする時I:H司体合体の1¥!Jr1l:郁伎は議坊に作られう

そ乙でヲボ与の33~の立体7/ ダラの成立がγルチ与 る.とくにヲポ寺の陀iI~JJII仏のように.はじめから1主

:伊;~~のもの主りも宙くても新しくはないとみるならば， い大B1lの中央に ltl....，ンダラのq，~と Lて位尻づけよ

タポ，'，の附Ifli肉体をもち伝法鎗印をとる1I!.1r!必捌1似を'ど うとすれば，内体のJjがよりfl然であり.PftICかなうと行

う.fll!併するかという大問題がある。川知lのとおり ，V41耐 えられる。

のl弘I，)t迎IMIは.7 Jレチ寺三府守~í _"o附のイi?'，な干'，'7(;印をむ ところで乙のようはl弘峨il!!mll喰lまはたしてi由ICも作例

すぶ{i奇跡JW<"/ダラの主t"f.であるとか.銅像でliスムダ が見られるであろうか. 1'41.のl巳ほ遮1郎~は非~~~ïC.珍し

，If大Elr.:tの尊像{転法鎗印}などが知1られているiu文 い像であることは儲かであるが.今凶同じ形式の像がラ

献にもi旦a遊軍事の四面については典縄があり.乙れは腿 ?レン寺(Lhs-Juit)にもあることが分勺た.ラルン寺はタ

IIJUIIの・ l ・えi逼成仏としての~S性が阿耐の~苦手て "1~1Jl ボ寺から徒~でが~-Ilí"mの南町にあり . 像の大きさも身

されたものである.rr!実際経JIC li.mr.t41111が'ー切}j :j予もタポ寺のものとほとんど変らはい.たた作像が新し

に似を[;'Jけー切知米の獅子箆IC坐したまえり，(10) とい

うM.J!.があり .間uiiで獅子P.I!IC坐すs!1i!泌IJfIの起源{よE

のillにあると i1"えてよいと思う。

しかし J:の経典の記述では四体の泌Iリlはっきにくいの

ではないかともいえるが.乙れはわたくしは附I('Iという

乙とはとうせん回体でな貯ればなら t~いと.æぅ.たとえ

ば後Jj~向くというぱあいは ， 頑のうしろに 11があると

いうのでは江く ，身体乙'とうしろに向いてい抱ければ江

らはい 他のlifUlのぱあいもrnl憾である.それでははぜ

純軌には間体が説かれないかをJ5・えてみると.附i本とい

えば1'4人となり，!l1数形では或せないためである。この

ように与えると，金縛j界の五仏はIJt数ではs.せはくむっ

たIL人の1且慮遮)JfIともいえる而をも勺ている。 11!1i!l遮Jnl

の':t:11!生が四仏を生み出し.金剛界の1i.仏が形成された

といえる.見慮連軍事は普遍的t~仏JËであ勺て.Pft~ 1:Ii阿 3. ~基興-';のW.1:!1IoI仏(人1('1'1司 1982~J; 12月号より}
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く.造像の技術もヂポ、干の倣よりはかなり劣るものであ 内体b先の身符とは附.i!iしていて.IEr(IÎのものは~IH;I.如

った。おそらく ζの僚はず ;t~ ~'J'Iのilla遮 jl!l~をそっくり 米形で金剛杵をもっ1，;手を右 Fで似るような正1Iをとって

慢して衝しく作られたらのであろう. いる.他の￡おの:体(背後の酔f.ri写~1でr!隠れてい

ζの他Vrl乙れまでうダ Jク地/j(れ、うIClえはず.f也 る)らそれぞれnな勺ていて.1H~λ:の像は fì:'jt向lそと

のどζにも1'41本のfl!日i!1/H1倣rJ.知られておらず，主った っているし，イIのI'~r!，主印をと吋ているように凡える.

く他rc作例rj{{(fしないのではなも、かと忽勺ていたとこ したがってζれらの~~は身存から判断すると.別々の

ろ.偶然の機会から宇崎m大乍のクリストリープ ・ヨー 仏像と巧・えなければならないように思われる。形式は飴

フスト数段により .rl'IJ4の，'，，;・~rc(<õ1織のmr，世必}l!l~があ 似しているが.前打腕興寺のものとは日1)の時絡を反した

る乙とを知らされた。 r仏m"と見なければならなL、
その・つは『人民中t"lJ1 982 fj: 12月号Iζm般されてい 隆興寺の例外僚を陀慮乏廊仏とすると.スピチィのヲ

る，符.興、予・lI!':!殿内のJl!.r，!t制仏である 0;1'.(3.~照). ポ，';，ラルン.S'以外にわれわれI.lj，'，1じ倣谷の))11のmlr!遮

そのよ見lリl虫:によると， ζのi申ri)jl誇年':JI(1573-1628) 郎倣をもつわけであり.四体像のJI!~遮泌がタボ，'i' (ラ

のむのと δれている(隆興寺li怖の闘S! 6WIζ~てられ ルン寺を含む}たけの符録例でない乙とを知る しかし

たといわれる)，大きさは，11かれていないか.敏メートル 降夙l与のf創立~，IIIt!1' I\:が16-1711~紀と新しく .ζれから

l担)jの低いれ(イヰHか〕のl二IC，1-体仏を彫刻したスト 1ft知1すれば.乙の倣はあるいはチベット街教ω彫仰を受

ゥーパのroUllIIrζあたる泌総かあり.その1:rζ 主辺をつ けて作られたものかもしれない.それにしてらその紘流

り.伝法倫向lを?とる飽虚遭廊{鍛定〉を四体背中合せに はスピティ以外の地にあるという ζ とは身えられるから

配している。さらにζの 1・.にもかiじ織成の純鉢郎と1，，1じ

身容をした肉体ー組の像1-:r止.下の部分より r.lζいく

ほど小さくして計三~I.l!:持ねて.全体でストゥーパ状の形

1ζ組みなてている。千体IL、の 4 々は写戊では;じかに分ら

むいが. ζ れも転法姶向I~と，ているようにはえる。 ζ

の絡は五仏の絡ではありえf.il、.しかし侠泡仏の悠であ

るともいえf，iい。やはり転法輸印の皮膚~J~I仏の浴であ

ると15・えなけれ』まならはいようでおる。

タリストリ品プ ・ヨーブスト教綬li，ζの他lζさらに

らう a例，，の降興.'1の伐と'.，1じ形態をもっ.救綬臼ら

が品t影した|じJ;tの法ilJ;l守のi弘収量!n郎像(?)の資料〈勾

W 4 ) 'E'I足供された それそ!.'.ると，こちらのJjは三段

ではなく '.sH高成とな q ている. しかも隙興-;.1;のものと

相1巡する I~.Uよ . 第一段 1::111の仏倣は間体でははく一体で，

uJiκ書面 rl(liOyi:泌をつけの吹町lをとっている.第一週Eの
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(もちろん断定はできないが).タボ.Jf大日蛍の間体仰の をとっており，ζの -!lJ.般のみを見れば，転iJi転向jのl邑

mr.t巡郎も，あるWlJI:l'普遍性をもった像容とJ雪えること 鹿追郊が智診向}の1l!.k!遮JJslCltしてより後l聞のものであ

ができる。しかも肉体像のJeえ方そのものは7シ，ーカ るとの判定がなり立つ.しかしラダックでら符検印のu!.

Eの獅子頭ストゥーパ以米インドIC伝統的なものであり. ra達郎とほぼ仏l時代から伝法鎗印の処ra量草加が両かれた

人物像としては.ジャイナ教の組曲百像IC乙れとr;;1じ形式 り.造像されているし.ラダック以外では八I1ゆ己ζ'ろか

の作例を見いH:1すi1けとのJ，'，¥から織しでも，肉体恨のll! ら転法給印のi呈1il.t必胡l由、lt像されている例がある。乙の

hl遮JlIIは更n造上とじっさいのfl:例とのl.Liilliから，インド 市J!は . アルチ守三h"Îï;t階の包I)'~~Jの昆成遮加をかりに

にもff.{Iしたと縫;tする乙とLtnJ能である.インドの辺 リンチェ Yサ γボ時代のlJtせ紀としても.それと1.;1時代

総のI也{もしくはチベγ トの-t;II)Iζしかff.lf.しない例 あるいはそれ以，Iil/)'らt.dl，姶印の箆a進燃が{i(Eしたと

外が)f，i像であるとは判定できなも、. 縫A:できるのであり.乙の乙とから.転1li愉印であれば

3， 転法給印と党文f:lJ いつのばあいでもIt伽I~U\'布教の智場町1の毘成必刷1より後

しかし乙の陀1il.t巡ml倣lよ例{料、ずれも転法輸r:IJを?とつ に成立した脅!t上総伽郎総数のl呈成治郎であると胤lliする

ており .乙のζ とは檎伽絡の複数の智参向J(m静岡J)の 乙とはできない。以ド乙の三点について.くわしく検討

陀a進路とは異な今て.より後代の無上治伽邸の街教の していきたい.

~"を受けて作られたのではむいかとの見方も成り立つ. 第一の点について.弘R.では伝法鎗と党支とI!.ζれ

tr.泌総印の昆虚遮IJM'持11r，fi伽ffi)1<:ぞくするという鋭 をどう考えても[，[Uilζ1湖辿性は認められなL、.むし何ら

は . 干'I:t~印 (bodhyllgri mudro :11勝印)の毘ぽ遮IHIと かの.1'11111で耐iイ昨が関係するとすれば，おそらくいlじf'lJ山

川な Bてlnt上総伽部の文献に党支向l(bodhynngi・mu，! で伝法鎗とすt勝(押1Mとも関係するであろう。「恥法

"11 f4i促支局J)をとる1¥l.1!追加があり.それと伝法鎗rj) 鎗I(dharmncakm 1汀肌orlnna)とはit鎗';'杉噌zる乙

(，Ihllrrnocakra-mudr{l)の11!..1i1量聖職と事者乙Fっeずられて 乙と r段iE.という4とである.したが，て鋭tt向lの

いるiL2}しかしこの鋭11，'i検討を'渓必すると?恕♂

モの苛泌1一のJIP.噌E仙tはま.転IJ、4紛曲と1党，[;:土えk主:(-:務寺t促A足}支)とtはH愈立目叫4、 Fの常を目白川Ij~ で!日Jð (¥'せ， L~を1ヒえるようむ形そし f:EII 

J'.のl則係が不明であるという ζとである。第ーの1'11111と であるim.jjの'11:年(bodhymiga)のぶl味IIIょっさり

して.党支(の向l)のチベ y トIWi符場印とトlじく『私自白 しはいが.文7・l!!iりに ~it'1;:;'足 (1マ.¥!¥lの -ftil分という，a
chub mchog であ勺て.肉~の[>0)11が見られないι と 味てある.しかし処i!!fJl!lの印てあれば， 1'<Jv.lまたは切

である 党支の向lをfl.!述4・る文献金写本で照合してみる ，邸の-gjl分という解釈は安当でfよい{ 設では37れ叫分

と.ほとんどの fbodhynrigi'i!x J ;が fbodhy(lgri1'.t の全体を匁徴するという解釈もあるようである凡 この

|紛=r.'1~J となっている{他の一時11はbodhYllmgrf と Ij. j't文印のチベ y ト1'.1.1， I bY1l1I chub mchoglであるが.

っている。主主 ( J 7) 怠ß(I). ζのことはチベ y ト;ìJ~と f.;llìA， チベ γ ト ICおいて乙ω1'11が智)'~向]とは別ICi rなわれてい

't文のテキストでも(>{別が比られない乙とを，j~ している. て . それは外線して '.~iH5を立てる印船であるとのぬが

郷里えにたしかICラダッタや不バールの後期の無上Jt伽郎 ある.しかしわたくしは，r bYII白chubmchog 1 IH、

1<:ぞくすると思われる丘仏のうちの路s連勝は転11:tIiI即 ずれのばあいでも『智~印 l であ勺て . 印刷だ付別々に
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行われたのでははいかと考える。ニ頭指を立てる印は. が fbodhya白giJはWJ浅いではなく .それを明瞭に記す

どうJ.!.ても初滑印(j1勝即〉としてもふさわしい。 二頭 写本があるといわれ.ローケーシaチャンドラ氏が出版

桁をjI.てる仰は科ゆ印とは異なる印{党文叩)ではなか した rクリアーサムッチャヤJ(Kriyasamuccaya)を

今たと俄定したいiM} tB嫡された。そとでそれを後flf.!.たと乙ろ.rニシュバ

耳1~.Iζ'iH印の典拠はすでICm摘されているとおり. ンナヨーガーヴァリーJと同じ金帥Jw....ンダラの記述のな

1111!紀の7ドヴァヤヴアジラ(Advayavajra)のわずン かIl:.箆虚遮訴の印が儲かに主筒婦とも fbodhyangi-

チャーヵーラ』くPai'lcakara)および7ヴァヤーカラグ m凶 rl!"と伝勺ていたi1Uζれにはさすがにわたくしも

プタ (Abhayakaragupla)の『ニシュパンナョーガー いささか動婚をおほえた次第である.

ヴァリーJ(Ni号paooayogavali)などに処11遣部の印が ζの『クリャーサムッチゃヤJの校:r本は.ローケー

党文印(bodhyangi-m.)とされているのにもとづくJiU シュチャンドラ氏が写本をその'l'j:";).'.l印刷した形で出

品ijnの7 トストは無上liI'l伽部のa教にぞくするが.後釘 版されている{しかしEれはおそらく新しい手持本で.

は金制111'1-γ ンダヲのl¥!.1I!遮}揮のr:rJであるから.とうぜん 占い写本を載せているのではないようだ)。 序文のなか

I bodhyngrl !でなければならない しかしi世代IC Iζ現在主主されている費量本かの写本の紹介が載せられてい

fbodhynngjJの印が(i.(:f.するとの先入観があるため. るが，そのなかにiliJ;i大学必本か一本"己されているので.

乙れさえチペγ ト訳でfbodhyagriJと訂正されつつ(16) それを調べてみたところ.校m;4:の fbodhyangiJと

それ以上はIllllUiにされなかった.しかし考えてみればチ ある箇所が東大写本では明らかに rbodhyogriJとな勺

ベ γ ト訳れがはぜrbodhyangi'を択すのにrbodhy- ていることが分勺たi山 ζれにより泊中氏の1ft鏑もまた.

ngri止1..1しrbYlln chub mchog をfl](、るのかe 後 fborlhya白gi.，の;t:!{Et'1のil.IIEから大きく後退する。ゎ

代の fbodhyongilの:11るどの文献のチベット以にも たくしはこのよ官任ーは校訂行にあると札1ぅ。ローケーシa

fbYlln chub mchogJ以外の択はなされていないとい チ十ンドラ氏は. ~.，!cJY;文 '1'の";4のうちどれを成本に

う ζ と tJ.チベットぷ ~IC fbodhyangiJはまった〈木知l して111版したのかはlnJ{)，1己していはも、.ιれはテキス卜

の~!tであ今たとしかいいようがないと!J!.ぅ.そζでわた そのものの臼鎖性と価仰を紛くさせる。自分の校訂出版

くしは念のために 『ニシュパンナヨーガーヴァリー』と 本にわざわさft!!の頒本を，示しておきはがら.1底本とした

『サーダナマーラー』の fbodhyangiJの11所をiliJ;t大 写本がそのいずれかいすれかではいか(続出写本のばあ

乍や高野111火乍磁の写本で照合したとζろ.そのすべて い)を氏は何も言及していないのである.

Ir rhodhYllligiJ ははく fbodhyagriJと絞まれる乙と 悶中公明氏の周到!な配慮にもとづくIli"織には感心する

に気づいたi川 ζれは明らかに fbodhyngri.lでなけれ ばかりであるが.JIii!cものべたように.乙のテキストの

ti/.iらf.(いものを校，rJ"l'itJ!絞って fbodhyn'¥gi1とした 世LJi箇所は 『ニシュパンナヨーが目ヅァリーJと悶じ金

のでtJ.f，jt、かととえる。 同JWγ ンダラの昆成.iI!i}J(1の向1であるから.ζれもわたく

乙のζとを1I'r{I;12)]の密教図s!'j':会の府上 f9 ;1(:;干の しはけっきょく 『ニシュパンナヨーガーヴァリー』と同

時像"s.梓.jJと泌する報告のむかで述べたとζろ.字会の 係.j;巨大写本のとおりt'.'喰肉Iの.bodhyagrIJでなけれ

免N.r.のー人であq たlI!京大学大学院院生の111'l'公町m{: ならえ正いと思う.1品H正により .ζの尚資料が示す四面八
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¥lt.正面て手の fbodhyangiの印. ，，;)じくニ手の定時1 の毘Ji!連勝のある乙とが報告されている.('lA)また7ルチ

と他の別手の弓 ・ ~ ・ 法鎗 ・ 念除手もつ印舗と一致する 寺と伺織に占い作品で.リンチ ε ンサンポに帰せられて

身容の昆t.I~ml像が.北京の般向にある慈移宮 ・ 宝相級 いるラマユル、5獅+11量管の五仏の"，cy ・ 11!J.iit忠勝{野'!~)

の立体マンダヤ，'，にあるといわれ.それを見るとなるほ が転法検印をとっているJZS〉

どびゥたり一致する乙とも分勺たのであるが?却〉それで ζのようにヨダックではも勺とら市いと身えられる寺

はつづくー耐-，ffで'.11じく fbodhyangiJの印綿をとる 常の作品のなかに伝法姶印の毘虚道燃の作例がよまめられ

倣の説明をどうjI~併されるか。そζにある「左手の金剛 るのであるから.恥、法鎗印の毘1ì!~IHIがかならずしもw

mの人指し仰を立て.右の金日開指Iζよってそれを鉛るの t~ErJ (党勝同J)をむすぶ除伽却のII!.Ii!泌IMIより新しい骨11

がbodhyar¥g;I?)の印である}21)との綬明はまさしくfY J:lQ伽銀の見虚遮猟であるとはいえはいのでははいたろ

感印のものであ，て， fニ頭指を立てるj))IJの党支印か:t!.! うか.

~されているとは思われなも、。 ιのーl市二貯の像も宝~f.Iぼ インド ・チベット仏教殴とはかなり断って{孟いるもの

の立体"7/ダラ'1.1のlllJの-CYIl::比定できるようである. の.S'i緩な関係そ認め芯るをえない.かのイ1・名なインド

(22) 
その時も外縛して三頑f昔をrr.てている. ζζでID'I' ネシ7 (ジャワ}のポロブドウールICli.金日開界のii仏

氏は智場周1とは))111ζfbodhyangiHbyanchub mchog) IC比定される"'J関.阿体J'E:.宝生.不マ~I&錠および飽虚

の印が行われている.という.しかし弘見では . 符~1l1 遮那のさ佐像が伐されており.己のなかの11!1i!進1耳IIHi.tt

と同じ fhodhyagnJ(byan chub mchog)が f七日明 倫印(.'!¥惟印 vitarka-mudraともいわれる)をとってい

儲を立てるjとも解されたのではないかと思う。けつ予 る f写J.'!5)，(26)ポロブドウールのil!.i止年代li不必とさ

よく相i量点lilntl'氏は fbodhyangi・ありとし.わたく

しはなかqたという立場だ砂で fJiJl絡を立てるj印の解

釈は第ぺの)::JI((jである。ザンチ ε ンサンポの時代まで'，'，

ばれていたlEしい符明日1の印刷がいつしか忘れられ.I"J 

じ fbodh川y百agrげriJ (b匂yan白chubmch、m。官ρ)の印が r

指を立てる!ようiにこ'釘b'ばまれるようにな，つ>f.たζ. fbodhyangT' 

i主党文校，rrnのワJlによる向lであり、チベ γ トはJiHJ)か

らmイ(，ヲ4>;でl.!.るとおりの fbodhyngrLしか伝えられ

ていむかった.即担1だけが!lll織にiiわれたというのがわ

(231 
たくしの結論でめる。

っき'IC司¥:(/)/，'，¥1ζついて.われわれは伝法倫印のJI!.I，!t

~I)jlの作例ふ'!!I l.~伽1;';11の;~;fX lこぞくする金剛采の!J仏

Cあるとか j ゲヲヲ地}jでむJWがj冒i t.~ 、年院のn・JJ，

に求める納，:"があるが.すでに!日姉されているように.

fルチ .'j・11"I'o;i:'，11l!iの合州知?ンダッのなかに.転'rl、愉IlJ

5， ポH ・/ドウールのJ¥!.ほJe刷;(1:

<1インドネシi'，Ij{t xi梓Ill~ ，1より)
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れているが . 泌学~の研究t'.lI.lは大体において 850年以 教仏〉→箆虚遮廊仏の桜聞を暗示しているように思われ

前という点で 4 数しているJm〉 乙の説に従え11.九ill る。

紀以前にわれわれは伝法鎗向1のs!.IJ遂軍事像をもつわけで つ;YIC.沿伽部の密教Iζぞくすると自主定される.金

あり ， 乙の打倒I~ . ラダァタの智拳印の毘a逮廊よりも 剛W丘仏の中開である転法鎗即の陀JiI延滞の級輿につい

~Itt*~古いl弘!成遮郎像であるといいうる。 て弔えてみたも、。 ζれはわたくしは. r必選前ゆ帆』

以上の検討の結果.わたくしは伝法鎗叩のJ¥!I!遮郊を (DurgllLipari卓odhana)Iζもとづく:鋲砲事1M・7 ンダヲ

無上級伽Imlヲ裕教の昆虚連勝と限定できはいζとが限解 の"'0である転法鎗同1の釈迦本，~Iζ求められるのではは

されたと思う.乙の乙とから，9ポ寺大日噌:tのfr.法鎗印 いかと思う。

の児E霊泡蝋iも . 事止法鎗印をとるがゆえに智冷町l :l)l\!.J.iIl~ r必是主総fl.似JICは歓喜lil:uの7 ンダラがあるとされて

llIIよりも新しい&であるとはみはきれないζとになる。 いるが， そのうちの Jつが乙の釈迦牟尼をtþ~とする7

乙れはむしろ山も、安広をもョているとも与えられる乙と ンダラである。 r;l!¥迎7，'11争軌』は『初会金剛日目経』の釈ず

から . ζれをイ~剛界マンダ?のIj;t初形態ともいえる33m ント?といわれており (31)金剛界の7 ンダラとはJ~泌す

の立体マンダ?と合せて.大u匂のよ者nの作品をいちお る}，'(か多くある.か勺てわたくしはζのマンダラについ

う111世紀初械の成立と見ておきたい。 て似合した乙とがあり!認}詩舗はそららIζゆすりたいの

4， 伝法総I~Jの典拠 であるが，第一.f(の中将とそれ4をとり側む第ーてif(の八SI:i

毘E重量Vl!1の転法始印がもし党支印でないとすると.そ 漣11""の各線の印刷ならびに身色は.つぎのとおりであ

の印I~和J 'l:-興118としてむすばれるように江勺たのかとい るJ担}

う乙とを与えてみなければならはい。

ζ れについて.わたくしはきわめて単純な与えではあ

るが.釈迦ホleの伝法鎗印がその興慢であると思う.ま

4顕教のJ.iIl:t:>m;仏そ見てみると .EEt守郎仏の仰+111;1..司ミ

中央~'j 釈迦庁J己 Mま始印

点}j~ 金日韓仏[(1盤些r~l

-紅附光夜仏mjjZ長ii争経に安ず

Ifj}jt'j 'j(f1.m 持 寄 与 て 川 仰 い

I'tilfj~~ 約仏m仰な京純

内1パ句通車仏fii孟ElIIζて泌献を仰す

両ltt'j 刊仏f(j ljflこ剣.J" f:にn~

占司自己

I: I(!~ 

(1#色

I'I'(!! 

，}):比l色

品lA4色

JJ色

峨i1Jj会i汚知l，::tマンダラはどの11'1lK将来碑111:あらわれる{'{(

f;'ま，ほとんどが伝法給印またはその変形であり!担 )r.~

じ4 とはみI内のrlli~~. !.'mの必大寺.r.tl!! IJJ布その{也

のk!I:;守朋~R! t:むいえる。さ占にふれたジャワのポロプド

。 -/vのJ\!II迫IJ!\仏 ( 苛~41"ISS LI宜上}もtr.il.愉111をと

Itm~ nJl~HMiI f特凶!にでイ， F叫 l1'i 1，(脚色

'I!jt~~ (l4toU仏町内余語 1:1色

，ているが.ζのJ¥!.ra遮朋;仏I!(?"IWの1i仏のJEえをb "の行持:j.・f.!.して金園田界マンす 予のt生時とはJド1，¥'1ζ

九乙んたPI!断であり .1J!.(I，i I'われている第じ!けから第)l IlIj吊しているが，1'4}j時は印刷"どに1'4仏と共iuH'るJi

k'iの!'IlftlこJうる*'1'の仏({!会釈迦仏とすれば!却】それと がはられる.このi也J七jlJjするJ!iとして.第二三喰のl叫附に

IlIt!するml:l~~{!.I:l . これを耳目教の慮合廊仏ともとれ til.挺.証):.J:Jの内{民tS25維がぬ:占れており.さらに苛1

るIfliをも，ている このことからわたくしは，ポロブド 内引の刊}jlζ1:1，判例Ic!ii.6.幻.喰の外IJHi汽I'.t.

内 ールのtdJ‘紬I~Jの仏像Itfl'l . 釈迦本l己 ・'Lt~朋』仏<1I!l 1'41")1ζ鈎;お.飢.s告の凶鋲r;附 . その|日)lc谷川~'j fっ
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計16噂の賢劫仏が配されている。 ζ れらの各尊は.すベ tx，多絡の四明妃合せて八噂がとり劉んでいる。第二品

て金制界成身会のマンダラと共通している。 の16~は . 金岡i界の16大菩援に比定される。第三重の四

さきの八仏頂線を金跡l界の四仏と比較するために，r初 鱗に内の四供養菩緩.第四Jf(の四隅11::外の四供養答磁，

会金帥n質経J11::もとづく金剛界五仏の身色と印栂をとり 四万四P~Iζ16毒事と問領菩緩. 第五震に44~事配されている。

出すと，つぎのとおりであるJ担 } 細部11::ついては不明な点が後されているが.一切知大目

五仏 方位 身色 f.rJ 

箆rA.t遮苅¥ ".，央白智1f<(J'i勝}即

問関 東

京生 r崎

阿保陀 i!ll 

不宅成就北

1・t 且姐盟

黄些盤!1!

赤、 主盟

総 盛盤盆旦

が四面という点を除いて船蔵大目とほぼ同じ身平等である

乙とや，凶仏四明紀も目台厳系iζ近い(四t明妃は完全tζ一

致する)。 ζの乙とはζのマンダラが . 金IJ台I.Lj部のま~業を

含んだ興味深いマンダラである ζとを示している。

乙のように『怒峰7o'1i争軌』の)JIIのマンダラに四面)Ef.1J

の一切知大目がある乙とも . 主J.'~向士結後不離の考えが

tの五仏のうちの四仏がさきの四万の各仏I賀線と共辺 なされてもイミ守、波はなも、。現実11::<::'の一切知大口とl司じ

する点が多いことを考織に入れたばあい.金問IWの中等 身容のf!i.をE何事とする金榔l界立体郎マンダラが7ルチ守.

としての銭感遮郎が『懇在住mff'軌』 の釈迦~尼と一致ま 大日笠やすンギュ寺大n'~\:1ζ (i.;(fする{第三1"1報告:作所

たは混同されて.転法輸印をとることは充分ありうるよ 収、小林治文参照)。乙の乙とは、乙の線とも金剛界の

う11::思える。 r悪趣凶作軌』の釈迦牟尼自体?ハーヴァ 見li!t.i!，gJJfIとは附一線されたらしむ、ことを不している。

イローチャナ(i'<句ha咽 .rocana大口)と町紘され(35) 

各仏nH~も令聞l界五仏のPI!念を体したものと身えられる

から.当初からが.j者は浪|司というより|司一線される必紫

を当然すぎるほどもっている。それゆえわたくしは.ζ

のような両者の滋!日J(または同一被)が作凶や彫刻lの七

11::も反映して，金蹄rJWの陀rA.t遮郷1が『怒悠ii'i浄oJiItJの釈

迦牟尼と同じ身~~をとるようになったと考えるわけであ

る(36) 

乙れと合せて配慮すべき乙とはJ;l!¥鑓mi'J'軌』のもう

一つのマンダラ iζ，一切畑l六日(Sarvavid-vai，'ocana.

kun口g 常明〉を中毒事とする7 ンダラがある乙とであ

る。乙のマンダラも，すでに詳細な研究報告がなされて

いるJ37〉それによると，全体はHillのマンダラとなって

いるが，第一!.uの中央11::白色で凶面"::'I'Tの一切知!大日が

定向1をむすび .~軍子肢にき~し(毎~H) . ζれを悪也前かま ，

if1E時，釈迦自主王.1Ji1.勝記事の四仏と，仏l恨.L~翌々m . I~I 
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(mthu chen thob. mahnsthamn-prapta大鈴3Dとト.さらにはふパール周辺で大いIr栄えていt:らしいζ

答えたので.阿弥陀仏と1，I，j脇侍のI.llffi ，勢恨のて噂仏とは.各地IC伐されている経軌や情州で縫浴される。{タ

ているとI'R解した，7，，}"!7の(z;，~が緩いて今日にいたボ-!;の7 ンダすす古にもこの却の?ンダヲが儲かれている

望書l!(U.(39)その流行が~剛界五仏IC止で彰符を&'1ました。けっきょ

こη阿弥陀仏Ci.前途の立体マンダラの主"である毘〈以上の!Ii々 のl則係安楽が後期宮教の金剛界の腿底追廊

IJ!;[巡ml仏のJlうしろのl皇軍拠喰iζ.λ;1.:)蛍全体の本~~とICIX映して転it輸印をとるように伝った。党支印が疑わ

もみはされる位以lζ坐している。後・4その左おと処の宣言のしい以上 . 毘虚達郎の転11<鎗印の興~はそれ以外Iこmめ

4 巡できるようにな q ている外側は1"1鱒iIζな 3ていて.がたいJ謁}

が.その回1ii，7)阿弥陀仏側のr;t函令体Iζ.色とりどりの阿弥陀仏と鏡子降5. 

千体仏の阿弥陀(1，、が柄かれている{後述参照)。大日営のつYCC金剛W33C~の虫i本マ ン ダラの後}í (t量宅)IC安・

入UCiJl!IC面しているため.阿弥陀仏c;t金剛界{立体}ζの阿弥陀i11されている.阿弥陀仏像に旬を移したい

マンダラのjiljん・の阿弥陀仏ともとれる{立i白にあるのであは... モ倣で獅子のfI'f'坐Iĉ I1している。身体はJJ'色で.Ijijん.

るか. 先途のとおり . 立~-...;;，ダヨの33~のはかにはす1こIJ!fi (右上大勢ヨ[(!r.) のこ~f品{立像}そ従えてい

でCCiL仏が数えられているため.いちおう阿弥陀三線はる.tit1Eの身色li白で多~~の方はjlj'であるが， 乙の二時

金目聞界立体7 ンダラとは切り縫して唱えなければならなの比五:にあたって鍵符のみI¥"2IC質問したと乙ろ.省をチ

b、。ベッ ト名で fチι ンレーシー I(sJ>yun ras gzigs. 

ζの阿弥陀仏~独立のふl.'Yと考えたいもう一つの1'1!山

7. 

大
日
中
の
制
bw陀
仏
(
制
唱
倣

・
写
身
大
)
と
て
脇
比
問

ントゥプ
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る。たとえば『金光明併J1ζU..飽'"淫Jl!Iを除く金剛界として.ft般に二頭の獅子が彫刻されてあり.それが郷

天の凶仏11::近い.raJM(点}.'if縄 mj).無Iil寿(商)• fl'*である乙とが知られる点である。金縛l抗lの阿弥陀仏

車宣告(北)の例如米が滋かれているが，乙の四如来はそであればイLif.胞に坐すはずであり .ζのことは阿弥陀仏

乙の伝統はれぞれが獅子践にゆすと鋭かれているJ41〉が~糊伴のJi仏11::ぞくさないことを示している。これに

wi教経典11:も受け調理がれている.湾総統志 (6償紀)沢ついてインド入学者のコースラ氏は.その汗『内チベ y

の『不~凋猿神変N~.干J 11:(，. tJ!ti.勢乏をはじめとトの仏教~i鋭』のなかで.乙の阿弥陀仏(!li仏の r~~;n; 

するZ者大喜涜lζ開織された傾~世界の阿弥陀仏が定獅子併合J(supreme merger)を示すといわれる.乙れは

肢に坐す乙とが授かれているし.釈泡牟，1¥:::と悶じく.阿おそらくスネルグループ氏の烈告にもとづくものである.

弥陀仏が宝.f!~U-.で*，Ij蜘rJ;坐して滋訟をなす.などとしかし阿弥陀仏が五仏の至高聞としてn臨するよう'J'iI'i

もされている.('21.~織の記述(t. 不明 (8 世紀〉訳の r~数々 kは(l(f.しないと.[!われるので，乙のようはぬには

IljIJ多縫陀繰尼絞J1ζ もはられるJ時〉わたくしは質成できないJ40〉

このように，阿弥陀仏の純子J~(よ.大采*l\!Ul以来の??コースフ 1(;やスネノレグループ氏は，獅 ('J~\がi品，，-1{泌ml

遍的な台mであるとはでよも、と!ぷわれる。 ζれらのこと仏のf~l仮であることに注目して . 郷f1時11:の阿弥陀仏IC

から，タポ寺の警高チ1'1¥1ζ坐す併'1":事陀仏(i.顕教が]な阿弥江仏を紙~，1iするような高い地位をうえようとしたらので

陀仏と考えられるわ付で.ささにζの肉体J't:仏を独I!.のしかしわたくしは.乙の鋪子肢はきわめてー般的ある

本書事と見た理由もrmされよう.(またじ勺さいII::~土でfj.. .;世でもの雌であると~~ぅ.もちろんζれは.大*経

li獅子E甚iζ坐す=三E字形式の阿弥陀仏像が附唐草寺代の彫刻
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。亀でU.f~桜といえば獅子ffi しか設かれていないためであ



(.. ) 

作品のなかに比られる r--， a!ilc一切の業除を伝じ.阿弥陀仏の録業tせ界IC往生する

しかし独立の本持といっても，ζの阿弥陀仏は.前方 とか，極楽浄土にtI'生したと乙ろで明大尉存成銑し，，理

大ホールの古:休γ ンダラおよび僚l苅の!r.~とまったく無 しく阿弥陀仏"対的iして作i是のj[!を受(，ともいわれて

|則係というわけでははい。私見では.阿弥陀と立体マン いるj柑〉乙のようなれ仰のJ己述は，.耳ll-lのjヰ雌hのI故事冬

ダラのよ者切と I~ ， Ii~初から何らかの関係が.関されてい n自作}か百万候変11/1'(あ勺た乙とを)J~ しているJ・7)その

る.それを示す一例として考えられるものが、大自営入 ζ とが，今のIfあい . 阿弥陀仏の後宝を'I~刷して終る積

I:I/~の!lffiil' lr:õまり . I輔l而の全体を*からI喝の奥へと絞 {.の求道2図絵でo'f'jiJ"".;されている。後守fには阿弥陀仏の k

き . 後室凶I!iiを、1~11.jして終る善財tìr.-{'の*ilI凶が立体マ )iICAI;:，らしさ'.(-1¥が浮き彫りにされているはかは，lll

Yダラの下側の岱Ic:l，白かれている ζとである(写t!8 ). 管 ・ 勢受のコ'l:~置と 'Ih舗の時像画があるのみで . 係当~tI!

乙の求道図絵li ，後雪~I!.!lltの厳l建つまり両面ではい勺た 搾を具体的にIj~す段定1;1.見られなt 、.しかしらし闘lfIl君臨

ん途切れるが，lu後11阿弥陀仏の庄の["1廊喰 (Jt商拠) の三段(阿弥陀仏のうしろの慢)Iζ例かれている極彩色

で終っている。そしてζれに続く形で阿弥陀仏の左前}j， の千{本仏の阿弥陀{l、を4根深世界の忽徴とはるならば，後

つまり昆虚遮泌仏のん:の‘ド~ (丙蘭}から人口'"勾勺て 雀全体が阿弥陀仏およひ'その浄土を示している行えるこ

火ホールの:lt[踊全体(つまりコの宇形の門前iIC， ~伎 はuJ能である (1Hl9#照).

からtil~にいたる仏伝の数々の場而が悩かれている。 ζ 6. 大乗お主ぴ総数の成仏泡

れらの篭酬は悦i本~~の F側のちょうどnの{古れの~画" ;Yfl吋m予の求ilI似lと阿弥陀仏との関係が以上のように

錨かれているため.予でふれるというケ スもあ勺たと 怨之されるとして.つき に33~の金剛持。:14>.. ;/ダラと

恕われる.長年J)のあいだに汚れや傷みがひどく .随所

)r JIJ泌があり.それぞ後人の手で新しく"，jき1屯した跡も

礼られる。 (Mみのυい場UDでも，nlVIはと ζろは少fJ( 

fJ -，ている.

そのような状悠であるため.~IUの，~ilI閃にしても仏

(ldCしでも勾幼If，iを一々比定するととは相当闘簸であるが

符ll.tの求辺WI絵が阿弥陀仏の後呪を'1¥)1.)して終る ζとの

.æ，~，をζのように~えてみたも、。経øt!によると~財tj(

予は53人の持知厳令紡l日1してき従ITの本貨を教えられ.

II後は営費持政のもとで一切の願けが門衡し.普賢ii存

完成する。 ζのとき舟l貯は，普賢作的のもつがIJl患をドlぬ

した乙とによ勺て. ー利勝のうちに偽習!lll!抗ll'往生し.

到りC勺て即ち阿弥陀仏を見る E といわれている!<S)jJ

Mのような~:，献の断行をぷえるI'l"í'flif断お』では.

狩闘にもとづく I.r.j'l似を将賢行のために創作lして，命終
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;g，~の，R滋とのl関係はどのように考えられるであろうか の.11:1ζよ，てわれに帰ったサルヴァ 71レタシッ 7425

わたくしは.l'号l材1貰ヂのよRilW記!と仏伝とでいちおう大成 峨は.一切自ID長の教えにしたが司て.五相の次第(託制

仏教の成仏道が成立していると思う。すはわち . ~財項 b~身観}をも，て成仏する IC ~、たる.

下がf干fHi'を完成して阿弥陀仏のfi>士;lrい1・勺たと乙ろ Ii.倒成身観とt主要約すれば.(1: rオーム.わたしは心

で持l械としての生涯を侠え.そこで持似の，Ii.!を受けたζ をよく見究め kうI(O，!! cittnprntivedha'!l knromi) 

とがつXの l'fl1: ~i章太子(Siddhãrtha) として誕生し . という!l.ctをunえて自己の心によく.iilli重して心<lIfCJJ姶

出家成立Iして仏IE:とはられた釈符の生源へとつはがると を観惣するo121 r オーム.わたし I~jl"i鑓心をおζそうI

見るわけでめる。 (Ombodlucittnm utpadnynmi)というL.477を町lえて

そこで以上により大釆の丸:略行が完成するとして，そ (1)で鋭怨したJJ愉をjNj争lRilfiである(自心の品:米凶作}

の大采の!戊仏jj1のコースがそのまま街教の成仏滋のコー と感得するo'3Ir:-I"ーム.金剛杵よ.iLて.(Om tislha 

スと市なりていた乙とが.金剛界の立体マンダラで意味 VUjra)という貞行を唱えてJIfQ 1:1C如来の斜，ltlである金

されている.持財靖子{まはじめて文A~~鍬lζIIJ合ったと 剛I'Fを観怨するo(41 rオーム.ねたしは金問lのようはfl'

きから.すぐれて墜悶な求iIlの士として称伐されているo 'l!を本米自ド~11:よ4えている， (O，'!1 vnjratmako' ham)と

文録によってfi:.采の1'}併Lたりうる資絡をよtめられた善紛 いう点言を明えて.白身か金剛小地の堅聞なtUH:Aえ

が.さらにそのっとめの..j，;伐(行駁〉を32めるべく .r，;1 ている乙とをt見込lし.自己の身体を如来11:-殺させる。

~磁の納めにしたがってゐ知.::t1lI訪のi互い腺I!:IIJるので このとき加来から金IIjlI界の湖町iを受け.金剛界初米とな

ある.ιの乙とは，大采の将棋行が何ひ'と，('もυI能であ る.15)~後IC r:-I"ーム.わたしは-I;1J!uJ来と1.;1じもので

るとはいえ . 仮初から幣1，1;1なjl;IJJ心の降下でなければ~ ある!という瓜11'~lInえて. (11，れま知米にはかならはい

行されるものではない乙とを，比している. -人の~知滋 ζとを観似して仏身をドl泌する.{刊}

を訪れて“つの ~l)曜を聞くために要する時間と苦労はド ζ の次祭に11.~3のぷ.i(Jと IJ 鎗鋭にもとづく(/，兵i足

か11かりであったか。それを必財は11.ト以1"1繰り返すわ 心の1泊先と川成に上司て，即日4に仏!b';(，己fJ~するく:とが

けである. ζの;g.財1涜iH'のlはiてしない剣鮒ti行rlはi.火』采長仏教 'jド4占れている. 1上:，述i主iの;玲耳引l財材の鮒i行j1 は1. (五L段l附椛如lにζJおJけるき

のb吠R仏迫の4すr-.悠さをI怨P

乙れIにζ主島対.，して.?絞E教のf成戊仏活とlは主いカか、f江iるものであり. 促，j!させ.I!U.Q-:ζ，l.;:1Lの11:1屯金証する乙とで邑えみれた

それをいかにすれば~肢体1\)しえるかが . r ~IJ 会金IIIml のである

HJ ICきわめてドラマチ..， ?lζ俗写されている. しかし{小bえι ・J!llの ~'~ fjJ)..~.tIrlが.鰻i，'. ，'， . .:， fのfi，:此

それによれば，成l{C以前の，事必.kfV侵せられるサル 遣の全治IH..カバーでさるかという点については.簡11¥

ヴァ γルヂシ yディ (Snrvfirthasiddhi .I;IHH戊就}符 にぬじることはでき心い、ただきわめて大主かむことそを

段が.J1U1Cj[tlQで坐している刷所11:人:J¥!t.t遮IlIIの-1;1)担i いわせていたにくはら:1:，太山1M'iからrf;.fiへという以

来が受m.q.舎とって現れて. I放は-1;1)白，*，の点~を褐I 1別のむかで. ~.l1 tとか汚民心が f，rlから tl 自民:wtl; したと

らすにflii!c耐えているが.それでどうして無tのiE:r， いうことである. たとえば I~， VJ心と 11. 大Jß'(日 発""

:rtをえる ζとができょうか。 と密告するJ48}そこでこ 対多縦三鋭ぺ汗IJ~心j つまり. I hlil'.のIF.しく〉じ全fJ.さ
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とりにfuJけて心を発すζとJであったJ剖〉その持続心IC 多いζ とは，彼が仰六なお教家として往時から人々の~j(

もとづいて，さとりへの両者l，f，を・ー少一歩進むととの全過 ~~受けていた何よりの雌拠である。リンチェンサンボ

仰がー気IC集約されてきとりそのものと化した~1Jl心を 1ま . 仏教の御輿すなわち.. t;院のu設にあたゥて.nらカ

われわれは自己の内IC本来的なさとりとして持つζとが シミールその他へおもむいて工芸家を沼き .その1[1ζ当

できる.それが~i教の浄ri~W心である。 らせたとされている〈日3彼がiE術家としてもすぐれてい

[. ;1 じ ζ とが災計についてもいわれうる。呉m~~兄は . たζとl:l，リンチ A ンサンポIC対せられる，'yIC災術的Iζ

A:ia仏教では，それをP/Iえる ζとによって，党R.なとぞ 価総の高い虫剤や彬釦lの必品.さらにはm直のjjt怖が多

I/l<三)':.1呪IY-Jな役割jしかもっていはかった。それが術教 〈伝えられていることから縦察される。学I'iはそれらの

銭興になると如来のE4FTとはり.それを鴫えるζ とによ 美術作品をリンチェンサンポ徴主主として.f也の時代の作

て冗倒的なさとりがう~JJl寸ることとなったJSt}つまり 品と区別して特別の符価そうえているJ制〉われわれは今

はるかなるさとりへの1'1]:であった神呪が，如米のIi¥f. 凶の，調査によって.その隙式花見合う必作品をえる ζと

w.nとして価1IIi，?1暁占れ.それf)%ICさとりそのも ができたわけである。われわれにはζの大きなぷ術的iil

のの実現化がはかられたわけである. ;1'を総合的に研究し.tiJ介する義務が議せられている。

JにH金のお尊の画èrnrn~の怠'，l..~尋ねて.少し繍illへ いまは極有の制約から.きわめてかぎられた担1!J!量点の術

それた感があるが.以 1:のPE官民によって.阿弥陀仏を朗 怖にとどまった.全体的な解明l:l.今後IC期したいと立l

pXとする金陣IIW立{本マンダラの成仏語2が巧みに鮫紀され う.

ている点IC.わたくしは次点から*教への仏滋以IJIIの滋 注(1)タポ寺(Chos・hkhor Ta-bo)はリンチ A ンサン

ぬづけを感じとった次第である.この錐)Eがもし正しい ポIC似せられているが.1 Jt!t*~ICカシミールのジふ

とすれば.わたくしIi.A:rl'l;l;のおnの製作ないし1'-'.戊 ニャーナシュリー(J白anasri)が3年間乙の，'ilζ織

はリンチェンサンポその人の術導に帰すべきであると恕 在したと.rmllJ IC:~録されている G.N>Rocrí-

う.それというの b.リンチa ンサンホはま荷択の翻訳rr ch.The Blue Annals，part 1(1949). p. 355.li，1寺大

として.多 くの絞~~ . ~~II~を品川fした人であるためであ 日常Ic6l¥!文が伐されていて.ζれにはこの々が倣初

る 彼は大乗仏教の絞典 ・品川敏卜淵1.fllili加郎ならひ1ζ にi<f~曜の先組により巾のlT'IC(lllillされ.それから46

畑I!;1ft伽現iの浴教事手ul!やL品川~l'i部近く錫沢し . 九tlt~ 年後の今王家のånfXであるi阜大なチャンチ .~ /ウー

'I!I正予 Yダルマ玉の餓仏以後の後i丘紛のチベット仏教を (Byan・chubりod)守EICよ勺て修復されたと記されて

jl，i興した中心人物とされてt、るJS2》その顕節減に烈速 いる。 D.Snf'lIgroyc.13uddhist Himalαya (19 

しrリンー!-.1.ンサソボIrt.，て7ボ与が(lllillされた附1::;. 57)， p.l84でl:t，ζの五が10世紀のエーシふーウ-

JJUIJ.!.るような必自lのある人 11'引の;/'i~j(の配的がなされ (Ye・主es-~od) Eの引であって. エーシ£ーウ一七

たに縫いない守 がCくなった IO~O {I'IC修復が行われたとして.タポ

今lul!llll'tしたタポ与をはじめとして.グゲ地Ijのトリ 寺のj¥llilll:l996 iJ'か 1飢渇年の111の年であったとい

ン(rnTho.ldin)年であるとか.ラダック地/jの了ルチ う。いずれにしても . ζの寺の 11世紀初傾倒I.I!~見は

(1¥ I(11)与など.リンチ 1 ンサ YポのI.I!犯とされる与が 動かし悠t、。
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(21タポ年li.現在はケツレク派(dGe-lugs-pa)ICぞくし.

ダライマ政庁より派遣された 2人のへッドラマが守

仰の監併をされている。主な二年'i;tは大1-1勺(Tsug-

lag khan本堂)，前堂(sGo・khao).進法岱(sGon-

khan) .金堂(gSer-gyi-Iha・khan)，?ンダラ~

(dkyil-khan) .ドムトン大金(~Brom-ston・Iha-kh

an).弥fJJll{Byam5-pa-chen-向上ドふトン宝仙Bro-

m・5ton).カルチ;0.:/堂(dkar-byuI¥)で偶成されて

いる.しかし乙のなかには新しい住liHi:'iまれてい

はいし，近い将来ダライラマ法王をおmきするため

の迎賓館とでもいうべき新~を岐内lζ !.l!，(ll:'IJである。

Eの他縫内l1l!には多くのチョルテン (mchod-rte-

n)がillてられている。一説によると|令書ポ与は合

計 1081!のチョルテンの唆で閉まれている.Jlll4'智

l教.lR.ローケージュチ令ンドラ ra脅w.教のi.UJtボ

口プドゥ，川ニ1.官官教文化 131I}. 41ft. はおtft内地

の凶解は， G.Tucci. Jndo Tibet.ea m. part 1 (19 

35). p.25. A. H. Francke， Antiquities 01 Indian 

Tibet vol. 1， p.39. R. Khosla， Buddhist Mona-

stcr.es川 theWestern Himalαyα(1979)， p.38. 

(31ζの丘仏ないし四様替磁の比定はG.Tucci.op.cit

p.26f.， O.Snellgrove. op，cit. p_ 184. Khosla， 

op，cit. p.44でなされている。そ乙では後世の繍tま

による鐙執Iζ合わない2苦手の時僚に問組があること

も指摘されている。本報告存中のE喜本占高文47s，以下

谷照i。

(41たとえばアルチ三悩笠2階の東!1fi1・IJ!授にある削舗の

金帥IW...ンダラの37毒事のうちの円以内隊参11'目。}公良

イi鹿島平説 『マンダラJ(111156) p.071. 

{51大正必18.295真上一中

(61!1i内覧し r初会金剛碩経の研究(上り{附58).78-

82良.
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(710. Snellgrove，op. cit. p.288. 総長有鹿『密教経

典解税J~見ft:\'官級~，事 2 (附56).185頁.

{81加1厳敬'#nr...ンダラJ(iiiils)p.016，017(四面 ・智

準局1)，V-18{附I(II・tr.法倫印)怠限

(91 r略出念品絡』谷第 および m~縦絞』のアーナ

ンダガルパのiWfI(L 俗!~-tï鹿『金剛界~茶織につ

いて』徳教令研究10(町153).85-86民

自由織内前ISJ1.30ft 

OD B. C. Bhattaehnryn. The J，αina leonogr，αphy 

(1939¥. platc Xし10.

O?l党支(~IJ;lR) 印が転校、愉同1であると I詰初IC帰郷さ

れたのは約I己符~'1れ唱 1:である。 r~守賢金属関磁j重の立

体マンダラとしてのポロブヅゥルJfPl!越後の研究』

〈再刊日目57).477 n.その後総長有度同士，頒i.I本

宏教俊も乙の授にもとづかれている.前ru密教研究

10. 88-90ft_額，l.ドArAd刊 yavajra研究'1).

密教学13・14合IJf'I;(町152)， 148頁.rチベット¥fi

教の研究J(附57) 131 Ji#照.

03.企i左前fgJa文~阪:1. ¥斡.rx乍研究10，88頁.

日品管移印と51!なる l:;:t文印J{i. 37~t品分の解釈とと

もiζ後述の凶中公IIJllx.の.;見.問中氏11::よればチベッ

トのifi砲の僧似たりでむく.いわゆるゲシューとか

ロプンといわれるお仰でも口本IC見られる智拳印に

ついてはま勺たく知滋がなく .7ルチ寺のような智

移印の大目像を.Q.せられでも.乙の仏が何の仏であ

るかさっぱり分から俗いのが実情であり， ζのとと

からチベットでは fチャンチ A プチョクJの印とい

うのは外線してlI]!li1をなでる I~J という風lζ即解され.

リンチェンサンホの伝えた11本の智場印と向系の司1

は早くに忘れさられてしま勺たと給ぬづけられると

いう。なおζの印IJ.A.K. Gordon. The Iconogr-

aphy 01 Tibetan Lαmaism ( 1959)， p. 22の



f uu.arabodhi J(?lの向]とー致する。

OS. OGijija:n:;，著書照.~IG"Hがjjíllß論文中で示された

『サーダナマーラーJlnl.277頁の Kalpohta-

ma rici-sa.dhanaの淀文町1(?bodhyangi-m. }Iiチ

ベット況が示されていないが.ζれも fbyar¥chub 

mchogJである MmJJt，;d\~80 . p. 233. 3 -2 

(Nn4162)同81，p. 11. 3-6 (ぬ4346). 

4百『ニシニ.'マンナヨープfーヴγ リー』と『サーダナ7 ・・

ラー』中の髭lit遮廊の rbodhyangiJ印の当銭筒婦

は以下のとおりである

1. NispαnnαyogαυαU，G.O.S. No.CIX(l9491 

p.44. ll.4-6. 

2. Sadhanamala(vol.l ).G.O.S. No. XXVJ 

(1925，. p.277. 1.12. 

kの 1の 3箇所. 2の I~婦の fbodhyangi.-r以

ドの勾本で!被合した. 11ζついては5本照合ー

A. <!U大写本 l本)No.217，foI.53a-5.foI.53b・3:

bodhyagrH2) fol.53b・2・bodhyaf!lgrilI} 

B. {潟大写本4本イ. A25. ロ.ca8.ハ.cha 

364.ニ.17} 

イ. fol. 32b-I-3: bodhyagrr{3}ロ [01.43 

8-6-[01. 431>-3: bodhY8gri(3)ハ [01.44

1>-2-4: bodhyngri(3)ニ.[01.428 4，6: 

bod<}yagri( 2} . [01.42& -5: bodhyamgri(ll 

21Cついては3..j..:照合

C. U巨大写本2..j..:} No. 452. [01. 73b-9・bodh-

ymgri. No. 453. [01. 104b-4: bodhyal!lgrT 

D. (日大写本 14') Cll 26. [ol.85a -2: bodh 

yagn. 

以上のとおりとなq ている.ζのうち点線を施した

bodhYIlf!lgriが問題を解く鍵とはりそうである.私

見でl;t校:rr~が乙れをbodhYIl"gÎ と見ぷゥた*M.品が

bodhyagri とはゆ|のfH印の出現とな 勺たのではな

いかと思う。も、寸れにしても写本にはbodhyangi1:1. 

ff在しない.それでは祭I:Ji伽flI!の文献であるPail(;"

o.haral:l.どうかというと . ζの拐の写本は身近かには

いため調べるζ とができはい。校訂本のテキストでは

多くの写本が告書照されているが.なぜか fbodhynri宮!J

の箇所ICI:I.注記が伝く .";4>:IC 1 bodhyagn Jとなっ

ていたかどうか-1，nである.H. Shastri. Aduαya 

uojrα-sof!tgr.αho， G.O.S.:-;o.XL(l927l. p.41.1.9. 

ζのチベットぷか fbyarichub mchog Iであること

は.頼以前lU.命文谷lK¥.¥彰教学13・14合併号 148U。

わたくしは乙の 1bodhyarigiJも多分ICfbodhyag-

ri Jのur能付

l:l.llJ]lc Kudrstinirgho.tαnomが載せられているが.

そのなかで陀el4J1!lの向I/);. bodh yaIlgi( -gri> Jとさ

れているためである I"J，'} 5 ，(0 ir 11参照υζれは校

訂n臼らが4白官ilよη，j，;の-(11{げを-r;.したと11・1111して

いるようにも受取れる.リ4:i:-検討してみはいと分ら

ない乙とではあるが.むし似本か bodhyangiJであ

るはらばか勺ζ内の・(a}gri1;1.チベット択で!，~~!し

はいかぎり出てζはい{チベット訳は byan chuh 

mchogJとなっている。 Jt#-版68.p.272. 3 -7). 

しかし校訂将がチベッ ト~を~，照していないことは .

J'f文にそのιとが記されていないため明白である.

OIDKriya.sam凶伺ya.ed.by Lokesh chandra 

{Satapitakaser.cs， No.237} p.217， ll. 3 -5. 

o!t!U大写本No.111 (総減目録).[01. 132 b -3 -5・

bodhyagri 

唱曲W.E. CJ a rk， Two Lamaistic p，αntheon(1965)， 

P.1I5(4 M 4のημ)およびP.123(4A25の写μ}

乙乙での印有]1;1.rニシュパンナヨーガーヴ'T')-J 

所織の金卸l界7 ンダラの毘慮遮孤の印紛と完全IC-

-0-



致する.俗長自iiltlii文，官官教学研究10.89民参照¥.

tlll r vIlmc vajramu写te!;tarjanyii Ulthlt!l'y百

dak号i¥]evajramustin晶gral、8¥]0soli bodhy-

町Igi(?)mudr!l'JNi宇Pαnnαyogav.αli(G.O.S.

C1X). p.44.上注松長這文89IT.

C!:dCf. Clark. op.cit.. p.123( 4 A 25). 

tl:Iしかしbodhyagri-bodhyangiの厳令長がはぜ-ID:

ゃ :urでなくすべての校訂本でむされたかは.正iO.

のと ζろわたくしには全然分らなも、.ーお.liHJIIC.

おdhanamiila(1925)で行われたものがつグっきa

lζ.i!l!Sn/x応したものであろうか。不込1ii高むζとにト

.it! (18のil:>Kriyasamllccαyaを111版した口一ケ

ーシaチャンドラ氏は r~I~ ri'舘教のlll~J'ポロブドウ

ル(・).(密教文化 130)48UでI¥!.li!巡加の約第印

を続可jして. JVl日 panna，p.4.1の金剛W 7ンダうの

skt.を';]1fJするが.その文の段後の{校rr本の}

r bodhyo白gi・mudra"が fbodhyagri-mudrnJと

な勺ている 校訂本での fbodhyangiJI!ζζでI!

1ったく貴It観されている。なお.ローケーシ A チャ

ンドラ氏がtR摘されているように.インドネシア』ζ

伝えられているI是正E主主搬の印"".1.，';代の文献では.

] hodhyagri Jであるととが知られる。 Lっさい11::

1"o'!"mをむすふ大目釘1来の作例1;1.rインド平シアa古

代X!~i似J(共同通信社 1錦1 )匂A31#'-l!. (ζの¥"}

弔問lのll!a量生理事ICOOする文献や作例について.!JO;~ 

外(k)"h六千戸石井利子Jif減より.I:!.. I!!.を受付たρ

似JfIß1'(lìííl!.l~文 . ~教学研究10 . 97J.l令書!問。

関総長 ・1m除iiiHgr'?ンダラJp. 205参1l(1。

盟国『インドネシ7占代美術以J?}:l'! 5の人"如来坐像

$ft(l. 'f. J'.I.員四月によると.との大Hの印刷lil，ltIlH足

、干の陀虚連勝像』ζ近いという.ζの肉lが思仰向iとも

いわれる点について，ローケーシュチゃンドラlIiilU

白書文参照.Wi教文化 131.36U. 

釘}岩本総 インドネ νγの仏教Jrアジア仏教史イン

ド編VIJ (11ll48) 295 Ji。

O1田中公明氏の111怖によると ζろが大きい。絵本災 4

『激悠li司の研究J<t渇倣t111{i!2) 291 -315民多照。

ω河内智滋寺の大仏lijiえられていないが. !l'l武)Ç ~l

がζれを礼t干して自分もIムlじようはa舎軍事仏を巡り

たいと発願されたという. r続日本:~J 天平勝定元

年12月の条参照.

倒乙の仏像uの比~I;j.. 'j':nlCよってまちまちである.

岩本，iiiJm品文291n:で1.I..f.!迦fl:/e.~:JGliìíil!.l rJll1敏

経の研究J476 nではil!.r，:世遮J郎仏とされている。

ω綴ZI本:gf ラ'?t主凶~からはた大口知米と不動明王j

密教学研究11 (I~l以上 l1Äι

cot也諭 I懇』軍部1(tマンダ争とその観想J¥fJ教学研究7

(50). 27頁以下.

関以下は主として小体鍋持 rl!¥l!l!i舟(t鍵茶援につL、てj

*教学研究11.144民による{

ω総長，iíjJ(l論文~Il(l. I事~~倣'下研究10 . 89賞。

関Cf.Nisρα"no.yoglf，凶 lip，66. r ~盟なる釈迦獅r- ]'t

E事は.大飽ta遮淵IICして金色をして.紙法鎗印をと

る。J後法 (38) ~p.'~. 1111]1公明『チベットの主主茶綻

について. (;n-In))チベ y ト文化研究会報7-1

(l!制).6 IT. 

B回以上と関迎するζ とであるが.作例上比校的占い時

代のrura遮Jl!lRtがかなら4'しも純白Icf乍られていは

いt.¥Iζ注;c，(したL、。その a例tJ''1ボ与の四而四体の

!M:t遮郎倣で.乙れは，'，というよりもややお味を41;

びている。ラダ '1~でもリンチ￡ンサンボIζ紛'l!ら

れている紡;IfのlI!.taif:lJIl(訟はすべて金色かまたはそ

れ，cj丘い身色を{，..，ている.ラマユル~'j童福子級官の

転法鎗印のlI!.l:!i!廊像(，，!倣}も.どちらかといえ

-44-



ばiß色である。またスムダ身大口~めf!mt .ìlUI~

{事図像)，~貧色であるし， 1，;Jj品IC7)レチ寺大白常.

7 ンギa寺大日常の1\!.14量IlIß~も定印ではあるが.

身色は金色IC作られている.乙のような於色または

金色の身色は f諸島I!I!l.'Irft軌』の釈迦牟尼の身色IC

数している。金剛l界バ仏のl拡u!巡郎の身色はどの終

軌でも向色とされているから.ζのが、でもお色の身

色は釈迦$尼との泌r"Jが行われているようである.

ζれと合せて配慮すべきは丘仏の阿関の身色は汗色

であるのにときどきFlf!;にされている。乙れももし

かしたら f惑星空11'1rJ.帆』のIIUiの金剛仏頂(触地印

， 1:1(2)との泌ri;)ではないであろうか。そう行える

とl¥!!a選郷と向関との関係ぞJS'1Iせずとも量MIC.Pl!

併できるように忽われる. r ftl!l!1!'f浄敏JI~八i世紀

のプッダグヒヤ ，Yーナンダガルパの時代からさか

んに注釈3が作られており.リンチェンサ Yホの頃

までに相当の旅行をみていた。すでにリンチ A ンサ

ンポの時代以前から， ~{i加問iの智1{s印の毘E軍遮IMIと

+止法倫印の釈迦ヰ~I己とのI鑓r..r . -致が行われる条件が

祭っていたといわなりればむらない。乙れをもって

わたくしは，!¥U世紀ζろから.五仏の主尊としての

転法偽印の昆Qt遮郷は(f.(f.しえたと縫定する.

町cm百和川1レ川，小lト、事糾林蜘~杓i河叶ぶ訓liが前ii狗iH焔t品~Jâ晶文重診主R照(!. ~際宇缶;星教枚1("ρ学t

Bω団わた〈し{はま種々の検』付~tの払給t3処』品~， ζの結lalCi書したが

r:!u!豊前浄軌』の転法紛町lの釈迦牟尼を箆.~IJIIと

する.P~解がインドの令指のr.~では行われているよう

である。 B.Bhattllcaryo，op.cit. (G. O. S. CIX) 

p.681C， rζれは釈迦ホj己の異名である愚直~mn.

(引のマンダうであり .釈迦本Ieはζ 乙ではWl，
給月lをもってw.G量進lJtIと・殺させられている とい

う.ローケーシaチャンドラ前Is迫文〈密教文化

130.66n>にも， rムンドゥトの7 カピルシ+ナIt.

法鎗iEfJをなす。 Durga Liparisodhanamllり~alaで

もその.iaiりで， sri・Sakyasimhobhagavan mah-

avairocanah suvarna-varno dhrta-dharmnca・

主主主udrlrt例措P'texl耐とあるjという(下

線は喰省入

roSnellgrove， op.cit. P. 186では右の却をKhaso-

rpa~a( 観i'fi>とし， Khosla， op cit. p.44では.

Padmapã~l (越!，ll-)としている.

i<<)コースラ氏のζの怠J.I，(khosln.op.cit. p.45) It. 

Snellgrove，op.cit. p.186 1ζいわれる獅手織に併

す阿弥陀仏がI山1の脳銭的な仏陀としてE11Hされ.

ζれにたいして他の11:仏は自己伎を失うとする説に

もとづいている.^ネルグループ氏はζのような阿

弥陀仏のおい地位の縦割患についてはまわりくどい袋

明をしている. それを~約すると . 五仏を統総する

第六仏的な地位をもつのはタントラ仏教では金時l族

の金持l雌珂!カサJt金附lであるが，ζれICたいして主li情

族の阿弥陀が婦となるのは北西インドとカシミール

においてで.それが中央アジアをへて日本に(z;:わゥ

た. のちのチベット仏教で選挙族の軍要性I~~外で

あり.それはニンγ パの閉包パド7サンパヴァが阿弥

陀の化身とされているζとからでも分る。 ζうして

阿弥陀の報身である似汗が守渡神となり.ダライ ・

ラ7 は観音.パンチ..."/・ラマは阿弥陀と悶ー組さ

れた.ζの二人の高僧I~ゲルタパ{員制派) ICぞく

し，その閲飽は文総の化現とされるツaンカパであ

る。したがってこのラ 71~文章車が所属する処a遮lltI

の知米族ICぞくする。それはパドマサンパグァをJ慢ず

るまI相派とはI又5)11 されるが， 両派から~~.持されてい

るのが阿弥陀である.それゆえ乙の阿弥陀がリンチ

£ンサ Yポの寺{タポ寺〉で冨l-位の地位について

いるのは非常に興味深いと.
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uu rまたそれらの遁花上IC四人の仏たちが現れた.... 繍 遺

…これらの移き仏たちは.貌れるやいなやそれぞれ (1 1本報告3作成のtljより~、のおにI則心をぷされた極旬院

の)il'lにある獅子陸IC坐った。JSu凶 maprabhα. 大学級岱本n;，fx慢は、脱f;l後IC:J;¥);'T;本の SadAcnamit(I

sutra.cd. by S. Bagchi (1967). p.4 大，F.~ 16. でも校訂本の見直置証gmlのI~)である bodhyañgi は、 bo ・

40.1 14 ド~RI目。 dhyagri とな勺ているとjR怖された。その館所は、 M

It2lA 1I'.1Il 20. 235頁下.同269頁.". 大写本N<l1 02 (l~.m-1量的、 334b 3の bodhyagri で、

ω大仕必20.26貞中. ζれは絞訂本ではvoJ.2. p.569.1.2の bodhyangilζ対

ω常事皇太>il也IIH支lls仏教受験JID-78肉iζJt，警官山 応する.ζの指舗は在、の~，づかなかった点、であるため、

{刈雨量E安県}第一大ゴ監視正uriWj1:部の阿弥陀三 早速東大写本ならびに.:':，Aη....の内銭箇所を調べたとE

~U{t参開1{，乙の阿弥陀仏は獅チの台1'111ζ備す. SI'oIC ろ各本とも bodhYlIgriとなっているζとが分った。

11附人:"n1年 (611)とJ己されている。 1，，)r:;-f.角ft("'.J 京大写本ぬ452.161 11 6; No. 453.228 a四 4

(1111 ，i;) 91J.'.i. 応大写本No.Cn 26. 181 b 2. 

{ゆλ:11:必10. 846 f.i下。 頼M教慢はさらに世1111Q{制Imlの文献であるAdi.k4T11IG・

1鉛1，;)1:.以8U )'_. pradi p4の校訂本(Pous剖 n.Louis de la Vallec; 

何これとr"jO!5'の見解がローケーシaチャンドラ前倒 8.叫 dAI.8.・;El叫 C# ~t MaterlGtI.X. 1896 .......8. p . 

.a文[1'1こ，I:!られる.r諺厳緩ではf守買の大努以(Bh・ 198)中の五仏の毘慮迫廊の仰が bodhyagnであるζと

のdracari)は阿弥陀の係当医t時界Iζ速するζとであ もf旨鏑された。頼百Hx慢の，'l・Fな助.;1ζ感謝をよーしたt、.

る.J (払・教文化 131. 40員}つづいてローケーシ品 (2)(1 )で記したように州日教慢が給怖された僚所は新HPTi

チャンド云氏は.ヂボ王寺の37'f!1.(33時?)のマンダ 伊lのため、J江大大ヴ院の可，.. Ij:N仁悦生(同士ぷ穆)をMi

うの喰luiFlc術かれている釈~~伝と i時!吋のi凶I!t似lの わし、注(1司C.Dの S"iid.何namat互の bodhyagriの

ill統的.WJlIC.J&している。 liiJt: 4 UJ: $ R(!. cf. 相当1宵所をぷA"f.I本N<l119で凋べてみると、113b -1 

Sncllgrovc. op.cit.. p.181-t88 . IC: bodhyangriとあった {ζれは今までのどれよりもも

峨財内寛仁 nn会金期預絞』の所;曜についてJr火采 っとも -anglに近いnllすべき・)C例である。 しかし

仏教から宏教へJ(軍事又俊教i噂士山総紀念:泊'l!.町I -a~gri r;~線 -ngn のEi'Gであろうと思われるJ

56) 308 A. 窪寺院生はまE切にも 1:犯の他IC.本の点火写本{目。

附総長liiHI.h11参照。現代*教必噸(て).160-165 f.!. 117と 118ただしド;ぬ寄り. Hl.! N<l 102 は下品~mりでは

側1111:~・1号 I ~I足心の呪術性J 向l仏師130 2. お8以 119 )について i と II;I~J_てh刷会検設し(ただしぬ 118

51)松1~1íI1l ri'l'i教終!処成立史論J(1I{j55) 93l'i以卜・。 はぷ完....のため ・カ J~rのみ)、そのいずれも bodhYllgri

al公I.({JIA'rラダックJt!!方におけるリン r_，ンザ Yホ または bodhY!l':ngl'lとな吋ていることを知lらされた。

の必r.'lの"l.l1't縦告J色:教文化 129 (I~155) 1 a. t"年院'EICI'，{く‘~~.射する。

6.11丑1-<liilllJ r...ンダラ』解誕25n. Nn 117. 76 (l・9;I(鴻:1 6 (horlhya官ri)

6411..1 1: ，'1 25Ä1S~し ぬ 118.15" 5 (hndhY"lJlgri) 
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タボ、干の伽藍配i71~ と諸堂の密教美術

9ポミ干の伽fi両己i711J.A日堂(rnampnr rnan mdzad 

k han )-JIUj IC Ijij宅、内)jIc後~および泌総蛍を付服す

るを中央とし、そのI'IViIC金常(gscrkhan)、マンダラ

々~((dkyil りkhor khlln)、ドムトン火笠(ちbrom

st.on Iha kharl chcn po)、JtJJIC弥勧A堂(byamぉ

pu Iha khan cher、po)、 ドムトン'情的bromston 

Iho khar'けを、主た尚)jlζ少し縦れてカルチ a ン .j;t

(dkar byur¥ Ihll khllr¥)をそれぞれ配するものであ

る.その存械は.u何事~84 メートル、十~jJt的 74 メートル

と広大であり、ァダック地方において川大の与峻を釧千I

Fるニャルマ，'i'とはiまI，;J鋭校である。

(1 ) 大 白st

大IJ笠はil!)jl'liijをとそれに後続したA法令、及びPG

)jlζ後~を配喧るλ制限なものである.ζのさ主の特色は

，q町内全体が:1 -U-の時f主によるな{本立止条.ilfiをなしてい

るζとであるo '1'央、後3itll.，ζ践し、 +r.il，愉印をま占ぶ附

J家 ノド 統治-

図 l タホ，1;:大11営立体安4高級のb育成
~lW，については別表のìll~jを参照

耐肉体のmt!l辺勝仏をrJl心とし、阿曲iの1i1.1ζ金働界の』長 男えられ、内総には仏像は江〈、比般的街らしい!l両が

ぜ'j. 0 十二体を~する 1，'11成である。{勺 ~V，$P(I) 阿}jlcl詣かれる。'"phjにはツ定ンカパと 4 人・弟子、阿弥

1ををは内部の後)j此ひソパ'-iの ，)jがさらに略で仕切ら 陀仏と越稽子汚品種 ・ <î>.剛f.~~量の両J断午、 l'・ffiit!m'、

れた形式をとり、 i聖徒ICは中叩として必印の阿弥陀仏が 問符観音などのU:~"j.がみられる。

mす。むおIjij可:?~む}..:11等:の備IJ~はうダック地方の7 前窓の北側IC(.t.wlする.'i圭堂は後lζJt)~草されたもので

ルチ、干における人11<~の防成と Jtit!íしている。 ある。正面(Jt~) 1ζは中将たる tÉ~腎(Chos rgyal)の像

Ijij本 l;t λ;11情、 &.び後室よりll!~高年代が析しいものと が附す。その他Iよ1べて壁画lζよるもので、正面L1.1ζ1;1.
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A 大日笠

B. 前~

C. ~盟法令

D.金1it

E. !iB匹緩急・

F ドムトン大笠

G 弥紡大笠

H.ドムトン蛍

lカルチェン1¥
国

一lJつ

凡伊IJ <:D!'.!向

x!l!画("t1J;溶)

O g担像{大日常l立図 2 重~P.(l)

~12 タボ有伽l!.'i促il1.図
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やはり法帝とその紀、 他の三}J~Iζはヤ7(Yama) 砂刀

めとする法*の移民の諸護法時がlIiiかれる。なお護法笠

Jc:は冬期の仮面舞踊祭lζmいられる仮耐が安E立されてい

る。

さて本論では特lζ大口笠の立体長茶縫の術/Jx.lctセliし、

論を進めたい。乙の立体安~線については、 すでにトゥ

ッチ(1)及びコースラ(2)の報告があるが、主企茶mのf持成

や~~名比定lζ関して;伝子疑問のpftがある(3)。本名1立後述

する~R割引とより 、 先学のや1t!Ji1ζ対し、 部分(~JI(修正を試

み、それに2Jiづき各切について順次述べていくものとす

る。

まず笠のrl'央1<::座すI'q孤肉体の①lむ置法ml仏をi収り1/11

凶 3 {l) 7Jレチ存大日~立体位ヨ高級

(2)小スムダ寺大11:'~:\'r.I，本安楽締

3 

00  00  

00爪 00:

00""001 

00  00  

凡伊'1O~H担 口喧l'明

む如く 、東雨宮雪lζ阿閥系のよ者切(Atf) 、 I羽陪~I<::宝生系

の議時(B1lf)、i1G:ltl遣に阿弥陀系の諸時(Cf，干)、そして

~t.ll! \\!I<::ぷ空成就系の諸勿(D r，t)がそれぞれ八体、 計

三十て体が配低されている。 ζ れらの防成はtr.布C~( 前

北1踊) 1<::円仏とその各~4f.見近の3;綴を配し、 iiíi後段(東西

而)Jc:内 1''lj)l;1~女、 外1'4供1\女、 及び閲持{-l1維を各-'iJ.

ずつ配するものである。なお乙れらの'iJ.&の持物はほと

んどうたわれており、持物を持する姿勢、身色などの像容

から'iJ.?，が判断される。以下、各r，tどとICJ品泌する。な

お、!高弧内には身色と袋勢を/T，すが、姿勢については持

物を符するものとして況述する。

|刈4 (1)アルチ与金御l界M~匹縦

lqrJ二J.，.. .-β 
、
‘ 

。。
(2)金跡既成身会長占号線

。121 0

(松長イif.担解説fマンダラ .1の図版より)
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)JI)表 金帥l界マンダラの諸~\!

f開tIζよ
、~!~、. で主 名

る身色

五 仏 I 見JilI遮那 白

2 阿 関 亡f

3 3i £ヒ tf1. 
4 阿弥陀 赤

5 不 ;1t成就 毒事

四 証主総蜜 6 金剛証主総m白かにf

7 宝主主綴 m ‘'ti). 

8 法法織蜜 赤

9 四証主綴 E置 緑

内四供養女 10 金剛 Til女 白

11 金問1):髭友 』世

12 金剛歎女 赤

13 金剛 舞 女 緑

外F刊供餐女 14 金剛需女 白

15 金剛 花 女 1量

16 金剛l灯女 iIf;ミ

17 金陣j塗女 総

四担{~綴 18 金期鈎 自

19 金属両議 』世

20 金剛$i'I 雪E

21 金時l鈴 緑

十六大~磁 22 金剛健 I垂 白

23 金防1) _[ 策

24 金剛愛 亦

25 金隊~ lf， 事E

26 金 剛l宝 i員

27 金問光 z牢

28 金剛! 締 "・1

29 金剛笑 じi

30 金防l 法 。 佐!

31 金樽l 手，)

32 金剛悶 1自

33 金剛:~ 赤

34 金 剛 m 緑

35 金剛;獲 tIi 
36 合隙j牙 ，，s a巳

37 金剛1) :1(>; 島:~昭

タポ寺11:トゥッチiζ
おける身

よる称名
色の央和l

V V 
;Jj;、

臼

a -・j'

金剛晶1

金 剛 鈴

金剛言拒

金 剛 必

自 金剛磁t垂

-tf 金 剛 王

菰、

持ミ 金 剛 肉

金問:~

金 剛 法

る恥

11¥も

(A群〕何 閥 系

I輔自主I?:は②阿関仏(Ak!!obhyar~Í'色、 左手腰11:傘、 右

手触地印)をゆ心I?:、左右IC十六大菩続中の阿関の凶親

近が配位される。すなわち、まず阿関仏の左端より@金

剛磁l垂(Vajrasattva白色、』正手綬iζ弟、右手験上I?:て

金剛併を持す嬰)、@足並隊j王(Vajraraja白色、左手腰

101持、芋;手膝上I?:て鈎を持す宝~)、 また阿関主日米の右担1)

11:⑧金剛愛(Vajrar品ga赤色、 弓と矢を持すOi)、@

金剛E(Vajrasadhu i守色、善哉の姿);がそれぞれ配さ

れる。

点墜には向って省方より内J1q供養女の内の⑬金9即I)tl.i女

(Vajra 1品sy晶白色、両手金剛伎、怒びの姿)、外四供

11女の内の@金側l呑女(Vajradhup品 白色、左手腰iζ

1(>;、石手勝上11:苔i!:~を持す強)、 そして入n側II:P4領主士会

綴の内の⑬金剛鈎(Vajra okusa 'i'f色、右足を僚に{'Tば

す念怒の綿)の三体が順次配される。

(B!:l)宝生系

南墜!とは⑦窓生如来(Ratnasambhava決色、 左手

腰I?:挙、主;手8塩原員町J)を中心とし、 /~右ICVq親近の~:献

が配される。すなわち宝生加来のl<.端 よ り ⑧ 金 側l宝

(Vajra ratna 亦色、 左手自主腰、 宇i'f.!iJlII/i11:娠りか

ざす)、②金附l光(Vajratcjas亦色、両手滑にて両膝

11:安ず姿、ただし両手は欠III)、 また釘1米の右11:⑧金剛

術(Vajraketu ，才色、ft.'f.m妻、布手胸前)、⑧ 金 剛

笑 (Vajrahasa白色、笑わせる袋):がそれぞれ‘1~ぶ。

西X警には向勺て£より⑪金調ドl鍵友(Vajram品la亦色、

両手胸両ij)⑬金剛f世反(Vajrapu~p品白色、 左手百~n妻、

.(.j乎ri辺I<:?i$げ、京をiE而I?:向ける)そして後室11:絞〈

泌路間1)1ζ⑬金鋤l索(Vajrapa号a鈍色、ん・手艇にJ供、イゴ

手を右}jl?:向け、会を持す務)が町l次配される。

(Cllfl 阿弥陀系

l:: ili勾は|主)I・3・4のおr}K一致する。
jt~i'をには@DJ弥陀虫日米(Amit晶bha <ll';色、 l荷TドIζ瓦:
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印)を中心とし、左右IC四銀近の菩践を自己す.まず知釆

の左側より⑩金剛法(Vajrodharma赤色、左手線IC

て遁撃をねし、右手五指を幻ベて古誌を外IC向ける姿)、

次Iζ@金IIJIflJ(Vajralikl1r:ra 1'(色、右n・1を慌て、釦jを

騒り、左l.i!ll恨の老を切る後)、 如来の:tiIC⑫金剛l閑

(Vajra hclu iIi色、左手慣除、右手膝上IC仰向け、八

編鎗をf寺す~)、@金剛必(Va)ra bh品写a<)¥:色、左手窓

際、右手を胸IFllc!ll< )がそれぞれ配される.

西R費iζは(0，)って右より⑬金剛歌女(Vajragill赤色、

口を聞き歌う漆}、@冶棚灯9:(Vajraloka み色、左

手腰、:tiTlcn燭を符す安)、そして後~IC統〈通路側

Iζ⑧金仰Is'I(Vajraspo¥O JJ'色、 両手で鉄II'lを I，~す姿)

が順次41;ぶ.

(0 r.n 不安成就系

Jt~~IC lol(5)イ，'1<:成就如*(llmoghasiddhi料色、左

手腰lζJ降、~. fi匝無授印)をι1]心とし、 ti.イjlC内観近の

よ普段を配す.1，正錨より@金開業(Vajrakarma緑色

J正予脇織、イiU時前にして仰向ける)、③金剛"聾(Vaj，'a

rak写aJJ:色、 碕手3仰として蜘ijll:ili.く}、£た如来の

イf方には⑧金剛牙(Vajrayok切刀色、胸'IojlCて両手

で牙を{乍す}、③金剛本(VII)rasandhi 必色、 1i1f>を

腕H'ljlC仰げ、イîJ~は{止してんY声のf:)jをfllう)の閥均が

配される.

L巨'¥1:1ζ1;1':" ってだ鴻より(13~剛舞友(Vajra mr1ya 

u色、イ1予を Uil'::1:げ舛制の~勢)、 ⑬イ量動H聖火

(Vajra gandh品緑色、ィ.T上方、左手下)jlCて商家

を駒前でのわせるようにして11，奴を持す盗)、そして入

I I ClIIIC争以b帥l鈴(Vajragal~1自緑色、 /正f.J1t、右手膝

1: )の t仰がある.

併があるが、鴨川孟噂名判断IC.r;1:の修正を要するとJt

え、以上IC考察した次第である。また各時の~\!終が必ず

しも終軌IC忠実であるわけでは江〈、先学が害事名磁定lζ

.~i5! した白紙でもあろう。従 勺て..j.;~ーではl):名SEIEの般

拠となる~Jifl!治時の配償法、 &び各~のZ事終、 特lζ身

色についてJ号えてみたも、。

まずS!JiI置:r.oの織成に関しては凶 lと}]IJJ.!とを対照.

されたい。()jIJぶには経軌とタポ々における身色のiヒ鮫

及ひ'トゥッチによる汚名を載せた )ζれらの称名Jヒ泌IC

l;lijUE各尊がほとんど衣体をおIIJし印綿が判名しがたい

ため、トゥッチによる写d5)を 割i¥した。また各時の和l

~1.::1I力なta~となる持物の三味JlIS1杉の大半がすでに欠

似しているため、各尊の姿勢と色仰を判断の目安としたe

また、チベット仏教における金側抗!~茶緩のお切の除容

そのものが一定の*'tfJLlcよゥて1111tlll IC妥るまですべてh技

術IC規定されているとは限らず、かなり自由な変取がな

される乙とカr"1I11t61である。とのずボ与の場合もその例

であると=号えられ、 ~名比定の陳IC~容のみをH~拠とす

る ζとも危険である。従ってお時のぬ~'<'11ζ-mの品lWH生

を見出し、その配flt.tも一つの般拠として尊名を比定し

句'・~。
さて図 lの主止条悩必時の配i況をみると、阿閥系(AIll)、

友生系(8 君事)、阿弥陀系(C 群}、 ;r-'~成総系(DI:J) の

併せ1がゆ尊箆底辺勝を駿としお織の形で配置されている

ととになる。すなわちまず十六六?等級については AI:J

の金剛密から DQの金目輝君静1C:fるまで右歯車1'::よ勺て配

列されている(22・37)。 またその他の菩援もA'"より、

しかも四仏と lJ!近 IC近い方より、内V4fM~女では紛 ・鍵・

秋 ・舞 ・外的供i'i:!I:では香 ・./jI.r.!.拘君、そして附H{1!;'

がでは鈎 ・ ~ . m ・ $~と順次石能している。つまり市首

以 1:0)"l' 1"，切による<i)，側II'J!.\1.体~~匹縦の偶成1'::つ lよ各時の配位iζいわば.(，線のtl，ItiJなるものが越fl!eされて

~(4) 
いては)jIJJ<のlI]jり、トゥ yチや 2ースフ ICよφ ー応の見 いると与えたのである.

-51 -



古くインドより鍵茶JIをf苗く際、まず東方より開始し、

次いで前)jと布役して術いていく(1)という。チベット仏

教でも与院や本将、仏俗、あるいは必{仰の而前では必す

イ1総しなければならなL、。種々の淡，Jt終日住においても本

却を右鍵して礼IFせよと規定されており、行滋の際は必

ず右畿であるEとは悶知の通りである

乙のようはイ{縦の刀法を、本米 て次元伊111:~"成されて

いるま止芸高級を一次j己的11:配するための胤触としてmいた

のではなかろうか.乙れを~Hけるむのがアルチ守人 11

常収体長茶縦、&ぴ小スムダ寺大11作、主体!t茶紐(悶 3

参!!(¥)である. "fJ，'jのSl!3事録のttí~1;については、lJlイE

(8) 
のと ζろ、すべてが比定されているわけではないが、

ζれらのU;t~の化慣がまさに沿線によ っているのて・ある.

つまりアルチ々においては B磁の他国E湾総を中心K、A

IIIIの F方に阿閥、 f:}JIζ宝生、そして Cl函の上方11:阿弥

陀、下1511:イJ恒l成就をそれぞれ記するものであり、とれ

ら閉仏の削序は小スムダ寺の幼合ともJ~.iillしている. -

Jj、 卜六大為政の順序も7ルチ寺の関Il:.!!られるように

A砺の下段11:ぬ ・ヱ ・愛 ・}ヰ、・1:段11:'li . ，i¥; . t賓・笑が

順次揃かれ、日，IJiの上段11:法 ・利 ・l刈・JE、そして下段

11:j! ・ 護 ・ 牙 . ~と儲かれている. (凶4.22→37).また

小スムダ寺においても、 9唱え11阿閑のt暗合であれば中坊

を中心l1:leド1l:i!4'、友上iζ玉、イ;1: 11:愛、右下lζ惑とイi

t発している。乙の刀法{ま平面の鈍茶縦11:も.Q.られ、 ~Jえ

ば7Jレチ，'j>命日開W1Il策縫{図 4(1)参!'{¥)の卜六大fS械の

配置Eはまさに媒みより順次右旋していくものである

(22 -37)。 しかしながら日本11:Il;わ勺ている金剛3平成

身会長茶縦(似14(2))においては布線のIJ;mIJは11かれてお

らず、 ト六大F，曲曜については中将からみてがI方→leJj・

後方という順序で配されている。 ζの問自については今

後の研究の~fIlとはろう。

(9) 
&Il: Zlit:tの.Q-1].についてま王軌 と民俗るものがh~~あ

勺たが、乙の身色の1:Jl1ll11:多少r_-t及せねばはらない.乙

の身色の経軌との不一敏の原因は製作のと乙ろ不明であ

るが、次のようなこつの特徴がある。まずH帆Il:規定す

ると ζ ろの鈍色の身色が赤色(~II j，( 11、26、35、37、参照)、

あるいは白色(15、23)に変化しているととであり、身色

l'一致の九切のうち/，坊がζれに対応している.次11:(') 

色が赤色(30~剛法)、またはï'H!.~( 18金剛鈎)1ζ変化し

ているもので・、ζの例は7Jレチ、いともはられる。すなわ

"(1 ち三JcI:1ii:束慢の 亀錨の金働界主主占UIf でもやはり金日開iJ，

が白色叫赤色、金目瞬鈎が白色→ ~i色と変化して焔かれて

いる。以上の身色のH軌との不 4 放については何らかの

似拠があるものと思われるが、 ζれも今後の.J!~として

銭ゥた。またu色が，'(色Il:変化した吋事(25)については

恥なる誤まりか、あるいは狼拠があるものか判断しがた

い。いずれにしても経軌K規定する身色が捻色Il:変化し

たものはなく、 ζの"I;~ も一考の余地があろう。

(2) 金堂

金堂の四面の胆肉1;1タボ寺の;(0-:;1:のm耐の中でも美術

的Iζ必も向く ::1価されるものである.1F.lfii(丙噌)にはrt'

官官たる③釈迎i釦1*、および舎利郊と 1Ji.!l!の同総侍が、ま

たそれらの!r.;(il1:@跡勧1描と6)繍r;骨量州首かれてい

る.Ir.函(丙il担)1ζ1;1/;緒よりE!>'J医師!!n:長、注取手と金剛

F の両脇侍を従えた@剃弥陀如米(amIlabha)、《汐?~測

の三時、 ;("而(比 I~) 11: 1ま£泌より<D全知成瓜I遮1111

(sarvavid-voirocana. kun ri宮内11)1)fD緑ターラー

(l品ra.sgroJ ma) 、 q以ιm~勝(u切符aVIJay晶}の z

nがそれぞれIU&怖かれている。人1Jのあるll!!l!は⑪/，

1守7 ハ司カ・・ラ(muhak品Ja)を中心とし、 /五イil1:れ々

内"を配する備f&をとるもので、/正})Iζは@1'~月( (11]. 

で二耐六将、1Ill'íの 4績か ?)@9 ー ラ ー (tãr旬、~)毘

沙門天(vaisrlIvoo;lO)、⑫馬頭(hayagr;va)、 またふ}j

はー仰が剥訴しているが、③金剛F(vajroplIi)i)、 @J;
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不動(acala) 、 ⑫四?tll!~・ (avalokitcsvara)が術かれる。 なるさi¥:1C相当する。1Il災、マンダラ:1:!:は公然や信者

以 tの必tYlまいずれの鎗郭線もすべて鮮やかな金色を にさえも公開されない.またマンダラき置は滋頂堂で

もって術かれているのが特徴的であり、その色彩と線の あり、師が必 flC対してa~起のf寄りを伝綬する裳で

Q~ 
運びは俊雄な気品を感じさせる。タポ与の{則自の必明に ある{後略 )J

よると、 ζの堂の『金やJGOという名体はそれらの金色 そして乙のために7 ンダラ令の内織には仏像や怨到置など

の輪猟線によって'な内がi.E厳されていることICIII米する が全く存在しないとぬf!月している。乙の身えんil;tfl本訟

という。 教のぬ合においても成立するむので、たとえば東寺の伽

そのほか堂内の併には釈迎知米や郷子等の浮彫りが』庫 区両eil'1をみると、満頃専修の.ili1qである置rm院が宅車内の

され、ぷ)~ICは八点作紛の一部、 Ilt点、あるいは金総14 内I+i昨日のー域にある乙となどから、ト ゥッ Fの凡解のご

(garü4a) で事が焔かれ、~術的にもすぐれた1"舗をfj し とく、タポ寺のマンダラ常が泊附設として綴能していた

ているとJtえられる.なお金堂の喰"I'itlについてはトゥ とみるととが光分吋能である。また7Jレチ与 壬府金のニ

ッチ、スネールグロープの両氏は卜六世紀成立のもので 隣は金制界系の?ンダラ君1でt.I'Il点されているが、乙ζ も

あり、かつ中央チベット段式よりむしろインド線弐の影 やはりlnJ僚に滑fCIの場でもあり、さらにm似が修行する

oa 
響を受けている と判断している。 ための1I)~:f!!の場でもあったと:f!.t~量するにかたくない。

(3) マンダラ堂 (4) ドムトン大堂

三械のマンダラによって織成されている笠である.正 ζの蛍の由来に閲しては、 fドムトン』という名から

i!iI( ~GIi~) ICは@全知IIl!.k1t悠}J!I-;>，ンダ言が儲かれており、 務するIC、アティーシゃ (̂Usa，約982-1052)の弟子

ζれはうダ γク地方の了ルチ寺の筋立尚!童、同じく大凶 であるドムトン():ll3rom・sion100唱-1(刷)の時代lCu')

笠点崎、サスポールIX院およびラ γ ユル寺獅子厳包IC見 iI!されたものとも~えられるが、内部の~両は何度も修

O:t られる:必担昼前浄マンダラと一致する.またλ:f(lI (fW~) 御されており、111以II年代、およびMiかれている切につい

にもroiJ織に坦:@1，占伶7 ンダラの-~である@釈淘7 ンダ てはJ.lUfのと ζろ.fi査定である.

ラが品1かれている。乙れもやはり 7ルチ寺の新勺内~()I litl'出は阿弥陀如l;K(amitabhu)を中心とし、左右前Z喪

失、 可制なて階州在、大11な束峨の.."7ンダラとlu)峨で にそれぞれ問時を配する構成である。正面(州投)の@

ある..( i耐01::雪めには《捌関知米をゆ尊とする -:)_七 阿弥陀知米li定印そtj.し、 Ii.心』ζ般若普段と金矧手の詞

汚からはる令同l界7 ンダラの-Biが悩かれている.乙の 脇{与を伴う。さらICベ却の/正イ"ζは弥1M守政と文殊玄:鉱

マンダァl:tぶ来の形式における')1坊の1弘隆遮郎知米がiR がぬ~j1'1される. /，' .(iの~IC配された八ð(@-@、 6-

JiIC移り例仏のーとなり、かわってlI!}jのJoJM銅山米が中 (θ)はすべて脇坊を従え、舗HlilζIiす.乙れらの八t事

務11:配されたものである。以上のそ純のマンダラはいず は~(交の修復がなされ、身色7rも変わっているため、切

れも喰伽テントラ系の7 ンダラである. 名I孟S宣~しがたい.また入U側のJI!!i置にはÆ-b1Cそれぞ

トゥッチは“ IndoTlbctica'のゆで-;>'';/ダラヲ立の性 れ例dが上下二段11:縮かれているが、そのうち入口IC近

絡について1xのようにidiべている。 い附~~Iま，j\1)訴しており、事1)))1) しがたい状態である。しか

『マンダラ堂はすべての寺院組物のゆで←樋の照所 しJ_段の左IC亦色の③広目^(vlrúpãk~a) 、 luJじく右11:
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白色のJt':J"天 (Vir吋haka) が術かれているζ とから、 I.:diilcは③仏町j(事務と@阿弥陀如米、また右両iζは@念

講11m しているpqt手のうち |二段の三時は持閃天(Dhrtarã~tra) 知I民l/ift遮捌iと@似ターラがぺ~~ずつ悩かれている。入口

及び多118天(Vaisravana)であると縫定できる.また下Rt 倒の東~ICIJ. /dilζ各ー"がみられるが、刻必のため怒

のニ却の称名は現在のと ζろ不明であるが、その湾容は 似のやl定IJ..(-司俄である。 ζれらの術画の銭t}，IJ.いずれ

@，'j色-1Í1Î六円、 及び@I'J~一面/，yt1:‘ある。 も制t仰ではあるが、諸絡のm本(~J紅側成は令勺のものと

なおドムトン大1e:はタポ、干の{加t1l中、人LJ::;tIC次ぐ線 終過している.
/:1 

~であるが、長い間使111 されていない. ~1't~時、開有1 (7) カルチェン盆

58 fl;;QIc f'i.IIされているダライラマt1d:の米山を機会 乙の吹は保証tのill立になるもので、乙れまでの危とは

に新?;f股が造営されていると乙ろであ今たが、堂内はそ 多少隔った附lζ他民し、 j己仰によって使閉されている。

のためのa築資材の民き均としてmいられていた。 以上、デポ守の伽墜と内原の鱈像、及びI¥f両について

(5)弥動大盆 ~.!.てきたが、ヲボ.!fでltH されるのはやはり大1I"il:

iHIIICIよ1i大な弥'fJJ仏(Mailrcya) のI'K~がある。漆 の側面間体のl弘1~1迎)JfIを小時とする令脚l界史体処築総で

食製のζの僚はリンチa ンサンボ時(¥:のものではなく、 ある。

また1.¥1[1瑚の喰l函も閉、 hl'l年ほど前iζ怖かれたものと矧

。冒
定される。。 正Ú1iの1，:イ iの I\~にはチベットの '1 シルンポ i"l'{I) G. Tucci. Indo・TibN，ca111 • Parl 1 (1935) 

寺(bkra.sis lhun-po、147Hlllt)や;f.?7営駁 (17 pp.21-90. 

世t.*己'I
'
!f:ICJ時悠透}、あるいはゲルータ械の組舗などが (21 R. Khosla. Buddhlst :l.lona$terics In the 

紡かれており、またú~近怖さ加えられたものでは砂I~~を Weslorn Iltmalaya (1979). p. 37 -48 

飽いた.~tH/.が数例みられる。広右両1(1Ì( lofjJt両~)IClJ. (3) 1'UCCI. lìiIlU ，'~ p.25. 1<ho$18. ，jiilU.'} p. 38. 
それぞれ =時が術かれている.誕法印、あるいは降魔即 A. H. Frnncke. i¥nliquities of Indinn TiOOt 

をなし、すべて獅子庖1Cf'Hしたもので、持政惚と思われ Y01. l. p. 39 本制作。IrのLCぷ党勝論文ICliPY絞

る。ただし101近修111されたものである 1.、過去にも数|ロl 緩ltii'il'4の成況に関しての:，1 しい」考察があり ~Jmさ

修従されているため、 b~、，1.ff;代、及び6f，の比定がF雨量量 れたい.

である. (4) コースァによる金剛界似体I~~mの情b"I;1トゥヮ

(6) ドム トン裳 チの弘前IC従っている。

~tllの(4) ドムトン人常と1;，1僚に、 「ドムトン」の名称 (5) Tuccl ，i;ilt.W。

から、 ζの祖師笠はアザィーシャのi(lfであるドムトン (6) 絞長{j~、('7;/ダ主 'M~見編、 毎日新日目社。 pp.

のl時代Icill<r. されたとみなされるが、人11のJ.II!の彫像以 64 -77. (Jレチミ?にはられる卜顧のイi>.防IIW-~ ンダ

外はすべて般近のものであるため、 a飢Ili旭E目附!jW則lのs縫車2定EIは;11附持 ラの4符，~符寺とその内のl'州J川可吋F伺Pのγ ンダラ iにEよる.r.占似4惚\!l比t鮫

費鴛Eである. Iは孟、いまた

t正Elfi耐(，耐'II'小1ド'央iに1:1はま舎草利l刊iωリ弗むとI川1;¥泌l巨iの両脇侍号令をi従滝えた@釈迦如 ンダラのfi料である。

米が品1かれ、/五右lζはのot'J;fJJ!号機と@文錬符践を配す. (7) 婦内徒に、 f金F跡Ijrml'の必判IJ河野1"人4・ï:~jr:tm
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11巻、 pp.86 -88. (付記}

(8) 小林暢郡、 「金剛界三 1-ヒ尊立体主止策mについて」 なお本論文執事後、乙のヲポ寺大H1;tの金剛界"l'H本位

第二倍高野IlJ大学チベット仏教文化JUt間報告~、 ヨ高E華の織成I!:於て、従米その#:(fが認められていなかっ

pp.37-4し た阿波緩蜜(内金剛9:)が喰州中K三味郎形ICよ勺てf荷か

(9) 俗長ïiíjlß~r、 r "7ンダラ』解説編、 pp. 60 -61、 れている乙とが1i([J.(され、さらに資幼Tvt>仏の-:111も慢

アーナンダガルパのrJ'!:広告E経釈， 'I!Jじ目録Nn2510 両に悩かれていた乙れらの切のii.i2IC より ζのな体~

TonLrat.atLva1okakan， 113枚点以1"'0 ~匹繊の術成はγ由ナンダガルパの注釈である『金御|界大

UO 松長前ltl~}、 マンダ云 ー写i，1縦、 pp.30 -31 袋茶"釈.I(耳!JI:sn 2510、113紋以F、北京SCl333.1、

~J!明。 12808 以下 ) IC)J~づく金制11 抗l立体五止条fi(であることが

uu r金笠」という名絡を術数詳典(佑布1隆研w・tl・ 日月らかになゥた.ζれらの路網目については、他協 fヂボ

t占師11248 .u: ) ICよれば、 ... 1;院の中心役字で本聞を安 、干の金剛界立体鍵茶I/U (Ifl.fx学研究 15~~ )を主主P.!Iされ

ii'iする。金?~íの千三は仏を金人と称したとか、 金色で たい。

m援するためとか言われ、中国から111いられたとし

ている。まさしく乙のタ ;j!"0(1;:の金気という名物、の切

合もm侶が伝統的IC金色やも今て守内がHftlされて

いる ζとから111米していると受け縦いでおり、11本

の伝2誌の織のとも一致する.また、ヒンズゥー殺に

も令笠というれのさ霊下があるとJわれており、その

ll:lY.iはむしろインドIC，Iiくからあったのであろう.

(l~ Tucci li，ilU ;If、pp.91 -108 

(I:t 小林暢:Yf-、:l!\星島io'lff'~止占高級について、密教t''(:研究

首¥11号、 pp.137 -151. 

(14) 'I'ucci ，jiJ!U ¥可、 pp.109 -113. 

09 Tucci ，j.jjU力、 pp.1).1 - 115. 
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ラホーノレ ・ス ピティ調査日誌

1. マナリからスピティ地区へ

8 /19 I~îのち l滑れ

7 : 30 ホテル発。雨天のため:U発が一時間遅れて，

デリーさE浴 10:20発。途中チャンディガールで30分休

憩の後.クノレ空港 12:20ii'J。予約してあったパスで?ナ

リへ向かう。途中対向車と行き交い長l時間渋待。夕刻マ

ナリ者，綴j'J，2050 m。 ζζ までくると.さすがに空気

は冷やりとしている。 7 ナリの街はチベット系やインド

系等の4華々な人種で賑わっている。 ζの街はラホール ・ザ

ンスカールへのトレッキングの処点であり.ヒッピーも

多い。隊員は分担して食料品，装備の勝入，公約機関 マナリ

西森誠=

であるツーリスト ・オフィスヘジープの手配に行く。結 5・30 起床。ジープ3台でうねうねとした道をビ7

局.オフィス付のジープ2台と、個人ジープの針3台で ース川IL沿って主主る。行手11:はlfrのi車山が途く箆まれ.

l'Jl't1L向かう ζとになった。我々の一行IL，マナリのニ いよいよヒマラヤ方iIiiへいくのたという感慨が湧いてく

ン7 派ゴンパでリンポチェの世話をしているナムカ君と る。マルヒ!とは茶底が出ていて.乙ζ で休息。女性の良

いう23才のη年が加わるととになった。 族衣2誌が笑しい。山すそでは羊の放牧が行われている。

こ乙からJ苅品g皮E順化のためと.我々のスピテイ入戚書許l'可 口一夕 A~3980 mを越え.コクサ-Jルレで.バスポ-ト .

z好[再F

ホ一JルレI雌t世制!I区孟のキ一口ンI陀E入る ζと4にEする。 で舗装されていた。滋はゆるやかなそまりになり，キーロ

8 /20 Ili~れ 21.C ンの桂-j11:至11 .f~t。線高 3350 m。ラホール ・スピティ地減

マナリ (7: 30) 37kmマルヒ (8・55) 39kmコク では自立大の街である。 DC(Deput y Comissioner) 

サール(10:50)ーす1kinタンディ (J2 : 30)--:rkiilキー と呼ばれる地方行政執行長官の役所へ出向く。 30il量過ぎ

+ ロン (J2:50> の長1=-0;ネギ氏IL挨拶し.彼の便宜で役人用の紡舎の一室
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を俄してららう.lliI肢には 3人しか泊まれはいので.妓

りの~Wは廊下tζ寝袋で寝る。高山病の徴候で全U少し

jjJl鮒がdる.号1!rI.ζ乙から60kmiIGにあるトリ uコナ由

トというヒンズーの寺で然りがあるというw鰍そi1入れ
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四 卜へ);.)かう。チャンドラ ・パガ (Chand1'0・Bhoga) トリロロ 1 トの然り

川沿いIC谷を尚北へくだり .::r.り腐のと ζ ろでジープ F 15-16: 15)ーす可「口ーリル (18:15)ー吉干kmカジヤ(20

.1..。小 1D，~nll ， Ul泡を主主りトリロコナート与(Tibet名 : 30) 

gor-shwa-J:!phags-paりi.msgon-pa ) へ将<. 荒涼たる山辺を ')1'1'ジープICゆられてスピティへ1;')

ζζU.i5くからのヒンズー教のlWf也というが.与はチベ かう。チャンドラ (chnndra))11沿いκゆゥくりと殺ゥ

ット風のゴンパであり，現在はニン7 派IclIIしている. ていくが.ζの川の k旅岐にはもはや村は存在しない.

多"の3主将人が集まっており.次々と本電へお参りIC行 ただ所々に石をbV~ J:げてその 1:1ζテントを綴った小限

<. I噂憎い堂内はm末伝ものであ勺たが，4>:時の鋭8・像 の如きものが点イEするばかりである，やがてtI¥線状IC泡

(ζれは大)'日石でできているとのととであ勺た) 1;1. J!し を号室りつめるとタンザン峠(1:堀川4590m)へi書する。

く . ど乙とはくヒンズー風の織に思われた。ノド:~(のûllJの

小uJIC1よ.人;さなマニ車があり.て.三の'l--.，が木紋を

叩いてほ絞のM中であった。茶応がたくさん111ていて.

n，1ミIC肉ダンゴを食べた。トリロコナートへ行ゥている

mllCキー口ンでは厄介な問題が持ち l・が勺ていた.'D聖書

1.fがや勺てきて.ラホール ・スピティではコ'ンパの'1H!

働組3を以ずるとの紡報を持たらしたのである.モζ で副長

にはってDCI玄白の~へ隊員 2 人がジープで相談Iqllか

りる。行Ic.よく鮮族普及宛の手紙をもr~~ 、てもらうことが

でさた。

8 ，'22 9，1ft '1ンザン曲t

キーロン (9:∞勺石rコタサール(10:35-10: 乙ζκ1;1.小さな符がある。 ζζからの酬は銭灯ある@

55)一一一一クンザン峠(14: :ぬ〉一一一ータクfャ(15: ジープが・合エンスト i:j，iζ し動き始めるまでてまどふ
64岡 110
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.~司Hりきったタクチゃで . パスポートと入減2干可必の チ司ンサンポの量IJしゅうのタンカがあ今た。ツオカンの

チェックを受げる。 ζのEとはスピティ地域へ入るζとを 本坊はユム .J'ぇンモ。乙乙にはラサ飯カンギA ルとナ

~味 4・る.乙 ζでジープー台tJlパン7. ローサル村でlllJ Jレデン版テンギュル225鉄あり。パンチェン ・7"7の19

のジープが放問.修般に手1¥:)と'る。乙 ζには小さなゴン の化身を描いたタンカかかけられていた.

パがt-tの上手にあった。，T)びスピティ川に沿った仲駁 そのあとヘァドラマと会~.!..マンダラ似のカヲ口グと出

台t也の荒野を巡む.ζの川のiiii綬は台地状Kfi勺て 野.11の絵f;111~ を惣ゥたと ζ ろ大そう呼ばれた.ζの寺

いるためか. 所々.Hが点，~している。 20: 00過ぎ.ょう のリンポチェ101..リンチェンサンポの苫119代の化身であ

やくスピティ地紙の中心地カジャのt討におく。隊員の2 るとのζとであうた.ぉ茶とピスケットをごちそうには

人がカゼと頭痛がひどく .Ji1.々 にゲストハウスのベット り.全日で記念倣彰。(写~はζれだけ)ゲストハウス

』ζ電話かす。クープー台はライトの4"lt~のため遅れて到1J.i'J. 1;1.1悦になってもt峰崎いm絡しかともらない。夜.)it恨の

8 '23 小雨のちJ" (カジャ滞夜 中をt成れていく人工衛凪の灯が見えた

J也}j役人の'Ji務所ヘパスポート ・チ£・ノクを受け'C出

頭したと乙ろ.λ ピティ地);のゴンパのワwま内外とも

絶対に織らせてははらないとのi凶i主がきているとのζと

で全UmJl!!するl タJj.会合を闘き.ナムカ怠をデリー

まで派遣し，今fnlの交渉IC;!Jのあゥたラマ・ロプサン師を通じ

てI'H立政府ヘワμ縦彪の許"1を交渉してみようという ζ

とになった。ロブサン師あてに'Iiti'i誕明をするためと.

キー口ンのDCICI担助を乞うためiU報を打つ乙とにした。

m傾のß(~ICloI. liやくとも 211. ナムカ Ilがジー 7とパ

スを漁りついでィ、lIb!不休でiL1Uするのに 41':1 はかかる。

にもかかわら噌寂々 の泌砲，YrIlJl;l.I0nmlしかない. キィ々での記念繊彫

8 24日.~17れ 8 '25.附れ

II!側4: (苅lii/lCt ムカ ~lが口プサン倒iあての手紙をた カジャ (8: 25)一頁iUOタポ (10: 25) 

ずさえ.ジープで7 ナリへ1:')砂出発する.10時ICml，tlui r)!本隊員をゲストハウスκ妓し.今川のA谷の厳司要

から返日付3!~':'， '1(:; ff!を発I;~. 地9ボへ向かつて111発。タポ卒、Iはスピティ川の右/i'Iζ佼

Hから街気の~本隊Uを除き. 16回ほど緩れたキィ ・ れした小さはt-IでI115瓦101.通勺ていない， t:lr.ili 3360m. 

ゴンパへ表敬訪問する乙とにした。コ'ンパはキィ村の上 9ポ・ゴンパlよ乙の村の小にあり宗派はゲールック派。

ん・のIJ'I!互い日:0)I.ICたち.t豊つかのItll'からなっている。 来年の六月にダうイラマがζ乙を:m::J-4るとのζとで，

ゲールック派に.IJ!し.創iJlはァダ・ノクのティクセ与とI，ij コ'ンパの脇に迎i'1館をil!~宮中であった.ゴンパの11には

じシ f ラプ・臼トウ飾の自IJiJlであるとのζと。所以ラ"" (¥'/1)}があり.少年{目途が仏11!rjを習っている。

の 150人伎のうら30人将のmかいたo :.~内を見ヤ リン ヘッドラマと会見する.彼ともう一人の僧がダラムサラか
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ら派遣されているとの乙と。 ζζには30人程の仰がも、る

が.半数は少年仰である.

ダンカル寺

行為は誠iζf，1五Wl::iI!(するものである。今日のタ)jごろに

タボ寺 は正式な狩可がカジャ>>聖書へ'，u報で入るだろうとの乙と

ζの寺は現在政府の考古向のu思下ICあり.鍵Il'iも俗人 で，とりあえず隊員3人は先ICダンカル ・ゴンパへ行く

の村人に委託されている.近くのゲストハウス11::役宿す 乙とにした.

る。 ダンカルトIへむかう例数人がジープ11::似点。ダンカル

8/26 くもり 村から少し行った析でジープを降り.19才のラマICガイ

9 : ooiiiiから大日常の刈(ilζ行くが，鍵殺がスケッチ ドをしてもらい.12な-Qりをゴンパめざして巡む. t!l~.f， 

も~測も禁止したので. しかたなくタボ村の少しょ)jの がおく空気がお織はため.少し歩いただけでひどく息切

制穴の調査K行く 制穴の慢に7ミターパや:f.サツの像 れがする。小-Iljr.nw.-Q勺て，コ'ンパItflln.1:')"11;1 

1)<悩かれてあり.保#mlζ上ニスが喰られている.他IC 小谷を隔てた所にあったので鍵醤を呼びにやる.中年の

も小さは綱穴が点犯しているが， ζれらは冬のr.a、{悦ii: WIの案内で情内をみて主わり .1mき取り..l'J合をifぅ。ジ

の1以:fWHIC充てられていたとの乙と。午後.)c1::1吹の.刈 ふチュン11::1;1.ガラスケースの中に本;切の弥制作品生がよっ

1'i O.!.るだけ).主Jのタポ与を日の前にして写aもスケ つである。 16Wi':置のタンカがttll::t骨けられている.ドカ

ッチむ詐されずいらいらとデリ ーからのさ報を待つ. ン1;1'1'央IC釈迦.liAilC.ツすンカパと弥'JJ&.!宮両1;1..

8〆宮7 附れ ，TJ泌が殺しく IIIくすすりてはえむい.ナカツ r;';'Ít(Ii'~ 

タポ ¥11: 30)続川レ村一)_liιダ ン附机川 (1幼 時 蜘 の 釈 迦 { 山 川 し

カルコンパ (13:30-17 : 00)一一ータボ 〈 補修) 。そのj川;1ζ~IICtlil盟。 ;(i!!.î (i'~) 11::貴11M)，.と

9 : 00 塚本隊uがジ プでカジャからflJ.j'j.派ik. 釈迦が3体.克明IC嘩，n，tと釈迦3体。入110)1 :1ζ ;)1l!1~11;.. 

デリーからナムカおが反q てきて写真後彫の:l'fnJがとれ 右Ic.吉祥ハモdpnl・IdnnLha. mo. I，:rc. コ'./d~ .Jf守ク

たとの乙とで.-I，~.多いにt{.J~o パスとジープを乗り ドウク{六予)がそれぞれ錨かれである 均代後.小谷

緋いでまる 3日間でデリー往復の任務Itあたった.その を商事てた{主，ijヘリン・Hチ zを訪問。ロサン ・レクデンと
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いうお名前で65%.ラサのガYデン;.t;で修行されたとの

ζと。ダンカルコンパのjJlJ名はしa.scトkra.五is.c u. 

linとL、うらしい。

タポ1Cj，，}ゥてみると.ナムカおとムトウプ8が警官を

巡れてカジャからI...!今てきていた.JIl'uJの内容は.タホ

与の堂内の写真織~Iζ限るとのものであ司た.ゴンパの

鍵持ちと再度. 織彫の件について.r~~を交じえて交渉。

j'f吋がとれた鋭い1C~ltl!の人と .H本測で骨l~不を上げる。

8/28 r.tれ

タボ寺・大n悦

今日からやっと7U~lQ1U JI:;入る. 少句{内i主がものめず

らしそうに眺める.彼らのうちの敏人に照明係をしても

らう 天井の明り窓のたを反射板で峨1"'1のえiへ鋼、らす技

術は('1'々難しい。夕刻.ムトウプnと?古~隊U. カジャ

へ1主治補給と残した設備の唱|取りにirく.

8/29 r.tれ

今[1は大日常のw彬に人る。写l:&係以外の隊Uは.俳

文や絵物語の下1ζ，Jfさ添えられたチベ y 卜)('(.をヘッド

Vイトの光を側りにノート IC，~tき写 4 'が . J折々 .二{;が{!

11'，おちていてとてむ1>(みにくい.n~、併に判続を手伝っ

てむら勺て作業をjせめる !t家先住の鋭によると .<;;:内

部のl警のド'1'-分のぐるりに拙かれている絞物iltは，領自tt

経の人法界品の適財奄チの遍獲物認の図であり.7ミタ

ーパの後室周囲の喰両の千体仏の阿弥陀仏は， ~与財貨子

の，ltioの段終日がjであるiJ!i方極楽浄 kを象徴するとの乙

とであった。連日.少年{目i童が写真をと勺てく れとせが

uのでポラロイドでと勺てやる。夕方.ゲストハウス内

で夜々の歓迎パーティ-ntfilされた.60人あまりの人が

!l!まりチャンで~会とはうたが. はかでもTI.:~は、 女性

10人rtが氏織のテープIζ《わせて民族ぷ袋で納勺た土地

のダンスであった.

スピティの民朕m主

8/30 ei'lれ

氏家隊長と常j;隊LlIi.先日ダンカルゴンパヘカ'イド

をしてくれた19%のmとラルン ・ゴンパのz，oJ1'tIζ行く。

伐念:ながら守警官|司行とはってしまい.ηf~1倣彬Iζ よる Ilt!

lm一切出来なか勺 I~・

~)j 9 :∞11:'7ポHそIII~. ダンカルt.I~'過さ'たと ζ ろ

でジープを乗りすて.スピティ川のJtの文谷をつめる.

1ト:.'r・，iijラルン村l1..fJ'{;l:Nの*方の小，:":jいIftlζある。人

112ω人{色ゲールック派.j.白20人という。セルカ:/530x 

510c・西向き.I京以{i55-6事f.13:∞. 与をiJj附す

る.f'I'lゃ村人がザま，ていた。ラダ y クのスムダ与やマ

ンボ.;l.，1;:と同系統の仰'!~泣かnl~ので」而{(守ンダラ押t式であ
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ったが写Aをとれなかったのは会〈残念だった。近くの タポでの調伐を終えて.キーロンへのM.iB!IC.っく。ス

小喰Ic.タボ寺大日常の"I"~事とよく似た図面四体のピルシ トープ. ナベ煩をヲポ ，'ylc.あづけ，食料や必~I~.'Jを必捨

ャナの坐像があゥた， する。ジープ一台地r;r-!;I1f，iのでやむなくカゾャへ奴し.

ヲボ寺では大日常のr，.w量彫と~夜を続行.夕刻. 1;' 運転手だけ連れて行く.カジ令でキィ、予を再訪する.

J'ijJ量影全部完了。持nI.tiEの島l~lC.よりスピティ首\}.(f.の期 9/1 t，'iれ

|泌がOJI 口までなのでJqiaぎの(~'lìとなった。 ガイドのムトウプ，(1とl't本隊員がマナリへ向けて先Iζ

8/3J 町Iれ 戻ることになり.ジープー台を返す。氏家隊長以F銭りは

デボ (5: 25)一一一カジキ (8: 45)一一ーキ F ・ゴン 体~日.町はトレッキングの欧米人の~がよく臼につき.

パーーカジi"一一キーロン (22:05) ゲストハウスの婦のテントIC.も多努治まっている.

2. ラホール地区

9/2 目指れ ζの寺もあまり心よく η泌を撮らせてくれないようであ

キーロン(7: 30)一一一一一ゲムルコンパ (8: 45) る。鍵番と事服のラ..，.Ic.堂内を案内してもらう.三附か
16畑

一一一一一ジェスパ村 一一一一ータユルコ'ンパ 03:50- らな勺ていて.ー隣とこ備が吹き銭妙にな勺ている.入
7回fJ銘

15: 35)一一一一ーキーロン (16:ぬ〉 口は東向き . 即ちパーガIII Ic.節していて ， ~のrJ.;さ 550

x 740 CII，中tJはグル ・リンポチェ .そのIOJかつて定に

タクツァン ・リンポチ:..パドマカルポ.れに1l1lillt;・

テンジン ・ギャツォなどの組問像が'Ulllされているo 2 

mICI;I.ヴァジラ ・ヴァーラヒーの像があるo ttlC.1孟念怒

相の多数のお面がか砂られている。 Eまには十数枚の仏伝

闘がパネル状にかけられているが極く広近のもの.カ司

ラチャクラのタンカのliijICトルマ台があり.新しく活ら

れた仏像の内向llc.J，~納するものが.多数約み 1 '.げられて

いる。

次IC.少し上i/.iのジ...̂ パ村のゴンパへ向かうが. ラマ

ゲムル寺 が不在で中はQられなかった.ゲムル村のltfJiで只食後.

キーロンからパガ川沿いに右F告をさかのぼりゲムル村 引き返してタユル・ゴンパへ向かう。潟水の戊ヲた山iu

1ζ;rslる。乙の近はラダ γクへ.iujじる滋である。乙 ζから を50分後りゴンパへ.1'(<。責IIilll;l.I4Cのタシ ・ヂムベル

徒歩J5分の笠りでゲムルゴンパIc.Zi<。宗派はドゥッパ・ という人のT・になるが.:g，!伐のill物は 200lNjiJ illてられ

カギa派。創建I;l.15Cの77 ・テンジン ・ギャツ #0 昔 たとのととo iP!iりのラ 7 と3人の尼さんがいた.ハカ

7';1. 4-5人o JjUfの{!物li.戸Hl!されて四年nとのζ ンは 930x 1.230帽・ ，'.1(向き.笠の燭凶1;1.廻111こはってい

とであった。写真微量37よll-.の宥仮か立てられており.と てマニコルがぐるりをとり開んでいる.'*'~はぬさ 2.5
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m程もあるグルリンポチェ .その両脇Kグル ・ダクポ ホットケーキ(ダデル)を御馳走にむる。尼 11人と

I)rag-po.センゲ・ドンパチ五ン se白-ge-donー ラマ8人が.日時践しているとのζ と。 2府から成り .桝

pa-canというゑ怒噂の立像がある。ガラス宥1IC:収めら

れたサルザン ・リンポチ忌なる人物の像があ・3た.

ミラレパ像. (ティノ寺〉

西向者。 u替のハカンの広さ 570x 420岨. iEilii左スミ

タユル寺 tc:マニ.tUがあり，文!?l<.無量;G， トーdiill!普などと!nmli

9/3 &"れ 像がならんでいる. 2~はチ曾カン. 740 x 600個。』五

キーロン (8:，則一一一ーーティノゴンパ (10;45) 而£にキンノル〈クナパJレ〉のネギ _7"7のチョルテンが

ー一一一ーヰーロン ある。

キーロンから一時JU)Iまど昨日の泌を行ったところでジ

ープ滋から降りて.ヴァカ()IIのたもとまで下り.吊り縫

を渡りIiAltc:11Iてl耳び笠りティノ村tc:到着。 ζの村は女

性のoばかり11につき，彼女jj!は乾し慈をせっせと2主催

へ遂んでいる.村から徒歩10分程のティノゴンパはゲム

ルゴンパのm~内にある。~慢の中に透られた小さなお

s!は西向きで.本線はグルリンポチェ，その脳tc:lJ!普，

グルリンポチ.... ミラレパの像があるのみである.

9. 4 附れ

キーロン(7: 45)一一ー ボーカルゴンパ (8: 35 

-11: 15)一一一一一キーロン ボー カル，Ij~

ナムカ:aが.-~ナリへ先1ζ“る乙と Ic:I.íゥたので.ポ 夕食事寺， ζの地のガイドのゴーヴィンダ氏がや勺てきて

ーターをやとう。ゴンパは.I肱守!の良いUl!ll tc:あり.ラ 色々はttr椴を提供してくれた。ティナン地区のゴンドフ

マ l人とjピ3人朝食中であった。 我々も J・ャンと にはl?の王線がいて.彼の友人であるというのでマナリ
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へ帰る途中ζζへ寄るζとにした。

9/5 anれ

キーロン (8: 10)一一一ーシャシaルゴンパ (9: 

20-11 :∞}一一一一一キー口ン

牛ーロンの町から忽な山泌を一時間f'il-Q勺た平らは山

腹の上u::ゴンパがある.νャシュルという名前は.ζの

地方の方習で『青いもみの下でjを怠鎌するという.チ

ベット名ではbkra sis shugs-glir¥々 という。宗

派はドゥッパ。カーギs ッ派で告IJO!/，;はデーヴァ ・ギャ

ツォなる人物.ラ<'5人.Jt: 3人がいるとのζと。

シ令シ"， 1レ、予

ill物11.::制からなっていて必向き.一l椛の1羽聞の鐙m

には例にuれず小さなマニコルでとりかζんでいる。 l

隣1;1.720 c・750帽。本(Jデーヴァ ・ポャツサを中心と

する納削除が 1-:散体。，1(;，んでいたが.い寸'Uuf.1日iIがfJ明。

ιι，.:;むんにマニ引がある，

ユム ・チャタラサングァラの媛彩色のヤプユム立&があ

り . 皇~11: 1ま六道総廻殴や841，成\it:/H云の絵があ勺た。 ζれ

らの成就者逮は mahamudrliの系冶と深い関係を持っ

ており，カーギa ッパの一派であるドゥックパの与鋭で

はよく ζの841.成就者伝の絵をJlいIIIすζとがrH米る。現

11:ラダッタのへミス ・ゴンパ〈カーギュッパ〉にら乙の

84成就者の噌E騒が存する。

9/6 r"れ

キーロン (8: 25)一一一一 カルダンゴンパ (9: 43 

-15: 40)一一一一一キーロン

カルダンゴンパは.キーロンの町IC向い合勺て Bhaga

川の対日~U::位れしている。 11 1 11'，よで下り . 吊り総を波っ

て1ヰぴ'{1.りにかかる。ゴンパはカルダン村の少し !:JJI1:

位罰している.1930 ff.1ζノルプ・リンポチ孟'/)'(lIJtl!した新

しい寺。，ijUi:l.tラマ15人，J己15人か所泌しているとのζ

と。

2陥(カンヂュル ・カン}には.デルゲh極力ンギュル カルダノ -'''f・

がある。 /.'.JIIIlの慢にはパ手ル状κ-i1!のmr.'UI'i!の絵かt，'，j ill物l;t '.~v;からなり丙(<.)ù. 1 ~持1;1. 670 )( 520叩 . j，よ

かれである.またジャブトゥン ・ラ?という人物の小さ に7 ニ'liがあり.中央にチ ，.ルテンとiJ1flli11!."U¥，{i. 

なf担保があった。 ターラ.IIH'iはどの像がある. 11者の写l'l繊膨を fえた

3断 (bDe-mchog Iha-khan)にはヴァジラ 7 蝋一人の'7''/がやってきて.:~..内の'与点を鉛るには . キ

ンカーりを本尊とし.そのI品j脇1ζカーラチャクラのヤブ ーロンのDCかSP (Sup('nl1lrndant or I'ulicp)の
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許可証が主要であるからと搬彫を中止させた.すで』ζDC

の静可を得であると説UJIしたが.応じてくれず巡れて来

ていたボーイをDCのところへ~った.その問. .J更々は

堂内をR.学するζとにした。

2附iζは，パド7 カル;f!会，'1Kun-mkhyen-bkalヲ

ーbumがあ勺た.堕俊民f年金園田とグァジラ ・ヴァーラヒー.

ドゥワン ・リンポチェ.ラマ ・9ンガ7J>の像があり h"

1ζ創UlfJラマノルプの子 aルテンがあヲた.パネルR聖断

IC.チャクラサンヴ7 ;，/.待合剛.ゲストルの十プユム.

チャクラ ・サンヴァラの13科人その他ーi患のターラーの

t'{1/){あ勺た.

3般のカンギ zール ・ハカンlζは.ソサ}坂カン.t:"-

Jレがinかれており.ミ才レパ(，.ベット C絶大fi人気を

t年つ，Ht伽行者)勺 :SfTル~怨の J主を1部いたパ t・ルI\î叫

が問1111の峨をとりmlんでいるが， ζれはMi':1こ帆味深い

むのであった.他にパ I-..・ ンヴァパの修行:'今のパ不

JVi:~(lhi らあった.

3 ; 30すぎ.、:>司と・t!ーイカ:[)CのかわりにSPの.，;

f.!晶ll!H'f"J.'lH:l，てω，てきたか.今度I!flll!iむかキ

ー II ンへii ってし主~， t:とのζとで.ねJ..i2間以 100)'1i 

rHA:!I;li11:米寸引きみす.:.とにした。

9 :7 U，';U 

-t--nン (8: .17) ロンドラ (9: ，10-13・

τ0) γ ナリ(17:10) 

ヰ-"ンを111f~ ， γナりへのMi主につく。浴中.寄る

よとにN.，ているつ'ンドフb.tri.先rJ， .fR奇1-紡r!lJlて

くHた111ドの_，.-Lンゲ氏の知人か'i"i""しているとの

ζ とで.i喧かオートパイでI，;]IJしてくれる。バガ111はタ

ンヂィでFゃンドラ川と(';ilil.己こから・l!r剖へ少しir

，f~1事fにコ'ンドソ付がある。初めにゴンドラ峨のií;i'I!人

(}J邸'亡そめ1111~'る。この1主lif\:'ヤ .この地/j(Tlnan 

J也11<)の E紋であったということで.邸't;IiJl"i;1'に':証書事
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なbのである。コ'ーヴィンダ氏の紹介で乙ζの一家の E グルカ'ンタル ・コ'ンパとゴンドラコ'ンパを浪1.;1していた

人にI(II会L.轡応を受ける。ついで，立派な仏!日IIC袋内 事が分かつた。というのも.グルガンヂルゴンパ (ζれ

されたが.ζζICI草稿胞なデンカがこ ・三かけられてい はチャンドラ111とパjl川とが合続するうPンディの圃1のよ

た. 方1ζある}の知IJ:f，がガンダ示 ・ コeンパという由で.王~ff

そのあとすぐ近くにあるゴンドラ減へ案内してもらう. が鎖似しているためグルガンタルがコ'ンドラゴンパだと

iJ.l物は.細長いお機状で五階からなり，RZさは20m fi!あ 足%、込んでいたためである。

ろうかと恕われる。中は滞日普く .トーチライトの光を曜日 一時はタンディまでIJlき返すflJ!も山たが.ジープか

り1c:'1J:nを線影する。各階IC一つの細長い剖l[査があり. ら降りて一時間役らなければならないとのζとで.時間1

aさ670x袋刻圃.お織に仏像とは奇妙なとり合わせで の邸合もあり.遺惨ながら訪問を断念して7 ナリへ向か

あるが.2階にはグルリンポチふを始めとする明像数体. う乙とにした。ちはみに予ホ甲ルのガイドブックに餓勺

ヤプユム絡を中心とするマンダラの~砲があったが. す ていた，乙のグルガンタル与の記述を紹介喧ると .ζの

でにくすんでしまって判明しがたくなっている。 31和ζ コ'ンパはラホールでは政占の~j:院であり . 今11 ではfîち

は.JI~~Jj観音 . 金のグルリンポチェ . fl"のカーリー神!+!ててはいるが. そのiJ.l物が級初 11::創られたのは 121世紀

仏陀の型車伎がある.級，1'.r:wI ~ ft I還の綴低所で.f捜々な1't で.現在のは18世紀Il::jljiJ.lされたものだという.1lIJt1l~・

ftdhや古い型の鉄砲や小さい大砲があり.四方の!i!には はラダック出身のタシ ・タンベルというs'l.ゴンパのあ

鋭肢があけられていて.c.ζから量産か撃てるようにな勺 る乙の場所は.そのI.r.パドマサンヴァパが初めて仏教

ている。乙の域のすぐ近くにある古ンドラコンパは.ラ を公布した型地として~:mを集めていたという。

7がいず.鍵がしま勺ていて中へは入れなかった。(以 t写兵は加雌敏氏倣影}

j1iひ:t~へ紛り . 民会をζ'ちAょになる。乙の時.寂々が
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8/ 3 氏・~隊1"、 嫁本隊u、人以詳可交渉のためインド ・ 8/22 キ一口ンからスピティのカジゃへ人核。

ニ3 デザー IC仏lけ'II~。 8/23 写):H/il泌を11'，められる. .11カジャ泌代。

8/ 4 I.lldnkh Buddhn Vihar訪問、交渉1C入る。 8，24 デリーあてに織影誇可依粉.キィ寺訪問.

8/ 5 Min同 lryof Ilom(' Affuirs (内務行)訪問、 8/25 カジャからヲボ寺へ移動。 f)!本連絡のためカジ

インド政府と交渉。 ャE主的。

8/6 11 本人使館内H本文化的傾センタ -lIi'~I. 8/26 タボ、宇崎合IJlltfi.溺r.t，'jJ耳1't.

8/ 7 1ンド政府と交渉続ir. 8/27 歯止影説可人 Fの釦告.a4r.t，'f向調伐の後、 ~1'"

8/ 8 1..1 .1: 他 21'，1，1.ダンカルJテ，Jl41't..r~"，合流。夕刻カジ

8， 9 ^ピナィ地区人以.¥ti.Jの舷約がとれ、 11本へ.cl! ャの符'n立ち会いでJHUf吋の説明。

~ ~æ タポ寺、.，;J.41Q影開始。

8/10 航ヤ~fdi!. 13 I1IC 3 1円の隊日合i~W~j.Ë. 8/29 向上。伎、村民主制iの歓迎パーティ。

8111 1jイドをラマ ・口プサン師の甥、ムトゥ 7'f!IC 8/30 向上。 11':・.~隊長、 常多1;1.ラルン寺;l'jfi.

依頼.吋初予定のパルダン師への.cl!11Iはとれな 8/31 タボ村11l~.キィ寺再訪.夕刻、キーロンn.

も、。 9/ 1 キー口ンICて休』差。啄本隊u、7ナリへ，;"け紛

8/12 1坐允隊u、東京IJIIU事l1;'ti1<:jßまりtII~i1，IJ商品 . 悶の途につく。

8113 ~I'き ・ ?古~ ・ rG.l't隊u、成聞出発。 91 2 ゲムル，ti..タユル寺~1't.

8/14 'rliij 2時30分、 主リーでF在お.氏・~隊長等と 91 3 ティノ ;iJ:U，。
{';mi。隊'{~l負令。 γナリのホテル ・ パスてfJ.J'.配。 91 4 ボーカル "f.~'J点。

&H~パ y キング、 li_倹匂必終うちあわせ. 91 5 シャシa ルJ長J/lJ't.

8115 !1;・)(~聖1"以下 4ft、デザー:U発。常~Fmとガ 9/ 6 カルダン与込.1.1主。 t軍本隊nu~.

イドは.i'!I1J収受りl限りのため銭官'1. '.( rリ行の 91 7 キーロン11m。途中、ゴンドラ滅へ立ち得り、

IIHI1ll1l必天候のためYリーへお}.¥;I. 7ナリへ九t~

8116 7ッイトi年ち。 111'，'"主従のうちあわせ. 9: 8 マナリのチベット寺:Jjfm，

8/17 .;'!-"I"II交付。現地、ジー7手配1]1火体。 9/ 9 マナリからニューデリー北dili!。

8/18 J..:.?・'ltilζ1I限延長をi引絡.~M此終点倹. 9/10 関係.fiICあいさつ。 11本大使館.&敬訪Jmo

8'19 lt・~ぽl~以ド全隊11デリー出発。マナリ泊. 9011 調企!.'!l'I!および帰国守備.現地解散。

8120 .(ナリからジー7でヤホールのキーロ yへ。 9112 L(;~F~l'( ， 尚.n隊員帰開。 lJUi語、常多はヌダッ

8/21 1、リ Hコナー卜、，'PethlHJo ク再'!Jiのため究員留。

-69-



第四回チベット仏教文化調査回収支報告

f'~総額 5.629.374 文出総額

〈内沢> く内訳〉

本山俊助金 2.ぽ)().ぽ)() 級~

大学媛助金 1.620.0∞ 滞在12

e沼野IJJi主総合後助金 1.ωO.∞o ""f主主主
品j外研修派遣総費(氏・4巨) 7ω.4∞ (1) 写真整"'~

~付金( '，;1 1二} 248.974 'I~務~

':-;1:(1)は弘学研修福祉会による昭和

57 年度海外研修派.ilfh'H~分である. (ただし、t:書面は大乍!ll") 

〈 支出 HJ1細〉 ~H首岱

大阪…デリー{先発2名分x397.500) 

1，.lHB ・ー・デリー{後允31'，分x437.4∞) 

デザー←・クル (51'，分}

。 滞在岱(40 II削)…・…

O ..l'Ut~ 

ジープチャーター代

フィルム-n

勺:氏側，H2

3主4極的

食将餓人~

保険 ・ 予防1&極7~

J明Ra
交渉'l'1

人件'I'l

o ';~U!!JII1 rl 

フィルム現役'l'1

スライド111 7 ァイ Jv t~

G '11務'I'l

事務J11M，~

コピー'1'1

r.!ll内交II!I'ro泊12

(ir:j野111‘一・大阪』ー・lI!五i<-'hlWI)

交通t~

校正'l2

2.311.ω9 

795.α)() 

1.312.2∞ 
203.899 

842.479 

2.084.511 

472.990 

210.430 

263.880 

212.758 

1∞.722 

106.230 

286.ω0 

299.471 

132.000 

246.690 

2ω.870 

41.820 

252.595 

70.278 

32.337 

74.7ω 

75.220 

30.∞o 

(なお、医薬品11.1>>~e~J)!正により 2寄附された.)
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2.311.099 
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246.690 

252.595 



隊 A 名 簿

隊長 氏家覚勝 {仏教学科 ・ 数I~) ⑮ 648-02 和歌山県1)1邸ll1!fui野町ifE野山318 1乱(07365)62298 

会社 銀本E華道 (Wi教学科 ・ 57 年度助手) 司~ 532

渉外 常多 昇 (a:;数学付 ・大学院) e567 

大阪市淀川区丙宮阪1.8-1-507 

大阪府淡本市住ー丁目201 

1D，(06)ぬ2-1680

"'L(0726)24-0876 

3主側 茜森餓三 {仏教7:科 ・犬、戸!;t) ~464 -r. .'od{'li F-級以l判明町3 54岡本荘2り

写~'! 加蔵敏 {ηj!家) 。165 IkJ主mI中野区11/'8')28-39 咽，(03)鈎8-2201

(O/Un~渇 ir 3丹製作)

ガイド タシ ・ ムトゥプ{学生 ・ 21~) MOlUp. 33. Ladakh Buddha Viharn. Be)a road. Delhi 54. 

助 F ナムカ(ラダ yタ出身 ・25議)Namkha. Chumur MonaslCry. Manali. 

|司 プレム ・チャンド{学生 ・16k量)Plem Chond. Krylong・

.ilIl.，. F スアィド ・ '1 マール ・ シ1"ルマ (35~) Sudhid Kumur Shnrma. Manah. 

向 カヲム ・チキンド(40縫)Karam Chond. Manali. 

[ril 亨Jレロク ・ザャンド(43I，主)Tarlok Chond. M(lnali 

{也 ¥'cn. !.ama Lobzang舗をはじめとして S.C. Ncgi (ヰ ロン[).C. ). Phunlsog Hui (タポ村役人}

Govintl Rarn Rowpa (キ ロン ・ガイド).Shoba Rl¥m (カジャ11''1'0.Tscwang Ngatug (タポ与'ii'J!R人). 

Jamyllng Losal ([，，1). Thulen (51ポ寺町守).Artou Trnvelの恥hss.lndira7;多くの方qの助1J'f:ねた。お

名前を火したゐ々も~いがζζIC:己して感謝のtJ.をJ<したい。
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チベット仏教文化研究会会員IJ

第 l 条 本会はチベ y 卜仏教文化研究会と紘し、・l'務所を~rf山大学内1<:.'1く。

第 2 条 本会はチベ y ト仏教文化の研究と持作ぞ目的とする。

i.i¥ 3 条 本会はおの闘((.Jをi主成するために、広の;)}，監を行う。

l 研究会の|刻俄

2 チベット仏教文化の現地;PJ~と資料の収集

3 研究と.凋fiの成果刊行、その他

m 4 条 本会の主行Iζ質問するnをも勺て会nとする。

苫; 5 条 本会の会員を分けて1，:の二純とする。

正会 U

ff助会n
百I 6 条 本会はE!?付金およびff助会伐をもって運営し、賛助会t!lは別I<:;Eめる。

第 7 条 本会1<:左の役只を凶く。

会長 1 ~， 

t.ilj会長 1 ?" 

怒号 託子名

1Ii Il ;('1干名

併‘lも 若干名

貫i 8 条 役員の任務、選出、任期は庄の通りである。

i 会長はお肝山人;γ:学長が当り、本会を代.N.して、会務を統Jfl!する。

2. 刷会長はお!野111大学乍F立が、円り、会1*を鴻佐する。

3. 参うは委員会の求めに応じて、本会の'fi'駐を遂行するためのi功弓を行う。

4. s[1I;t.委員会を組鍛し、本会の')1'!11を遂行するための企雨、述1:~'L 吋る。

5. ~'Iíは本会の 'H業遂行 lζi見lする事務をJIJ.、刊する。

6 参'j、委n、併。JIi立会長が委峨し、任JUJは211'とするが・'TilT:をさまたげなも、。

m 9 ~長 本会の縦I!IJ変ll!、その他・)'j~，l t'rr邸主役n会の決議Iζょうて行う。

(，f，:焼定はIIl-lfn5311' 3 )11311より鈍行する)

(JJ;ix:縦キ11)
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チベット仏教文化研究会収支報告

1む初551ドlJl:

(収入のmI)

前年度級車~<量

ff助会fi

報告古代金

送斜

預金利息

r
 

-J
 、l 

J
 

差号I~長t.í 882.330 円を次~I今度Iζ銭鍾し.

昭和56年度

(収入の凋1)

前年度線総合

賛助会t2

マンダラ縦への賀t':!

370.616円

550.。∞
78.500 

1.300 

l叙殉

1.002.225円

882.330円

120.0∞ 

10.制加

小，，1 1.012.330内

19I1.1l~':j 1.003.195ドlを次11・1慌に級位し。

lI{t布157 fl"詑

(収入の:;tl)

前年度終経令

マンダラ rlll.lJlと消滅J~(内綿'J:.梓市宮}

fIi~-liIJ.\] (S. 55. 9. 4) 

(S. 56. 7. 2) 

(8.57. 1. 26) 

i
 

a
司"、l

 '
 

1.∞3.195円

294.4∞ 
2.327 

9.115 

10.648 

1.319.ω5円

1.!引銭高 1.137.310 J11を町1拘158年度11:絞l!lし.

(支出の部}

'11.mn 

~ *'1 
7 ンダラ展カタログ・凶像解説汚名10311

レコード(チベット仏教芯漢の世界)・

マンダラ展目録

71レパイト 代

IJ、計

{支出の宮市1) 

'j(.fJm 
~料

IJ、!t

{支111の$)

.'H!代(Sncllgrovc ; Cullurol 

IIcntuge of Lndokh vol. 11) 

|時際il¥j古代(インド)

制it's-リヲ~i基1'1

・Iff革'l'l(派遺伐の ・部}

.1lUll会'l'l(報i'f会後}

小 M

角。勾，

1.925阿

5.670 

92.∞o 

6.3∞ 
14.∞o 

119.8951-'1 

8.775円

360 

9.135阿

11.270[11 

8.120 

1.510 

117.815 

43.660 

1，137.3101'1 



編 集 後 ~;I 
PU  

第三固まてーの学術調fiで、ラダックとザンスカールの学術調査を一応完了した当研究会は、次期:.t1fiの対象地紙

としてスピティの:.tHiを金銅した.それは、 ζの勉騒がlot世紀の後半以後、リンチ...;/サンポ(958-1055)がグゲの

トディン寺を中心IC活織した地ほの一つであり、ラダックの仏教文化と切り総ぜない関係をもっていたからである。

ζの地紋のq~術調査が企画されるや、 第 l'!l同チベット仏教文化調査聞が結成された。当初はスピティ地以の入域

許可がおりないなど、 :JH日不可能かと懸念されたが、 I剖U!.'1氏の努力とw然とによって克服され、今Il'lの学術，.('J倉

が実現した。乙の附、インド政府Iζ入媛許可を111"，し絞りるなどして、まる二カ年の幣備期間を要したが、乙乙 IC

f品製の学術調貨をJ{:，(し、報告3を上持するはとびとはった.

報告~}Iζ よって、今1"1の学術凋賓がいかに凶媛であ勺たかが推察されるが、 rnu諸氏の組総および行動}Jで;r-ûJ

1彪を可能IC し、すばらしいI~!.I.!を得た事は、 1，;11.ia!の手.りであり、団員総氏IC深I~の1411立をぷし、労をねぎらう次第

である。

毎回の乙とながら、今1'21のJHt団派遣に際しても、本山金剛直草寺、高野山tt験会、大学の各ζe当局から資金l屈な

どのひとかた江らぬと'協力を鰯わゥた乙とを、 1'1-<御礼ψし上げるとともに、今後ともなお一層のご~JJ、 ζe文俊

を賜わりたく、重ねてお願い申し上げる次第である.

第問問河野山)，;"1.チベァト仏教文化調台間報化123

1983 (ド 3JJ 10 n 印刷

1983年 31)21 IJ 発行

調~m ・ 発行所 チベット仏教文化研究会

~648 -02 

有1歌山似伊Il1Ill!Io!li野町U':j!'fllJ

r吉野 山大争内

1'EL 07365-6-2921 (11:) 
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